
2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科日名
(英 )

i はりきゅう実技(はり基礎実技②)

:Acupuncture Эnd MOx bustion PracticЭ  Sk‖ s

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 i

実務経験 :

藤崎 舞椰

O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 2セメ

曜 日・時ヨース :   午前集中・美容スポーツ
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

・担当教員による説明と模擬実技の後に、それぞれが実技練習を行う。教員が見回つて指導していく。配布資料を基に講義していく。
・身体各部位に対して、安全に束1入できるように練習していく。
・他者の身体に対しての刺入深度や刺入角度を自在にコントロールできるようにする。目標を設定して練習していく。
・ペア同士で練習する。お互いに痛みのチェックをして、技術を研鑽していく。

※実務者経験 :2012年 ～2017年までixas会成灸マッサージ整骨院に勤務、2018年～2019年までゼロスポ鍼灸整骨院に勤務。

【到達目標】

はりに関する技術や知識を習得し、はり施術を安全におこなえる能力と医療従事者としての態度を身につける。
前腕部の経穴を取穴する事ができる。また安全に痛みなく刺鋭する事ができる。
腰部の触診(腰椎棘突起、肋骨端、腸骨稜、仙骨、ヤコビー線)ができる。腰部の経穴を取穴し安全に刺釘,すする事ができる。
胸部の触診(胸椎棘突起、肩甲骨)ができる。胸後部の経穴を取穴し安全に刺鍼する事ができる。
後頚部の触診 (タト後頭隆起、頚椎棘突起、乳様突起、胸鎖乳突筋)ができる。後頚部の経穴を取大し安全に刺鍼する事ができる。

骨筋を触診しライン取りする。胃経ラインをステンレス鍼でlcm刺 入し単刺を行う。

1回 目 リスク管理・消毒法・刺鍼までの流れを想起・再確認する。片手挿管と銀鍼を鋭枕へ cヽm刺入する。

2回 目

3回 目 ペアに対して胃経ラインをステンレス鍼でlcm刺 入し単刺を行う。

4回 目 ペアに対して胃経ラインをステンレス鍼でlcm刺 入し単刺を行う。

5回 目 ペアの皇需・委中・曲池・手三里を取穴し、ステンレス釘,夕でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

6回 目 ペアの曲池・手三里・外関・合谷を取穴し、ステンレス鍼でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

7回 目 ペアの外関・合谷・那F月・内閣を取穴し、ステンレス鍼でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

8回 目 施術の流れを理解し、実践することができる。ペアの委中・良待を腹臥位、上巨虚と地機を仰臥位にて刺鍼する。

9回 目 ペアヘの太渓と復溜を腹臥位、那門と内閣を仰臥位にて刺鋭する。

10回 目 ペアヘの曲池と手三里を腹臥位、三陰交と足三里を仰臥位にて刺鍼する。

11回 目 ペアの腸骨稜とヤコビー線、月

'F腹

筋を理解し、触診することができる。大腸魚と承山を取穴し刺鍼することができる。

12回 目 ペアの腸骨稜とヤコビー線、用)1腹筋を理解し、触診することができる。大腸庶と承山を取穴し刺鍼することができる。

13回 目 総復習・試験概要

14回 目 定期テスト

15回 目 定期テスト

準備学習
時間外学習

技術や知識を身につけるには授業時間だけでは足りません。必す、自身で練習していきましよう。

評価方法

冥技試験 (100%)

受講生への
メッセージ

忌者さんに痛みなく安全に施術する為には繰り返しの練習が必要です。繰り返しの練習は踊床家の手を作ります。一緒に手を作つていきましょう。

【便用教科書・教材・参考書】 はりきゆう
~夫
技教科書、配布資料



2023年度 授業概要
学 科 鍼灸科

科目名
(英 )

i     臨床医学総論

i Ctinical Medicine General Remarks

必 修

選択
必修

担当教員

実 務経験

永田 周平
年次 1

○

業
態
授

形
講義

総時間
(単位)

開講区分

曜日・時限

3セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

近年、健康意識の高まりから、予防医学や統合医療など東洋療法の幅が広がっている。また、現代医療においてはチーム医療の重要性が再認識されている。様々
な専門性をもつ医療職が、安全かつ効果的に治療を実施するためには、全ての医療人が適切な診察法を理解し、様々な疾病に精通しておくことが必須である。
患者を深く知り、理解し、適切な治療を行うためには、医療面接から始まり、入念な身体診察を行わなければならない。
これらの理由から、東洋療法においても西洋医学的な病態把握・診察法について理解し、修得することが重要である。

※実務者経験:実務経験 :2007年 より「あきほ整骨院」にて1域灸治療に従事し、現在は「こひろ鍼灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた鍼灸治療)

【到達目標】

各身体部位の正常な所見を理解したうえで、対する疾病状態の症状や身体所見から正しい診察法を実施することが可能になる事を到達目標とする。
疾病に対する適切な診察法を修得し、西洋医学的な病態把握ができるようになる。

<具体的な目標>
目標① 各身体部位の正常な所見を確認して自分で説明できる。
日標② 各身体部位の診察法を実施もしくは説明できる。
目標③ 診察法より得られた所見から考えられる疾患名を説明できる。

1回 目 (目標②③)局所の診察の頭部、顔面、眼について学び説明することができる。

2回 目 (目標②③)局所の診察の鼻、耳、口腔、頸部について学び説明することができる。

3回 目 (目標②③)局所の診察の頸部、胸部、乳房について学び説明することができる。

4回 目 (目標②③)局所の診察の肺・胸膜、腹部について学び説明することができる。

5回 目 (目標②③)局所の診察の腹部、背部について学び説明することができる。

6回 目 (目標②③)局所の診察の四肢について学び説明することができる。

7回 目 (目標②③)神経系の診察の感覚検査法について学び説明することができる。

8回 目 (目標②③)神経系の診察の反射検査について学び説明することができる。

9回 目 (目標②③)神経系の診察の反射検査について学び説明することができる。

10回 目 (目標②③)神経系の診察の脳神経系の検査について学び説明することができる。

11回 目 (目標②③)神経系の診察の脳神経系の検査、髄膜刺激症状について学び説明することができる。

12回 目 (目標②③)運動機能検査の運動麻痺について学び説明することができる。

13回 目 (目標②③)運動機能検査の筋肉の異常、不随意運動について学び説明することができる。

14回 目 (目標②⑤)運動機能検査の協調運動、起立と歩行ついて学び説明することができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

(日標ll))東 洋療法学校協会I角4剖宰」、1生理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目標②⑤)東洋療法学校協会「臨床医学総論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

定期試験にて、知識の到達評価を行います。(¬ OO%)

受講生への
メッセージ

診察法は臨床における病態把握に直結しています。また、医療従事者の共通認識・共通言語となる専門用語が多数出てきます。
大変ですが頑 3長つてください。自分の身体や身近な人の身体所見をよく観察してみましょう。
臨床医学総論で学ぶ内容は臨床医学各論へと続いています。
臨床医学総論でまずは身体所見と診察法、そこから考えられる疾患名をしつかり修得しましょう。

教科書 :河野 邦雄 伊藤 隆造 坂本 裕和 前島 徹 樋口 桂 著 「解剖学 第2版」 医歯薬出版株式会社
教科書 : 内田 さえ 原田 玲子 著 「生理学 第3版 J 医歯薬出版株式会社

【使用教科書・教材・参考書】



2022年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論①

Ctinical Medicine General Remarks

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

天本 保典

○

授業
形態

講義
30

1

総時間
(単位 )

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施
~す
るのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まってきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことつて必須
であり、鍼灸臨床家はさらに西洋・東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ。

実務者経験 :2003年より現在に至るまで訪問を中心とした鋭灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す
る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網羅することによつて、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

(具体的な目標)
(目標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。
(目標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目標①)感染症の学習について必要な病理学や公衆衛生学の基礎的知識学び説明することができる。

2回 目 (目標②)感染症・総論について学び説明することができる。

3回 目 (目標②)感染症・細菌感染症について学び説明することができる。

4回 日 (目標②)感染症・ウイルス感染症について学び説明することができる。

5回 目 (目標②)感染症・性感染症について学び説明することができる。

6回 目 (目標②)感染症の総復習

7回 目 (目標①)消化器疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

8回 目 (目標②)消化器疾患・口腔疾患について学び説明することができる。

9回 目 (目標②)消化器疾患・食道疾患について学び説明することができる。

10回 目 (目標②)消化器疾患・胃十二指腸疾患について学び説明することができる。

11回 目 (目標②)消化器疾患・腸疾患について学び説明することができる。

12回 目 (目標②)消化器疾患・腹膜疾患について学び説明することができる。

13回 目 (目標②)消化器疾患の総復習

14回 目 期末試験

15回 目 試験解説

準備学習
時間外学習

(口 保∪ )票洋療法字板協会 1角年剖字」I生 l里字」I妬士里字」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてくたざい。

(目標②)東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

前回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レポートの提出も加点の材料とする。
●小テスト(10°/o)

0課題レポート(司 0%)
●定期テスト(800/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床医学の用語は医療従事者間のコミュニケーションには欠かせない共通言語となりますし、患者へ病態の説明にも欠かせません。覚えることが多
く、大変とは思いますが頑張つてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論」



2023年度 授業概要
学 科 :航灸科

東洋医学概論④

Trad t onal Chinese Medic ne Cinica Theo叫

科目名
(英 )

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 永田 周平

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 :

曜日・時限 i

3セメ

午前集中・美容スポーツヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まってきている。中国古代医学が体系化された東洋医学の基本的な考え

方をもとに東洋医学としての診断治療システムを中心に学んでいく。四診法から弁証論治までの過程を理解し、実践することにより習得していく。

※実務者経験 :実務経験 :2007年 より「あきほ整骨院」にて鋤灸治療に従事し、現在は「こひろ鍼灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた鍼灸治療)

【到達目標】

今までに学んできた東洋医学の基礎知識をもとに四診法を学び、さらにそれを弁証論治へとつなげていく。実践型の講義を通じて、四診法の技術を磨き、より精度
の高い弁証力を習得する。講義終了時には、東洋医学臨床論や実技講義により身に付けた治療方法・治療技術とともに、最低限の東洋医学的な診断から実際の

治療へとつなげることができるようになる。

(具体的な目標〉
(目標① )東洋医学的診察方法(四診法)よって得られる所見をしつかりと理解し、病態について説明することができる。
(目標② )東洋医学的診察方法(四診法)によつて得られる情報を統合し、弁証に応用することができる(弁証論治)。

1回 目 (目標①)四診についての全体像を学び、弁証へとつなげるための流れを説明できる。

2回 目 (目標①)望診(五色診・舌診)の概略について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

3回 目 (目標②)望診(五色診・舌診)を実践し、得られた舌象より実際の弁証を立てることが出来る。

4回 目 (目標①)聞診の概略について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

(目標①)問診(寒熱・飲食)について学び、弁証へお舌かすための情報を得ることが出来る。5回 目

6回 目 (目 標①)問診(睡眠・二便)について学び、弁証へう舌かすための情報を得ることが出来る。

7回 目 (目 標①)問診(情志・汗)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

8回 目 (目 標①)問診(疼痛・女性)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

9回 目 (目 標①)切診(反応)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

10回 目 (目 標①)切診(腹診)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

11回 目 (目 標①)切診(脈状診)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

12回 目 (目 標①)切診(比較脈診)について学び、弁証へと活かすための情報を得ることが出来る。

(目 標②)切診(比較脈診)を実践し、得られた脈象より実際の弁証を立てることが出来る。13回 目

14回 目 (目 標(τ))四診を実践し、得られた脈象より実際の弁証を立てることが出来る。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

(日 標① )配布フリントや教科書を読んで、あらかじめの予習しておくことが望ましい。

評価方法

今までに習得した東洋医学概論の基礎知識が本講義には必要不可欠ですので、期末試験にて問うことがあります。

定期テスト(¬ OO°/o)

受講生への
メッセージ

今までに学んだ東洋医学概論の知識を使つて、いよいよ臨床で活かせる診察法の授業に入ります。五感を研ぎ澄まして、身体が発するメッセージを理

解できるようになれるよう頑張りましょっ。

【使用教科書・教材・参考書】東洋医学概論教科書 (新版 東洋医学概論)、 配布学習プリント



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

総合領域②

Synthesis Realms

科目名
(英 )

窪紫 : 必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 :

平山 紘成

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療の基礎である解剖学のうち、運動器である骨、筋、聞飾、またそれに付随する局所解剖について学習を行う。骨模型や筋模型などを用いた講義にて授業を進
めていく。授業においては骨学を復習を行う。そして、筋名、起始停止、支配神経、各筋の作用を学びつつ、関節の構造、関節分類、関節運動など運動学的要素も
学習を進める。この授業終了後には医療系においての基礎となる骨筋の専門用語を使つて身体各所の説明ができたり、身体運動についての表現することができる
ようになる。

実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

⑦医学用語を使用し、体表部位名・全身の骨格の構成について説明できる。
②主要な筋肉を触診を行うことができる。
③国家試験過去問題を理解することができる。

1回 目 筋の総論 筋の種類、骨格筋の概要を説明できる。

2回 目 体幹の筋 (浅胸筋)について説明できる。

3回 目 体幹の筋(深胸筋、横隔膜)について説明できる。

4回 目 体幹の筋 (腹筋)について説明できる。

5回 目 腹部の局所解剖(汽径管と通過するもの)について説明できる。

6回 目 上肢帯の筋について説明できる。

7回 目 ローテーターカフについて説明できる。

8回 目 上腕屈筋について説明できる。

9回 目 上腕伸筋について説明できる。

10回 目 前腕屈筋(撓側手根屈筋、尺側手根屈筋、長掌筋、円回内筋、方形回内筋)について説明できる。

11回 目 前腕屈筋(深指屈筋、浅指屈筋、長母指屈筋)について説明できる。

12回 目 前腕伸筋(腕桟骨筋、回外筋、長・短撓側手根伸筋、尺側手根伸筋、)について説明できる。

13回 目 前腕の筋(長・短母指伸筋、示指伸筋、小指伸筋)について説明できる。

14回 目 前腕の局所解剖(手根管、ギヨン管)について説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

毎 回 の 技 栗 の 3こ しの に 1よ 同lL口」7智 した ことの れ雀認 ァ ス トを行 つて T寺 に 重 妥 アょ
‐
手 狽 の れ在認 を行 つKい きま 丁 。しつフ〕`り政 栗 俊 (ナ,1夏宙 を お 願 い しよ 丁 。

評価方法

●期末試験 (1000/o)

受講生への
メッセージ

はり・きゅうを行うためには非常に重要な教科になります。覚えるべき用語が非常に多いので授業終了後は必ず復習を行つて下さい。触診のクルーフ
ワークを行う際は積極的な参加をお願いします。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

経絡経穴概論④

OuJ ne of the Mettd an and Acupuncture Points

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 福島 美沙紀

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

]―ス 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

経絡経穴概論は鍼灸師として働いていくために必要不可欠な教科と言える。
この経絡経穴概論④の授業では、経絡経穴概論①から③までの知識をもとに、手にある経穴の取穴が出来るようになる。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )'「 gOodf晟灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく鍼灸治療を行つていた。

【到達目標】

十二経絡の概要、流注、接続部、経穴の概要を学び、すべての五要穴・五庶穴を暗記を行う。また足の少陰腎経から足の

「

文陰肝経までの経穴を記することが出
来、全経絡を10分で暗唱することが出来るようになる。
〈具体的な目標〉

目標①足の少陰腎経から手の少陰三焦経まで記することが出来る。
日標②要穴表金てを暗記出来る。
目標③奇経八脈の概要を説明することが出来る。

足の少陽胆経を記することが出来る

現代的研究について暗記することが出来る

1回 目 足の少陽胆経の概要を説明することが出来る

2回 目

3回 目 足の少陽胆経を記することが出来る

4回 目 足の少陽胆経の要穴を取穴することが出来る

5回 目 足の少陽胆経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

6回 目 足のF火陰肝経の概要を説明することが出来る

7回 目 足の豚陰肝経を記することが出来る

8回 目 足の

「

文陰肝経の要穴を取穴することが出来、暗唱しながら場所を示すことが出来る

9回 目 中間試験、奇経八脈の概要を説明することが出来る

10回 目 奇経八脈の概要を説明することが出来る

11回 目 奇穴を記することが出来る

12回 目 奇穴を記することが出来る

13回 目 奇穴を記することが出来る

14回 目

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

口保 ∪ 司T提 :こ (l'技 栗 を 支 け る に は 、キ に あ /o橙 イ合・橙 ス を 堂 KH首 口こして い る ことズ)｀ Rl提で す 。ま た 、,異 子 で 言じ丁 ることズ)｀ 日 米 るよつ日
‐
雪 を行 つことズ)｀′Zヽ

要です。
日標②要穴表全てを復習する事が必要です。
日標③手にある経穴を全て取穴するために、予習復習が必要です。

評価方法

期末テストの前までに7分以内で全経絡から4経脈の暗唱を行つてもらう。また期末テストにて知言哉の到達評価を行う。
●中間試験 (300/ノ。)
0期末試験(70り
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :経絡経穴概論は
'す

oキぇ灸師しか勉強する事が出来ない科目です.このような疾患にはこの経穴を使うとよいなどの知識を得ることもできます。将来思
者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に斎けるべき知識のひとつです。
授業計画 内容がとても多く総復習のような試験になりますので試験対策あ早めに取り掛かつてください。

【使用教科書・教材・参考書】

科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 :日 本理療科教員連盟 公益社団法人 東洋廉法学校協会編 医道の日本社出版
参考書
―
経穴インバクト原田晃著 医道の日本社出版
針灸学 (経穴篇)日 中共同編集 東洋学術出版社



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (泌尿生殖器 )

AnatomicaI Physiology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 姪原 裕子

実務経験 〇

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】

本請義では、尿を生成し体外に排出する泌尿器系、子どもつくり種族を維持する役割を担っている生殖器系について学習していく。
まずは医学的な専門用語の把握から始まり、その生理機能については教科書に沿つた資料を基に模式図や説明文の両方から頭の中で総合的にイメージすることに
よって内容理解に努めます。
知識の定着を図るためのアウトプット作業として、国家試験の過去問題にも挑戦してもらう。

※実務経験 :訪問治療を中心に行つており、2022年 8月「姪原鍼灸院」を開業

【到達目標】

泌尿・生殖器の範囲について国家試験に対応できる知識を身につける。
臨床現場で知識を活用し、治療ができるようになる。

<具体的な目標>
泌尿生殖器系についての主な解割学的名称を説明できる。
泌尿生殖器系のそれそれの働きを説明できる。

1回 目 授業の進め方について

2回 目 泌尿器 :腎臓の解剖学的名称を述べることができる。

3回 目 泌尿器 :腎臓の生理学的知識を学び、説明することができる。

4回 目 泌尿器 :尿路の解剖学的名称を述べることができる

5回 目 泌尿器 :尿生成の生理学的知識を学び、説明することができる。

6回 目 泌尿器 :体液調節・蓄尿と排尿の生理学的知識を学び、説明することができる。

7回 目 生殖器 :男性生殖器の解剖学的名称を述べることができる。

8回 目 生殖器 :男性生殖器の生理学的知識を学び、説明することができる。

9回 目 生殖器 :女性生殖器の解剖学的名称を述べることができる。

10回 目 生殖器 :女性生殖器の生理学的知識を学び、説明することができる。

11回 目 受精・発生の解剖学的名称を述べることができる。

12回 目 妊娠・出産の解剖学的名称を述べることができる。

13回 目 生長・老化の生理学的知識を学び、説明することができる。

14回 目 まとめ

15回 目 学期末テスト

準備学習
時間外学習

知 識 の 疋 君 に Iよ繰 り返 しの
~子
曽 が 必 要 です 。

習つた範囲については、常に復習することを心がけ知識を短期記憶から長期記憶にできるようにしていきましょう。

評価方法

写 ヌ胡禾テス Hこて矢r識のとり遥評十面を行う。
●定期試験 (1000/6)

の害J合 で成績評価を行う。

曼請生への
メッセージ

解剖生理字 の知三賊は他 の教 科 、特 に臨床 医学 各論・病理学・頁洋 医字 踊 床論 などを勉 強する上では必要 不可欠なものになります。

西洋医学の専門知識をしつかり身につけて、応用できるように一緒に頑張っていきましょう。
そして、国家試験合格に向けても、一緒に学んでいきましょう。

教科書『解剖学』(社団法人東洋療法学校協会編 医歯英出版株式会社)
『生理学』(社団法人東洋療法学校協会編 医歯薬出版株式会社)

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (内分泌系 )

Anatomica Physio ogy

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

姪原 裕子

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

コース 午前・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
″

'政

灸では、人体に直接触れ、施術を行うため、無知な状態で施術を行えば人体を傷つける可能性もある。そのため施術する身体の部位やその奥にある臓器がどの
ような構造で、どのように働いているのかという知識が必要となる。 また、臨床医学各論や他科目で疾患について理解する際にも、身体の構造や働きの知識が必要
で、その第一歩が解剖学生理学である。全ての医療知識に繋がる基礎理論として理解必要がある。解割生理学では人体の基本的な構造や働きについて理解してい
く。本講義では、解割生理学の中でも2分野に絞って進めていくのだが、臨床医学各論に直結する重要な基礎理論でもある。
・内分泌系の構造と働き
・血液の組成と働き

″

【到達目標】

内分泌総論 (ホルモンの種類、機含ヒ)
内分泌器 (臓器構造、分泌ホルモン)についての知識を修得する。
血液の組成と働きの基礎知識を修得する。
<具体
目標①
目標②
目標③

的な目標>
ホルモンの種類と働きについて説明できる。
各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。
血液の成分・働きについて説明できる。

1回 目 内分泌とは何か(ホルモンの特徴・種類):(目標①)ホルモンの種類と働きについて説明できる。

2回 目 下垂体前葉と視床下部のホルモン :(目標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

3回 目 下垂体後葉と松果体のホルモン 〔 (目標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる

4回 目 甲状腺と副甲状腺(上皮小体)のホルモン :(目 標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

5回 目 副腎皮質のホルモン :(目標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

6回 目 副腎髄質のホルモン :(目標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

7回 目 膵臓と性腺(男性)のホルモン :(目 標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

8回 目 性腺(女性)のホルモン :(目標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

9回 目 性腺(女性)とその他のホルモン :(目 標②)各臓器の構造とそこから分泌されるホルモンの名称・働きについて説明できる。

10回 目 血液の組成と働き(血球):(目標③)血液の成分・働きについて説明できる。

11回 目 血液の組成と働き(血球と血漿):(目標③)血液の成分・働きについて説明できる。

12回 目 止血(血液凝固):(目 標③)血液の成分・働きについて説明できる。

13回 目 止血(線維素溶解・血液型)|(目標③)血液の成分・働きについて説明できる。

14回 目 期末試験

期末試験の解答と解説

準備学習
時間外学習

習つた範囲については、常に復習することを心がけ知識を短期記憶から長期記憶にできるようにしていきましょう。
知 。載(ア,疋君 に ほ探 ワ退 しの 軍 哲 が 必 要 です 。

評価方法

字期禾テスHこて知識の到選評価を行う。
●定期試験 (1000/。 )
の割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床で必要な基礎の勉強になります。慣れない言葉が多いですが、頑B長つていきましょう。

【使用教科書 教材・参考書】

教科書 : 河野 邦雄 伊藤 隆造 坂本裕和 前島 徹 樋口桂 著 「解割学 第2版」 医歯案出版株式会社
教科書 : 内田さえ 原田玲子 著 「生理学 第3版」 医歯薬出版株式会社



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技(はり③)

Acupunture and Moxibustion Practical Sk‖ s

必修

選択
必修 年次

1量豪籍贔|………拶絶舞即…………1

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

３０

　

‐

開講区分

曜日・時限

3セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

担当教員による説明と模擬実技の後に、それぞれが実技練習を行う。教員が見回つて指導していく。配布資料を基に講義していく。
身体各部位に対して、安全に刺入できるように練習していく。
他者の身体に対しての刺入深度や刺入角度を自在にコントロールできるようにする。目標を設定して練習していく。
ペア同士で練習する。お互いに痛みのチェックをして、技術を研鑽していく。

※実務者経験 :2012年 ～2017年までixas鍼灸マッサージ整骨院に勤務、2018年～2019年までゼロスポ鋭灸整骨院に勤務。

【到達目標】

はりに関する技術や知識を習得し、はり施術を安全におこなえる能力と医療従事者としての態度を身につける。
腹部の触診をする事ができる。また安全に痛みなく刺鍼する事ができる。
頭部の刺鍼 (百会、四神総)ができる。頭部の筋の走行を理解する。
顔面部の刺鍼 (憤竹、陽白、四白、頬車、太陽、印堂、地倉、糸竹空、迎香)ができる。顔面の経穴を取穴し安全に刺鍼する事ができる。

1回 目 リスク管理・消毒法・刺鍼までの流れを想起・再確認する。自分に対して銀鍼での刺入

2回 目 鍼枕への直刺・余半刺・横刺の練習、ペアに対しての直刺・斜刺・横刺ができるようになる。

3回 目 ペアの腰部に対して斜刺、承山への横刺をすることができる。

4回 目 ペアの腰部に対して斜刺、承山への横刺をすることができる。

5回 目 肩甲骨の触診と骨に沿つてライン取り、ペアの天宗・乗風・曲垣に対し刺鍼することができる。

6回 目 ペアの肩井(つまみ押手)・天宗・Л市庶・心魚に対し刺鍼することができる。

7回 目 ペアの肩井・天宗・大本予・月市庶・心庶・1高魚・用干庶・月卑庶に対し刺鋭することができる

8回 目 頭部への刺鍼リスクを理解できる。ペアヘの百会・四神聡・角孫・天柱・風池・完骨

9回 目 前回に続き、ペアヘの百会・四神聡・角孫・天柱・風池・完骨

10回 目 腹部に刺鍼するリスクを理解できる。ペアヘの天枢・中院・気海魚、関元庶に知熱灸

11回 目 顔画部への刺鍼リスクを理解できる。ペアヘのlナ賛竹・太陽・頬車・地倉・迎香・下関・神庭

12回 目 試験概要説明と練習

13回 目 前回に続き定期テスト練習

14回 目 定期テスト

15回 国 定期テスト

準備学習
時間外学習

板 ITrや 矢回識を身につけるには技柔
‐
時間だけでは足りません。必す、目身で練習していきましょう。

評価方法

実技試験 (1000/o)

受講生への
メッセージ

2年次へ向けてより安全により速く触診、取穴と剌鋭できるよう一緒に頑張りましょう。

【l史用ナ子笑科著 叡 F牙・参考吾」

はりきゅう実技教科書、酉コじ布資料



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

必修

選択
必修 年次

永田 周平

O

担当教員

実務経験
科目名
(英 )

東洋医学概論②

Traditional Chinese Medicine lntroduction

ヨース 午前集中・美容スポーツ
講義

授

形

業

態
総時間
(単位 )

３０

　

‐

開講区分

曜日・時限

1セメ

五臓六R府それぞれの生理作用、生理特性、関連領域について講義を進めていく。それらをお、まえて病証(=病気の種類)を学んでいく。
ポイントを押さえやすい学習プリントを配布し、学習プリントと教科書を中心に講義を進めていく。単元ごとに確認のための小テストを実施する。必要に応じてグル

験 :実務経験 :2007年 より「あきほ整骨院」こて鍼灸治療に従事し、現在は「こひろ鋭灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた全「,免灸治療)

貝 するのか、具体的に記載する)のよう 業を【授業の学習内容】 (※実 、知見をの る

ワークやディスカッションを行う

【到達目標】

自分を含めた身の回りの人達の状態を、東洋医学的観点から見る事ができる。
五臓六腑に関連する専門用語を自分のものにする。また患者の症状や状態から、病のある五臓六腑を特定できる。それぞれの病証を鑑別する事ができる。

1回 目
|

||二||||||li■ :授業1壁中黍■■=三
■
====■
■■■■|

五臓六月府、奇恒の腑の概要を説明できる。肝の生理作用、生理特性、関連領域について説明できる。

2回 目 肝の病証について説明できる。また患者の症状から肝の病証を鑑別できる。

3回 目 前回の内容までの小テスト。心の生理作用、生理特性、関連領域について説明できる。

4回 目 心の病証について説明できる。また患者の症状から心の病証を鑑別できる。

5回 目 前回の内容までの小テスト。R卑の生理作用、生理特性、関連領域について説明できる。

6回 目 牌の病証について説明できる。また患者の症状から心の病証を鑑別できる。

7回 目 前回の内容までの小テスト。肺の生理作用、生理特性、関連領域について説明できる。

8回 目 肺の病証について説明できる。また患者の症状から肺の病証を鑑別できる。

9回 目 前回の内容までの小テスト。腎の生理作用、生理特性、関連領域について説明できる。

10回 目 腎の病証について説明できる。また患者の症状から腎の病証を鑑別できる。

11回 目 前回の内容までの小テスト。胆、小腸、胃の生理作用と病証について説明できる。

12回 目 大腸、膀肌、三焦の生理作用と病証について説明できる。

13回 目 前回の内容までの小テスト。奇恒の肺、五臓六腑の官職について説明できる。

14回 目 復習

15回 目 定期テスト

準備学習
時間外学習

ブE唾 ス つ

自分や家族の健康状態に対して、講義で学んだ東洋医学的な見方をしていきましょう。そういつた訓練をしてい〈とグングンと実力がつきます。

評価方法

筆記による定期テスト(100°/o)

受講生への
メッセージ

東洋医学は、思者さんに対して現代医字とは違つた見方ができる字間です。そんな東洋医字を字べるのは伽灸字校たけです。一イ者に楽しんで字んで
いきましょう。よろしくお願いします。

【使用教科書・教材・参考書】東洋医学概論教科書 (新版 東洋医学概論)、 配布学習プリント



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

東洋医学概論①

Traditionai Chinese Medicine lntroduction

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 :

永田 周平

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30 開講区分

曜日・時限

刊セメ

ヨース :   午前集中・美容スポーツ
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

鍼灸整骨院にて鍼灸治療に従事した教員が、東洋医学の独特の理論とモノの見方を理解するために、東洋医学の沿革や東洋思想について講義する。また、気・血

津液・精・陰・陽といつた人体を構成する基本要素についてと、それらの状態に応じた病証(=病気の種類)について教授する。ポイントを押さえやすい学習プリントを
配布し、学習プリントと教科書を中心に講義を進めていく。単元ごとに確認のための確認テストを実施する。必要に応じてグループワークやディスカッションを行う。

※実務者経験 :実務経験 :2007年 より「あきほ整骨院」にて1「)灸治療に従事し、現在は「こひろ鍼灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた鍼灸治療)

【到達目標】
・東洋医学の用語に慣れ親しみ、人間の整体観をイメージできるようになる。
・東洋医学の基本概念(陰陽五行・気血津液精陰陽)について説明できるようになる。また気血津液精陰陽の病証について説明ができ、かつ症状から病証を判断す
る事ができる。

1回 目 東洋医学の沿革 (起源、黄帝内経の医学、現代中医学、日本における日中交流史、現代日本の東洋医学)について説明する事ができる。

2回 目 東洋医学的な人体の見方として、陰陽学説・五行学説について説明できる。

3回 目 前回までの内容の小テスト実施。東洋医学的な生理物質である精について説明できる。また精の病証を症状から鑑別する事ができる。

4回 目 東洋医学的な生理物質である気について説明できる。

5回 目 気の病証について説明できる。また気の病証を症状から鑑別する事ができる。

6回 目 前回までの内容の小テスト実施。東洋医学的な生理物質である血について説明できる。

7回 目 血の病証を症状から鑑別する事ができる。

8回 目 東洋医学的な生理物質である津液について説明できる。

9回 目 津液の病証を症状から鑑別する事ができる。

10回 目 前回までの内容の小テストを実施。気・血・津液・精の相互関係について説明できる。

11回 目 人体における陰陽を説明する事ができる。

12回 目 陰陽の病証について説明できる。また陰陽の病証を症状から鑑別できる。

13回 日 前回までの内容の小テストを実施。病証のまとめ復習。

14回 目 総復習、病証の練習問題

15回 目 定期テスト

準備学習
時間外学習

・早,こことに行う小テストの内容をしつかり復智していきましよう。足剛試験の対策にもなります。
・自分や家族の健康状態に対して、講義で学んだ東洋医学的な見方をしていきましょう。そういつた訓練をしていくとゲングンと実力がつきます。

評価方法

筆記による定期テスト(1000/o)

受講生への
メッセージ

東洋医学は、患者さんに対して現代医学とは違つた見方ができる学問です。そんな東洋医学を学べるのは飯灸学校だけです。一緒に楽しんで学んでい
きましょう。よろしくお願いしますの

【使用教科書・教材・参考書】東洋医学概論教科書 (新版 東洋医学概論 )、 配布学習プリント



2023年度 授業概要
学 科  :鍼 灸科

科目名
(英 )

コミュニケーション

communication

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 吉田 昌宏

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

刊セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】

通信教育
医療従事者として必要なコミュニケーションについて学び、患者と信頼関係が構築できるようになる。

【到達目標】

「こころ」を科学的に解明することで、他者や自分の思いやり気持ちを論理的、客観的に理解することができる。
この理解により、仕事や生活の場でのより良いコミュニケーションスキルの修得を目指す。

1回 目

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

課題 の提 出、期 末テスト(100点 溺 点 )

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

心理学のすべてがわかる本



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

総合領域①

Synthesis Realms

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 :

天本 保典

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

月曜¬・3限ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

資格取得に向けて、各科目の学習によつて得られた知識をさらに総合し、応用力を養う授業とする。
資格取得者として活動する際にモラルやマナーを備えたホスピタリティを発揮するための基本的要素もあわせて教示する。

実務者経験12003年 より現在に至るまで訪間を中心とした鍼灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

自己を見つめ直し、生活を改善することにより、学習する環境を整えるとともに社会との関わり方を学んでいく。グループ学習などを通じて資格取得者として活動す
る際にモラルやマナーについて知見を深める。最終到達目標として『コミュニケーション・スキル・アップ検定』の取得を目指す。

〈具体的な目標〉
目標①自己を見つめ直し、生活環境を整える。
日標②社会人としてのモラルやマナーを身に付ける
目標③コミュニケーション・スキル・アップ検定を取得する。

1回 目 目標①オリエンテーション(自 己紹介)

2回 目 目標①生活習慣の見直し(安全講習会)

3回 目 目標①個人目標の作成

4回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

5回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

6回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

7回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

8回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

9回 目 目標②社会人としてのモラル・マナー

10回 目 目標③患者目線の臨床現場(コミュニケーション)

11回 目 目標③患者目線の臨床現場(コミュニケーション)

12回 目 目標③患者目線の臨床現場(ホスピタリティ)

13回 目 目標③患者目線の臨床現場(ホスピタリティ)

14回 目 期末テスト

15回 目 テスト角4説・見直し

準備学習
時間外学習

特に必要なし

評価方法

レポート提出 (50点 )・筆記試験(50点 )

受講生への
メッセージ

他の授業と違い、週によって科目が変わるので戸惑うかもしれませんが、気楽に受けてください。一緒に頑張つていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

コミュニケーションスキルアップ検定 (滋慶教育科学研究所監修 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

経絡経穴概論①

Oud ne of the Mettdiο n and Acupuncture Po nts

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :     福島 美沙紀
実務経験 :       ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整骨院にて東洋医学に基づく航灸治療に従事した教員が、鍼灸師として働いていくために必要不可欠な経絡経穴概論について、督脈から手の陽明大腸経までの

経穴を記することが出来、また全経絡の暗唱をすることが出来るよう教授する。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )。「gOod鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく鍼灸治療を行つていた。

【到達目標】

十二経絡の概要、流注、接続部、経穴の概要を学ぶ。また督脈から手の陽明大腸経までの経穴を記することが出来るようになる。
(具体的な目標〉
目標①督脈から手の陽明大腸経まで記することが出来る。
目標②督脈から大腸経までの要穴表全てを暗記出来る。
目標③全経絡の暗唱を10分で行うことが出来る。
目標④正経十二経脈の流注接続部を記することが出来る。

1回 目 経絡・経穴とは何か説明できる

2回 目 経穴の概要、十二経絡の種類について説明ができる

3回 目 十二経脈の接続部について説明ができる

4回 目 様々な種類の経穴・体表指標について説明ができる

5回 目 経絡経穴の総論部分について確認テストを行う

6回 目 督脈の概要について説明することが出来る

7回 目 督脈にある経穴を記することが出来る

8回 目 督脈を暗唱しながら場所を示すことが出来る

9回 目 任脈にある経穴を記することが出来る

10回 目 任脈を暗唱しながら場所を示すことが出来る

11回 目 手の太陰肺経の概要を理解することが出来る

12回 目 手の陽明肺経を記することが出来る

13回 目 手の太陰肺経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

14回 目 督脈から手の太陰肺経までの経穴を全て記することが出来る

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

日襟⑭前提 :この技某を受けるには、渓宇の読み書きが不可欠です。さらに解剖宰(骨・筋肉)について予習が必要です。
目標②全経絡の暗唱の為、自習が必要です。

言平価方法

また、期末テストの前までに15分以内で全経絡の暗唱を行つてもらう。また期末テスHこて知識の到達評価を行う。
●全経脈の経絡の暗唱(15分以内)(400/O)
●期末テスト(60%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 1経イ各経穴概論は鋭灸師しか勉強する事が出来ない科目です。このような戸矢思にはこの経穴を便うとよいなどの知言餓を得ることもできます。将来思
者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に着けるべき知識のひとつです。
授業計画 :暗唱が大変だと思いますので、早めから対策を行つて下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 1日 本理療科教員連盟 公益社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
参考書 :経穴インパクト原田晃著 医道の日本社出版
針灸学 (経穴篇)日 中共同編集 東洋学術出版社



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科日名
(英 )

解割生理学 (呼吸器 )

AnatomicaI Physiology

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 波多野 朝香

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
鍼灸師に必要な基礎的な解剖生理学(呼吸器)の分野になる。プリントを配布し、教科書に沿つて進めていく。絵や図で分かりにくい所は模型を使つて説明を行う。毎
回、授業の始めに、復習も兼ねて小テストを実施する。解剖学・生理学の終わり1こ国家試験の過去問を解いてもらう。呼吸器では、鼻腔から肺までの通路、仕組み
を勉強していき、呼吸はどうやって行われていくのか、肺はどのような働きをしてくれるかなどの生理機能も含めると、範囲は狭いが大事な所になるので、1回 1回の
講義をしつかり理解してもらう必要がある。
※実務者経験 :2010年～2012年国立障害リハビリテーションセンターにて臨床経験あり

【到達目標】

呼吸器とは何か、理解・説明できるよう1こなる

(具体的な目標〉
O気道を鼻から肺まで全て言えるようになる
②肺の機能について理解する
③普段行つている呼吸のシステムを理解する

1回目 (講義)解剖学 鼻腔・副鼻腔

2回 目 (講義)角写剖学 咽頭・喉頭

3回 目 (講義)解剖学 気管と気管支

4回 目 (講義)解剖学 肺

5回 目 (講義)解剖学の復習 練習問題(4択 )

6回 目 (講義)生理学 外呼吸と内呼吸

7回 目 (講義)生理学 呼吸器の構造と機能

8回 目 (講義)生理学 肺機能

9回 目 (講義)生理学 ガス交換とガスの運搬①

10回 目 (講義)生理学 呼吸運動とその調節

11回 目 (講義)生理学 呼吸の反射性調節、呼吸の異常

12回 目 (講義)生理学の復習 練習問題(4択 )

13回 目 (講義)呼吸器総復習

14回 目 テスト

15回 目 角軍ヨ陀

準備学習
時間外学習

特 に 必 要 あ りま せ ん

評価方法

幸言己テスト 100点

受講生への
メッセージ

臨床で必要な基礎の勉強になります。慣れない言葉が多いですが、頑張つていきましょう

解剖学 (医歯薬出版 )
生理学 (医歯薬出版 )
プリント配布

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学(骨筋②)

AnatomicaI Physiolory

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 i

平山 紘成

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

2セメ開講区分
i

曜日・時限 :
ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

医療の基礎である解剖学のうち、運動器である骨、筋、関節、またそれに付随する局所解剖について学習していく。骨模型や人体模型を用いた講義にて授業を進
めていく。まず骨格、骨名、骨の部位名から始まり、関節の構造、関節分類、関節運動について学び、最後に骨格筋について筋名、起始停止、支配神経、各筋の作
用について学習していく。人体の各部位ごとに局所解剖や体表解剖についても講義を行つていく。この授業終了後には医療系においての基礎となる骨筋の専門用
語を使つて身体各所の説明ができたり、身体運動についての表現することができるようになる。

※実務者経験 :2018年から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代会威メ灸医学に基づく鋭灸治療)

【到達目標】

医学用語を使用し、体表部位名・全身の骨格の構成について説明できる。触診・刺金十の際の基準となる身体のランドマークを正確に取ることができる。体表や体内
に刺鍼する場合の骨格筋の位置を正確に把握することができる。国家試験に対応できる全身の骨格、筋の知識を獲得する。

1回 目 下肢の骨格の概要、下肢帯の骨について説明できる。

2回 目 骨盤について説明できる。

股関節について説明できる。3回 目

4回 目 大腿骨について説明できる。

5回 目 膝関節について説明できる。

6回 目 艇骨、門F骨について説明できる。

7回 目 足関節について説明できる。

8回 目 足根骨について説明できる。

9回 目 足部の関節について説明できる。

10回 目 頭蓋骨の概要について説明できる。

11回 目 脳頭蓋を構成する骨(前頭骨・後頭骨・側頭骨・頭頂骨)、 泉門、縫合について説明できる。

12回 目 脳頭蓋を構成する(飾骨・蝶形骨)について説明できる。

13回 目 顔面頭蓋を構成する骨について説明できる。

14回 目 内頭蓋底にみられる孔と通過するものついて説明できる。

15回 目 期末テスト

緒に覚えて確認していく時間にもなります。授業時間外で行いますので時間の確保をお願いします。
毎回の授業のはじめには前回学習したことの確認テストを行つて特に重要な事項の確認を行つていきます。準備学習

時間外学習

評価方法

●口頭試問(20%)
●定期テスト(80%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

医療の礎となる科目になります。覚えなければならないことは非常に多いと思います。講義を聴いて理解する、模型を使つて確認する、学習したことを
整理するなどを習慣的にやれるようになると学習内容が知識として定斎していきます。一緒にがんばっていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

解割学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学(骨筋①)

AnatomicaI Physiolory

必修

選 択
必修 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

平山 紘成

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療の基礎である解剖学のうち、運動器である骨、筋、関節、またそれに付随する局所解剖について学習していく。骨模型や人体模型を用いた講義にて授業を進
めていく。まず骨格、骨名、骨の部位名から始まり、関節の構造、関節分類、関節運動について学び、最後に骨格筋について筋名、起始停止、支配神経、各筋の作
用について学習していく。人体の各部位ごとに局所解剖や体表解剖についても講義を行つていく。この授業終了後には医療系においての基礎となる骨筋の専門用

語を使つて身体各所の説明ができたり、身体運動についての表現することができるようになる。

※実務者経験 12018年から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく,減灸治療)

【到達目標】

医学用語を使用し、体表部位名・全身の骨格の構成について説明できる。触診・刺針の際の基準となる身体のランドマークを正確に取ることができる。体表や体内
に刺旬すχする場合の骨格筋の位置を正確に把握することができる。国家試験に対応できる全身の骨格、筋の知識を獲得する。

1回 目 ガイダンス 骨の総論について学習し、骨の役割について説明できる。

2回 目 関節の分類と関節運動について説明できる。

3回 目 脊柱の概要について説明できる。

4回 目 脊柱の分類、頚椎、胸椎について説明できる。

5回 目 腰椎、仙椎について説明できる。

6回 目 胸郭の概要について説明できる。

7回 目 胸骨、鎖骨について説明できる。

8回 目 上肢の骨格の概要について説明できる。

9回 目 上R支帯の骨(鎖骨、肩甲骨)について説明できる。

10回 目 上腕の骨、肩関節について説明できる。

11回 目 前腕の骨(撓骨、尺骨)について説明できる。

12回 目 月寸関節について説明できる。

13回 目 手根骨、指骨について説明できる。

14回 目 手関節について説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

詳1画対象である口頭試間は模型を用いて部位名などを確認していきます。圧字だけでは理解しにくい部分も理解しや丁くなりま丁。また7智 囚谷を一
緒に覚えて確認していく時間にもなります。授業時間外で行いますので時間の確保をお願いします。

毎回の授業のはじめには前回学習したことの確認テストを行つて特に重要な事項の確認を行つていきます。

評価方法

●口頭言式問(20%)
0定期テスト(800/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

医療の礎となる科目になります。覚えなければならないことは非常に多いと思います。講義を聴いて理解する、模型を使つて確認する、学習したことを
整理するなどを習慣的にやれるようになると学習内容が知識として定着していきます。一緒にがんばつていきましょっ。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (消化器 )

AnatomicaI Physiotogy

午前集中・美容スポーツヨース

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

藤崎 舞椰

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消化器系は消化管と消化腺よりなり、食物中の栄養素を吸収可能な形に分解し、体内に取り込む働きを担う。消化器系の各器官における消化の特徴や吸収の仕
組みについて学ぶ。基礎理論として、部位名や生理機能に関する用語を学んで理解し、臨床医学各論における内科疾患へと繋げていく。

※実務者経験 :2012年～2017年までixas鍼灸マッサージ整骨院に勤務、2018年 ～2019年までゼロスポ競灸整骨院に勤務。

【到達目標】

消化器系の構造を理解した上で、消化作用と吸収作用についての知識を深める。外分泌と内分泌の違い、機械的消化作用と化学的消化作用の違い、消化酵素の

基質特異性や最適温度・最適pHなど消化器系の生理機能について説明できるようになる。

く具体的な目標〉
(目 標①)消化器系の構造について説明することができる。
(目 標②)消化作用について説明することができる。
(目 標③)吸収作用について説明することができる。

1回 目 (目 標①)消化管の基本構造・口腔の構造について学び理解することができる。

2回 目 (目 標①)咽頭・食道の構造について学び理解することができる。

3回 目 (目標①)胃の構造について学び理解することができる。

4回 目 (目標①)小腸の構造について学び理解することができる。

5回 目 (目標①)大腸の構造について学び理解することができる。

6回 目 (目標①)月干臓・胆嚢の構造について学び理解することができる。

7回 目 (目標①)膵臓・腹膜の構造について学び理解することができる。

8回 目 (目標②)消化と吸収について学び理解することができる。

9回 目 (目標②)消化管の運動について学び理解することができる。

10回 目 (目標②)消化管の運動について学び理解することができる。

11回 目 (目標②)消化液の働きやその調節について学び理解することができる。

12回 目 (目標②)消化液の働きやその調節について学び理解することができる。

13回 目 (目標③)吸収・肝臓・摂食の調節について学び理解することができる。

14回 目 期末試験

15回 目 試験解説

」

(目標②)東洋療法学校協会「生理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
準備学習
時間外学習

評価方法

前回講義の内容を確認するために提出物を
~夫
施します。

●提出物 (200/o)
●定期テスト(800/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

人体と症状を知るには、解剖・生理の知識が必要不可欠となります。覚えることは多いですが、一緒に瀬張りましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「解剖学」「生理学」



2023年度 授業概要
学 科 紡⌒科

科目名
(英 )

解剖生理学 (総論・循環 )

AnatomicaI Physiology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

天本 保典

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜 日・時

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

鍼灸治療は全身に散在している経穴に刺鍼または施灸していく。取穴の際のランドマークとなるのが解剖学的知識であり、治効理論として必要なのが生理学的知

識である。また、刺鍼や施灸の際に危険を伴う部位もあり、リスクマネージメントの観点からも必要最小限で知っておかなければならない知識といえる。今後、勉強し

ていかなければならない「臨床医学総論」・「臨床医学各論」といつた臨床系科目の基礎理論となる部分でもあり、資格取得までを体系的に考えた際には最も重要な

教科ともいえる。本教科では人体の基本的な構造や働きについて理解していくことを目的とする。
・総論 (主に細胞・組織の構造や働き)
・循環器系の構造と働き
車蒸者絡蛤 :クoo3焦 kり I耳布に不る支でぃ,〒閣歩中!ド、に1´Ⅲ↑庁r仝廓床経験弁持っているハ(西洋医学に基づく全成文灸治療 )

【到達目標】
・循環器(主に心臓、血管の構造と働き)についての基礎知識を修得する。
・細胞・組織の構造と働きについての基礎知識を修得する。
<具体的な目標>
目標①細胞と組織の種類、構造、働きについて説明できる。
日標② 心臓の構造と働きについて説明できる。
日標③血管の種類、構造と働き、特に、動脈と静脈の名前と流れを説明できる。
日標④ リンパ系(1卑臓)の構造と働きについて説明できる。

‖孝■三■|■
==■
|■|=■■■■■■■■■|■ |● |

‖4=■■
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■■■
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■■■■■|■ |― |

―
―
|― |● ■ ● ■ ■ |||■|||||||||:

1回 目 人体の構成(細胞):(目 標①)細胞の種類、構造、働きについて説明できる。

2回 目 人体の構成(物質代謝):(目 標①)細胞の働きについて説明できる。

3回 目 人体の構成(物質代謝):(目 標①)細胞の働きについて説明できる。

4回 目 人体の構成(組織):(目 標①)組織の種類、構造、働きについて説明できる。

5回 目 循環系の総論 :(目標②)心臓循環系とは何かを説明できる。 / 心臓の構造 :(目標②)心臓の構造について説明できる。

6回 目 心臓の構造(心臓の弁・血管):(目 標②)心臓の構造について説明できる。

7回 目 心臓の働き(刺激伝導系):(目 標②)心臓の働きについて説明できる。

8回 目 血管の構造(1凶循環・静脈系):(目 標③)R図循環と静脈の名前と流れについて説明できる。

9回 目 血管の構造(静脈系):(目 標③)静脈の名前と流れについて説明できる。

10回 目 血管の構造(動脈系の上R支・下R支部):(目標③)動脈の名前と流れについて説明できる。

11回 目 血管の構造と働き(動脈系の体幹部):(目標③)血管の種類、構造とイ動きについて説明できる。

12回 目
血管の構造 (月台児循環)
できる。

(目 標③)月台児循環の名前と流れについて説明できる。 / 血管の働き(血圧):(目 標③)循環の働きについて説明

13回 目
血管の働き(循環調節 )
て説明できる。

(目 標③)循環の働きについて説明できる。 /リンパ系の構造とイ動き :(目標④)リンバ系(周黒臓)のな再造と1動きについ

14回 目 期末試験

15回 目 期末試験の解答と解説

準備学習
時間外学習

(目標①)東洋療法学校協会 解剖学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目標②)東洋療法学校協会「生理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目標③)東洋療法学校協会「解剖学Jテキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目標④)東洋療法学校協会「生理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

定期試験にて、知識の到達評価を行います。(80%)
授業開始時に実施する小テストの結果(200/0)

受講生への
メッセージ

人体と症状を知るには、解剖・生理の知識が必要不可欠となります。覚えることは多いですが、一緒に頑張りましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :河野 邦雄 伊藤 隆造 坂本 裕和 前島徹 樋口桂 著「解剖学 第2版J 医歯薬出版株式会社
教科書 : 内田さえ 原田玲子 著 「生理学 第3版」 医歯薬出版株式会社



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

一般教養3

General Educatiuon 3

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 吉田 光志

実務経験 O

授業

形 態
講義・演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
AI化・機械化などの影響で運動量が減少していく現代において、生涯スポーツの習慣を身につけることにより、心身ともに健康なからだづくりができるようにする。また
レクリエーション運動を実践することで気軽にできる運動やコミュニケーションの手段として活用できるようにする。

※実務者経験:高校体育教員免許所持。福岡市レクリエーション協会などの派遣にてレクリエーション活動を行う。保健体育教員。レスリング・相撲などの
スポーツ教室の開催。

【到達目採】

生涯スポーツとレクリエーション
<具体的な目標>
Oレクリエーション運動を体験し、集国の中での役割分担やコミュニケーションがとれる
②レクリエーション支援の理論を学び、プログラムが作成できる
③レクリエーションプログラムが実践できる

1回 目 「ガイダンス」生涯スポーツとレクリエーションの必要性について説明できる

2回 目 「アイスブレイキング(実習)」レクリエーション運動を使つたアイスブレイキングでコミュニケーションが取れる

3回 目 「イニシアティブゲーム①(実習)」イニシアティブゲームで集国での役割分担を観察できる

4回 目 「イニシアティブゲーム②(実習)」イニシアティブゲームにおいて積極的にコミュニケーションが取れる

5回 目 「イニシアティブゲームの理論①(講義)」イニシアティブゲームの振り返りを行い役割分担を確認し合うことができる

6回 目 「レクリエーション運動の実践①(実習)」個人でできる運動を実習を行う

7回 目 「レクリエーション運動の実践②(実習)」集団で行う運動を行う

8回 目 「レクリエーション運動の実践③(実習)」集団で行う運動を行う

9回 目 「レクリエーション運動の理論 (講義)」レクリエーション支援の理論について説明できる

10回 目 「レクリエーションプログラムの作成①(講義)」グループでレクリエーションプログラムを作成できる

11回 目 「レクリエーションプログラムの作成②(講義)」グループでレクリエーションプログラムを作成できる

12回 目 「レクリエーションプログラムの実践①(実習)」グループで作成したレクリエーションプログラムを発表・実践できる

13回 目 「レクリエーションプログラムの実践②(実習)」グループで作成したレクリエーションプログラムを発表・実践できる

14回 目 「レクリエーションプログラムの実
'麦

③ (実習)」グループで作成したレクリエーションプログラムを発表・実践できる

15回 目 「レクリエーションプログラムの実践と支援(講義)」グループで作成したレクリエーションプログラムを振り返り改善できる

準備学習
時間外学習

体訓管理を行う
レクリエーションプログラムが作成の話し合いや実践の準備作業をグループで行う

評価方法

冥習中の動きや振り返リシートで理解度を判定する
ゲループでのレクリエーションプログラム発表において相互評価を行う

受講生への
メッセージ

レクリエーションには 1つ くりなおす 」という訳 が あ り、晋 段 の生活 の 肉体 的・精 神 的疲 労 を回復 す るため に休養 を取つたり映楽を行 うことという意 Π禾が あり

ます。普段行わない運動でリフレッシュできるようにしていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

一般教養 1

General Education l

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

山田 大介

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

刊セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】

一般教養では、スポーツ生理学の基礎知識について学ぶ。体表観察や関節モビライゼーシヨンなどを通じて、運動に関する生理機能についての知識を獲得すること
が狙いである。
授業は、参考図書より引用した資料などを解説することで学習していく。

※実務者経験 :2005年 よリフリーランスにてプロ野球選手をはじめ、多種アスリート選手のパーソナルトレーナーとして現在も活動中である。

【到達目標】

身体の基本的機能に関する知識を学び、臨床に生かせる実践方法について授業を行う。
(具体的な目標〉
目標①基本的な筋及び関節の名称、機能を理解する
目標②ストレッチによる効果と実践方法を理解する
目標③エクササイズによる効果と実践方法を理解する

14回 目

15回 目

準備学習
間外学習

1回 目 オリエンテーション・授業に関する説明

2回 目 骨盤帯の解剖について理解し触診を行う

3回 目 下肢の筋肉を理解し下肢のストレッチを実践する (大腎筋、中臀筋、大腿二頭筋、半腱様筋、半膜様筋、股関節内転筋群)

4回 目 下肢の筋肉を理解し下肢のストレッチを実践ずる (腸腰筋、大腿四頭筋、門F腹筋、ヒラメ筋、深層外旋六筋、大腿筋1莫張筋)

5回 目 肩甲骨の解剖について理解し触診を行う

下部 )

7回 目 上肢の筋肉を理解し上肢のス トレッチを実践する (上腕二頭筋、上腕三頭筋、棘上筋、棘下筋、小円筋、肩甲下筋 )

8回 目 解剖学の確認テス ト及びス トレッチの復習により理解を深める (筆記テス ト)

9回 目 脊柱の解剖について理解し触診を行う

10回 目 体幹の筋肉を理解し体幹のストレッチを実践する (腹直筋、内外腹斜筋、脊柱起立筋、腰方形筋)

11回 目 体幹のエクササイズを実践する (PR1/呼 吸法)

12回 目

13回 目

テス ト (ス トレ チ

体幹のエクササイズを実践する (ピラティス/呼吸法 )

下肢のPNFス トレッチングを実施する

上肢のPNFス ドレッチングを実践する

ヒの 技 柔 を 覚 げ 0に ほ 群 苫17の 埋 肝 刀 ■`` 刺 矢 で 了 。4｀ 明 アょ魚 や 見 え 遅 い ′どしKい た 魚 /c卜と (l'1住 誌 (ガ

'た
の 、合 日 円牛剖 子 (′

'ア

ニヤス トを 読 む こと

'9｀

必 貴 と

なります。
説明することを暗記しても忘れてしまいます。理解して納得できることが求められます。

評価方法

雫記テスト500/o/冥板テスト50。/o

受講生への
メッセージ

受話において、疑間点を持つ姿勢を忘れないでください。なお、わからないことは恥ではありません。授業の中でクラスメイトと語す時間もあります、積
極的に取り組んでください。
広範囲を網羅するため欠席は抜け落ちてしまう臓器が出てきてしまいます。体調管理に気を付けて欠席の内容にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

随時資料配布



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技(きゅう基礎実技①)

Acupuncture and Moxibustion PracticaI Sk‖に

窪墳 : 必修 年次 1

担当教員 片山 雄二/本多 穂菜美

O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分
:

曜日・時限 :

1セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

灸の据え方や線香の使い方、人体への施灸の注意点などの基礎を中心に進み、疾患治療を見据えた灸の使い方を学んでいく。担当教員による説明と模擬実技の

後に、それぞれが実技練習を行う。複数の教員で見回つて丁寧に指導していく。きゅう技術を身につけていく1也に患者への説明や酉己慮の仕方、適切な施術姿位の作
り方など施術に必要な技術も学習していく。

※実務者経験:2018年から2021年まで要鍼灸院で勤務。2021年より開業(経絡治療)

【到達目標】

灸の基本実技を知り、正確ですばやく、かつ安全に人体に施灸することができる。様々な文の種類や灸法を学び、使い分けをすることができる。施術者であるという
意識を身につける。

1回 目 実技室の使用ルール、道具類の名称を説明することができる。

2回 目 文の種類、灸術の種類を説明することができる。正しい洗浄→肖毒法を実行できる。

3回 目 文を正しい捻り方で捻り、米粒大の文姓を作ることができる。

4回 目 文を正しい捻り方で捻り、半米粒大の文よ主を作ることができる。

5回 目 米粒大と半米粒大の支娃の大きさの違いを認識して作り分けることができる。

6回 目 線香を正しく持つことができる。灰を正しく払うことができる。文姓へ着火することができる。

7回 目 施灸練習台の上で透熱灸をすることができる。

8回 目 知熱灸のやり方を確認し、実行できる。

9回 目 自分自身の合谷大、足三里穴に知熱灸を行うことができる。灸点紙の使用方法を説明することができる。

10回 目 手際よく知熱灸を行うことができる。患者への施灸の注意点について説明することができる。

11回 目 ペアの失眠穴に米粒大、半米粒大にて透熱灸をすることができる。腰部のランドマークを触診することができる。

12回 日 ペアの腎薇穴、大腸魚穴を取穴し米粒大にて知熱灸をすることができる。

13回 目 ペアの腎魚穴、大腸庶穴を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

14回 目 ペアに対し誘導、指示して正しい施術姿位をつくり、手際よく腎魚穴、大腸魚穴を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

父 干貢lT」 (ツ

'I可

上 に ほ 練 首 ア〕`矢 ズ,｀せ ませ ん 。や れ は や るた け 上 キ に な りま 丁 の で 日 モ な とで もイ来苫 して い きま しよつ。

評価方法

~夫
キ支言式験 (800/0)
平常点(200/o)

受講生への
メッセージ

この授業では受講者全員が灸の基礎技術を身につけ、いつどこで灸を行つても同じレベルで灸ができるようになることを目標としています。レベルに合
わせた課題を準備しますので、こなしていくことでレベルアッブしていきます。最終的には全員が基礎技術を修得することを目指します。

【快 用 叡 科 音・守!又打・参 有 き 】 ほ りきゆつ央 子又(基碇 偏

'オ
ィ又科 書 靱 幸 刊 蚕` 貝 雲 者



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

| はりきゅう実技(はり基礎実技①)

iAcupuncture and Mox bustiOn PracticaI Sk‖ に

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 1

担当教員

実務経験

藤崎 舞相F

○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

2012年より整骨院にて鋭灸師として鍼灸治療に従事してきた教員が、全戌灸治療に必要な以下の項目を教授する。
・鍼と鍼管の操作を繰り返し練習し、基本的動作を身体に覚えさせる。
・刺入深度や刺入角度を自在にコントロールできるようにする。目標を設定して練習していく。
・自身の身体に取穴して刺鍼する事で、患者側の感覚と施術者側の感覚を身につけていく。
・ペア同士で練習する。お互いに痛みのチェックをして、技術を研鑽していく。

※実務者経験 :2012年～2017年 末でixas航仝マッサージ率骨隣に勤務、2018年 ～2019年までゼロスポ全歳姿整骨院に勤務ハ

【到達目標】

はりに関する技術や知識を習得し、はり施術を安全におこなえる能力と医療従事者としての態度を身につける。
はりの基礎実技、消毒法の実際、使用鍼・刺鍼角度・深度の使い分け、身体への刺鍼、触診技術の基礎を身につける。

1回 目 実技室の使用ルール、道具類の名称を説明する事ができる。片手挿管を理解できる。

2回 目 片手挿管を連続で12回行う。刺鍼までの流れを把握し実行できる。銀鍼を用いて片手挿管を行うことができる。

3回 目 片手挿管を連続で12回行う。刺鍼までの流れを把握し実行できる。銀鍼を用いて片手挿管を行うことができる。

4回 目 刺鍼練習器に銀字卜すを用いてlcm刺入する。刺鍼練習器にステンレス鍼を用いて2cm直刺することができる。

5回 目 刺全成練習器に銀鋭を用いてlcm刺入する。刺鍼練習器にステンレス鏡を用いて2cm直刺することができる。

6回 目 刺鍼のリスクを理解する。適切な手指・患部の消毒法を理解する。自分の足に対して適切な消毒法を実行し、ステンレス鍼でlcm直刺することができる。

7回 目 自身の三陰交・足三里を取穴し、ステンレス鋭でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

8回 目 自身の地機・上巨虚を取穴し、ステンレス鍼でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

9回 目 自身の太渓・復溜を取穴し、ステンレス鍼でlcm直 刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

10回 目 ペアヘの刺鍼注意事項(ワゴンの使い方・患者対応・消毒のしかた・刺鍼時抜鋭時の注意点など)の確認

11回 目 ペアの三陰交・足三里・陽陵泉を取穴し、ステンレス鍼でlcm直 刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

12回 目 ペアの陽陵泉・陰陵泉・地機を取穴し、ステンレス食成でlcm直 刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

13回 目 ペアの上巨虚・太渓・復溜を取穴し、ステンレス全成でlcm直刺する事ができる。切皮痛の有無や響き感覚を体験する。

14回 目 消毒法・刺鍼までの流れの確認、片手挿管の確認テスト

15回 目 定期実技テスト

こつ

準備学習
時間外学習

評価方法

実枝試験 (100%)

受講生への
メッセージ

患者さんに痛みなく安全に施術する為には繰り返しの練習が必要です。繰り返しの練習は、臨床家の手を作ります。一緒に手を作つていきましよう。

【l史用 叡 科 吾・叡 不イ・参 有 吾 】 ほ りきゆつ芙 千受孝又科 吾 、臼じイ拘貧 料



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床組織学

Ctinical Histoiogy

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 角 静香

実務経験

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】

特定の構造と機能をもった細胞が目的に応じて集合し、機能上・構造上の合目的性を持ち、一つの有機体を形成したものを組織というのだが、この組織の組合せと
して生体を研究する学問が組織学である。光学顕微鏡による組織切片の観察を通じて、身体の微細な構造をスケッチしながら、組織の構造について理解を深める。

※実務者経験 :九州大学歯学部口腔外科にて病理組織学の研究に従事していた。

【到達目標】

顕微鏡の使い方からプレパラートを使用した各組織切片の観察方法の習得を目的とする。
顕微鏡を介した実際の組織切片の観察と解剖学・生理学・病理学の教科書を通して学んだ教科書上での組織構造とを比較して、その差異を認識することにより、組
織への造詣を深めたり、臨床医学総論や臨床医学各論といつた臨床系科目の基礎知識の構築へ寄与する。

1回 目 オリエンテーション(ガイダンス・使用方法・注意事項など)を通して、顕微鏡について知識を習得することが出来る。

2回 目 血液細胞を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

3回 目 血液細胞を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

4回 目 骨格筋を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

5回 目 心筋を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

6回 目 平滑筋を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

7回 目 消化管コを正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

8回 目 消化管2を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

9回 目 消化管3を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

10回 目 消化器系を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

11回 目 泌尿器系を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

12回 目 神経系を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

13回 目 循環器系を正確に分類し、スケッチをすることが出来る。

14回 目 まとめ

15回 目 期末テスト

」 」

準備学習
時間外学習

評価方法

口頭試問(50点 )実習レポート(50点 )

受講生への
メッセージ

組織標本を実際に観察することにより解剖生理学への理解を深めていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

「解割学」「生理学」教科書 (医歯薬出版),色鉛筆,双眼実体顕微鏡



2023年度 授業概要
学 科 鍼灸科

臨床医学総論

Clinical Medicine General Remarks

科目名
(英 )

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 永田 周平

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

1

30 開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

近年、健康意識の高まりから、予防医学や統合医療など東洋療法の幅が広がっている。また、現代医療においてはチーム医療の重要性が再認識されている。様々

な専門性をもつ医療職が、安全かつ効果的に治療を実施するためには、全ての医療人が適切な診察法を理解し、様々な疾病に精通しておくことが必須である。
患者を深く知り、理解し、適切な治療を行うためには、医療面接から始まり、入念な身体診察を行わなければならない。
これらの理由から、東洋療法においても西洋医学的な病態把握・診察法について理解し、修得することが重要である。

※実務者経験 :実務経験 :2007年より「あきほ整骨院」にて鍼灸治療に従事し、現在は「こひろ鍼灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた鍼灸治療)

【到達目標】

各身体部位の正常な所見を理解したうえで、対する疾病状態の症状や身体所見から正しい診察法を実施することが可能になる事を到達目標とする。
疾病に対する適切な診察法を修得し、西洋医学的な病態把握ができるようになる。

<具体的な目標>
目標① 各身体部位の正常な所見を確認して自分で説明できる。
日標② 各身体部位の診察法を実施もしくは説明できる。
目標③ 診察法より得られた所見から考えられる疾患名を説明できる。

1回 目 (目標②)診察の概要、診察の方法(医療面接)について学び説明することができる。

2回 目 (目標①②)診察の方法(視診、触診、打診、聴診)について学び説明することができる。

3回 目 (目標①②)診察の方法(聴診、測定法、神経系の診察)について学び説明することができる。

4回 目 (目標①②③)生命徴候(バイタルサイン)の体温、脈拍、血圧について学び説明することができる。

5回 目 (目標①②③)生命徴候(バイタルサイン)の呼吸、全身の診察の顔貌・顔色について学び説明することができる。

6回 目 (目 標②③)全身の診察の精神状態、言語について学び説明することができる。

7回 目 (目 標①②③)全身の診察の身体計測、体型・体格について学び説明することができる。

8回 目 (目 標②③)全身の診察の栄養状態、姿勢と体位について学び説明することができる。

9回 目 (目 標②③)全身の診察の歩行について学び説明することができる。

10回 目 (目 標①②③)全身の診察の皮膚、粘膜、皮下組織について学び説明することができる。

11回 目 (目 標①②③)全身の診察の皮膚、粘膜、皮下組織、爪の状態について学び説明することができる。

12回 目 (目 標①②③)全身の診察のリンパ節について学び説明することができる。

13回 目 (目標①②③)全身の診察のその他の一般的状態について学び説明することができる。

14回 目 期末試験

15回 目 期末試験の解答と解説

準備学習
時間外学習

(目標①)東洋療法学校協会I解剖学」・1生理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をすることが望ましい。
(目標②③)東洋療法学校協会「臨床医学総論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

定期試験にて、知識の到達評価を行います。(HOOO/o)

受講生への
メッセージ

診察法は臨床における病態把握に直結しています。また、医療従事者の共通認識・共通言語となる専門用語が多数出てきます。最初は償れない言語
や病名に戸惑うかもしれませんが、徐々に慣れていきましょう。大変ですが頑張つてください。
まず手始めに、自分の身体や身近な人の身体所見をよく観察してみましょう。
臨床医学総論で学ぶ内容は臨床医学各論へと続いています。
臨床医学総論でまずは身体所見(症状)とその診察法、そこから考えられる疾患名をしつかり修得しましょう。

河野 邦雄 伊藤 隆造 坂本 裕和 前島徹 樋口桂 著 「解剖学 第2版J 医歯薬出版株式会社
内田さえ 原田玲子 著 「生理学 第3版」 医歯薬出版株式会社

【使用教科書・教材。参考書】

童
自
垂
白

科
科
教
教



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

必修
必修
選択

年次 1

永田 周平

○

担当教員

実務経験
科目名
(英 )

Traditional Chinese Medicine introduction

東洋医学概論③

2セメ開講区分

曜日・時限]―ス 午前集中・美容スポーツ

業
態
授

形
講義

1

総時間
(単位)

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、

経絡関連 (概念、構成、十二経脈、奇経八脈など)を把握し、経脈病証とそれらに関連する症状について講義していく。
病因(外感、内傷、病理産物とその他)について学び、それぞれに関連する単語や症状について請義していく。
臓腑間での病の伝変と波及について講義していく。
ポイントを押さえやすい学習プリントを晉己布し、学習プリントと教科書を中心に講義を進めていく。単元ごとに確認のための小テストを実施する。必要に応じてグルー

的 に る )

やディスカッションを行う。

【到達目標】

・自分を含めた身の回りの人達の状態を、東洋医学的観点から見る事ができる。
・経絡について全体を把握し、経絡に異常が起こった際の症状から、どの経絡に異常があるのかを鑑別する事ができる。
・東洋医学的な病の原因について詳細に説明する事ができる。
・臓腑間での病の伝変や波及のパターンを説明することができる。

1回 目 経絡の概念、構成について説明することができる。

2回 目 十二経脈の走行、奇経八脈、十二経別、十五別絡、十二経筋、十二皮部について説明することができる。

3回 目 十二経脈の病証について説明することができる。また症状から十二経脈の病証を鑑別することができる。

4回 目 前回までの内容の小テスト。外感病因である六漫について説明することができる。またそれぞれの特徴を把握し、症状から六遅を鑑別できる。

5回 目 内傷病因である飲食不節、労逸、房事過多、七情の失調について説明することができる。

6回 目 前回までの内容の小テスト。肝系統の伝変と波及のパターンを説明できる。

7回 目 前回までの内容の小テスト。心系統の伝変と波及のパターンを説明できる。

8回 目 前回までの内容の小テスト。牌系統の伝変と波及のパターンを説明できる。

9回 目 前回までの内容の小テスト。肺系統の伝変と波及のパターンを説明できる。

10回 目 前回までの内容の小テスト。腎系統の伝変と波及のパターンを説明できる。

11回 目 臓月府間での伝変と波及の復習

12回 目 病証と症状を組み合わせるカルタを作成し、病証に関する理解を深める。

13回 目 作成したカルタを用いてカルタ大会を開催する。

14回 目 総復習

15回 目 定期テスト

準備学習
時間外学習

今までに字んだ気血津液精の生理作用、五臓六月府の生理作用と病証の知識の復習が必要です。見百Lして知識の蟹士里をしておきましよう。

100'む

筆記による定期テスト(100%)

受講生への
メッセージ

人体や病を東洋医学的に診るための基本的な知識の総括を行います。臨床につながる考え方を身につけていきましよう。

【使用教科書・教材・参考書】東洋医学概論教科書(新版 東洋医学概論)、 配布学習ブリント



2023年度 授業概要
学 科  :鍼 灸科

科目名
(英 )

セルフプロモーション

Cartta and SeifprOmodon

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 久住 民理・矢島 孔明

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】

通信教育
自分自身を理解しながら主体性を養い、自らの意思で人生を歩むための行動力を習得することができる。

【到達目標】

自分自身を理解し、自らの意思で、自らの願いやイメージを実現するためのヒントを科学の眼からひも解く。
あなた自身のこれからの人生の中で「生き生きと輝くJために大いに役立つ、よりよく生きるための知恵を学び、明日の行動に繋げるための科目。

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

課題の提出、期末テスト(100点満点)

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

運命を変える心と体の磨き方



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

経絡経穴概論③

Oudine ofthe Mendian and Acupuncture Points

必修

選 択
必修 年次 1

担当教員 福島 美沙紀

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

経絡経穴概論は鍼灸師として働いていくために必要不可欠な教科と言える。
この経絡経穴概論③の授業では、足の少陰腎経から足の

「
欠陰肝経までの経穴を記することが出来、また全経絡の暗唱をすることが出来るようになる。

※実務者経験 :「にしお鋭灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good飯灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく会成灸治療を行つていた。

【到達目標】

十二経絡の概要、流注、接続部、経穴の概要を学び、すべての五要穴・五練穴を暗記を行う。また足の少陰腎経から足の

「

次陰肝経までの経穴を記することが出
来、全経絡を10分で暗唱することが出来るようになる。
(具体的な目標〉
目標①足の少陰腎経から手の少陰三焦経まで記することが出来る。
目標②要穴表全てを暗記出来る。
日標③全経絡の暗唱を10分で行うことが出来る。

|■■●■
=1子

受キ||1幣
=|■
■■|≡|:■|■■■■■■|■■■■

1回 目 手の太陽小腸経の概要を理解することが出来る

2回 目 手の太陽小腸経を記することが出来る

3回 目 手の太陽小腸経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

4回 目 足の太陽膀肌経の概要を理解することが出来る

5回 目 足の太陽膀肌経を記することが出来る

6回 目 足の太陽膀眺経を記することが出来る

7回 目 足の太陽膀肌経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

8回 目 足の少陰腎経を記することが出来る

9回 目 足の少陰腎経の要穴を取穴することが出来る

10回 目 足の少陰腎経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

11回 目 手の厭陰心包経の概要を説明でき記することが出来る

12回 目 手少陰三焦経の概要を説明することが出来る

13回 目 手の少陰三焦経を記することが出来る

14回 目 手少陰三焦経の要穴を取穴出来、暗唱しながら場所を示すことが出来る

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

日標11つ前提 :この侵業を受けるには、渓7の読み書きが不可欠です。さらに解コ〕字(骨・筋囚)について予習が必要です。
目標②要穴表全てを暗記する為に、毎回の宿題を提出する事が必要です。
日標③全経絡の暗唱の為、自習が必要です。

評価方法

期末テストの前までに7分以内で全経絡から4経脈の暗唱を行つてもらう。また期末テストにて知識の到達評価を行う。
●全経絡から4経脈暗唱 (7分以内)(30%)
期末試験(709も )
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 1経絡経穴概論は鋭灸師しか勉強する事が出来ない科目です。このような疾患にはこの経穴を使うとよいなどの知識を得ることもできます。将来患

者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に着けるべき知識のひとつです。

授業計画 1見慣れない文字が多く大変だと思いますので早めに試験勉強等取り掛かってください。

【使用教科書・教材・参考書】

科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 1日 本理療科教員連盟 公益社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版

参考書 :経穴インパクト原田晃著 医道の日本社出版
針灸学 (経穴篇)日 中共同編集 東洋学術出版社



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

経絡経穴概論②

Oudine ofthe Mend an and Acupuncture Po nts

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :     福島 美沙紀
実務経験 i       O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

経絡経穴概論は鍼灸師として働いていくために必要不可欠な教科と言える。
この経絡経穴概論②の授業では、足の陽明胃経から手太陽小腸経までの経穴を記することが出来、また全経絡の暗唱をすることが出来るようになる。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「gOod鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく鍼灸治療を行つていた。

【到達目標】

十二経絡の概要、流注、接続部、経穴の概要を学び、すべての五要穴・五庶穴を暗記を行う。また足の陽明胃経から手太陽小腸経までの経穴を記することが出
来、全経絡を10分で暗唱することが出来るよう1こなる。
〈具体的な目標〉
目標①足の陽明胃経から手太陽小腸経まで記することが出来る。
目標②足の陽明胃経から手太陽小腸経まで流注を理解する。
目標③全経絡の暗唱を10分で行うことが出来る。

1回 目 手の陽明大腸経の概要を理解することが出来る

2回 目 手の陽明大腸経を記することが出来る

3回 目 手の陽明大腸経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

4回 目 足の陽明胃経の概要を理解することが出来る

5回 目 足の陽明胃経を記することが出来る

6回 目 足の陽明胃経を記することが出来る

7回 目 足の陽明胃経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

8回 目 足の太陰牌経の概要を理解することが出来る

9回 目 足の太陰牌経を記することが出来る

10回 目 足の太陰牌経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

11回 目 手の少陰心経の概要を理解することが出来る

12回 目 手の少陰心経を記することが出来る

13回 目 手の少陰心経を暗唱しながら場所を示すことが出来る

14回 目 手の陽明大腸経から手の少陰心経の要穴を記することが出来る

15回 目 期末試験

つ

目標②全経絡の暗唱の為、自習が必要です。準備学習
時間外学習

評価方法

期末テストの前までに10分以内で全経絡の暗唱を行つてもらう。期末テストにて知識の到達評価を行う。
●全経絡の暗唱(10分以内)(300/o)
0期末テスト(7091)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :経絡経穴概論は,肘メ灸師しか勉強する事が出来ない科目です。このような疾患にはこの経穴を使うとよいなどの知識を得ることもできます。1平釆愚

者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に着けるべき知識のひとつです。

授業計画 :見慣れない文字が多く大変だと思いますので早めに試験勉強等取り掛かつてください。

科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 :日 本理療科教員連盟 公益社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版

参考書 :経穴インパクト:原田晃著 医道の日本社出版
針灸学 (経穴篇)国 中共同編集 東洋学術出版社

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

一般教養4

General Educatiuon 4

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 吉田 光志

実務経験 O

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

AI化・機械化などの影響で運動量が減少していく現代において、生涯スポーツの習慣が必要となつてきている。生涯スポーツの習慣を身につけることにより、心身とも
に健康なからだづくりができるようにする。

※実務者経験:高校体育教員免許所持。福岡市レクリエーション協会などの派遣にてレクリエーション活動を行う。保健体育教員。レスリング・相撲などの
スポーツ教室の開催。

【到達目標】

生涯スポーツと健康
<具体的な目標>
Oからだほぐし・健康運動を実践し生活習慣に取り入れることができる
②競技スポーツ競技スポーツを体験し、生涯スポーツとして実践することができる
③人生設計と健康・スポーツの計画が立てられる

1回 目 「ガイダンス」生涯スポーツと健康の関係について説明できる

2回 目 「アイスブレイキング(実習)」からだほぐしのアイスブレイクの実習を行う

3回 目 「ボウリング実習① (実習)」生涯スポーツとして身近なボウリング実習を行う

4回 目 「ボウリング実習②(実習)」生涯スポーツとして身近なボウリング実習を行う

5回 目 「生涯スポーツの理論①(講義)」 自身のスポーツや身体活動の振り返りを行う

6回 目 「健康運動の実践①(実習)」個人でできる運動・トレーニングの実習を行う

7回 目 「競技スポーツの実践①(実習)」集回で行うスポーツ種目を行う

8回 目 「競技スポーツの実践②(実習)」集団で行うスボーツ種目を行う

9回 目 「競技スポーと生涯スポーツの理論 (講義)」生涯スポーツにおける競技スポーツの関わり方について説明できる

10回 目 「スポーツ脳トレーニングの実践①(講義)」スポーツ脳トレーニングの実習を行う

11回 目 「スポーツ脳トレーニングの実践②(講義)」スポーツ脳トレーニングの実習を行う

12回 目 「健康運動の実践②(実習)」個人でできる運動・トレーニングの実習・評価を行う

13回 目 「競技スポーツの実践③(実習)」集国で行うスポーツ種目を行う

14回 目 「競技スポーツの実践④(実習)」集団で行うスポーツ種目を行う

15回 目 「人生設計における生涯スポーツ計画(講義)」人生設計と目標達成のための健康づくりや生涯スボーツ計画の作成ができる

準備学習
時間外学習

体訓管理を行う
生涯スポーツ・健康づくりの習慣づくり

評価方法

冥習中の動きや振り返リシートで理解度を判定する
人生設計における生涯スポーツ計画シートにおいて健康と生涯スポーツの関わりについて理解度を評価する

受講生への
メッセージ

生たスボーツの役割として健康つくりが季けられます。自身の人生の目標達成には心身の健康が上台となる必要があります。楽しく生涯スボーツの習慣
を身につけていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

修
択
必
選

必修 年次 1

担当教員

実務経験

山田 大介

O科目名
(英 )

一般教養 2

General Education 2 2セメ

曜日・

分

コース 午前集中・美容・スポーツ
授業
形態

請義
総時間
(単位 ) 2

一般教養では、スポーッ生理学の基礎知識について学ぶ。体表観察や関節モビライゼーシヨンなどを通じて、運動に関する生理機能についての知識を獲得する

※実務者経験 :2005年よリフリーランスにてプロ野球選手をはじめ、多種アスリート選手のパーソナルトレーナーとして現在も活動中である。

【授業の学習内

が狙いである。
、参考図書より引用した資料などを解説することで学習していく。

【到達目標】

身体の基本的機能に関する知識を学び、臨床に生かせる実践方法について授業を行う。
(具体的な目標〉
目標①スポーツマッサージによる効果と実践方法を理解する
目標②ストレッチやスポーッマッサージ以外の実践的なアプローチ法を理解する
目標③動作改善を目的としたエクササイズの実践方法を理解する

1回 目 オリエンテーション・授業に関する説明 ,1セ メの復習テス ト

2回 目 スポーツマッサージの方法、注意点、手技について理解する

3回 目 足音|、 下腿のスポーツマッサージを実践する

4回 目 大腿部、臀部のスポーツマッサージを実践する

5回 目 腰部・背部のスポーツマッサージを実践する

6回 目 頚部・肩部・腕部のスポーツマッサージを実践する

7回 目 スポーツマッサージの確認テストにより理解を深める (実技テスト)

8回 目 股関節のモビライゼーションを実施する

9回 目 肩関節のモビライゼーションを実施する

10回 目 徒手や器具を用いた下肢の筋1菓リリースを実践する

11回 目 徒手や器具を用いた上肢の筋1莫リリースを実践する

12回 目

13回 目

股関節の動きの改善を目的としたコレクティブエクササイズを実践する

肩関節の動きの改善を目的としたコレクティブエクササイズを実践する

14回 目

15回 目

脊柱及び全身の動きの改善を目的としたコレクティブエクササイズを実践する

筆記テスト

準備学習
時間外学習

″
この授業を受けるには解削字の理解が不可欠です。不明な点や

~見
え違いをしていた点などのれ経諾のため、各目解舌u~子のテキストを説むことが必要と

なります。
説明することを暗記しても忘れてしまいます。理解して納得できることが求められます。

評価方法

筆記テスト50%/実技テスト50%

受講生への
メッセージ

受講において、疑問点を持つ姿勢を忘れないでください。なお、わからないことは恥ではありません。授業の中でクラスメイトと詰す時間もありまア、積
極的に取り組んでください。
広範囲を網羅するため欠席は抜け落ちてしまう臓器が出てきてしまいます。体調管理に気を付けて欠席の内容にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

随時資料配布



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技(きゅう基礎実技②)

Acupuncture and Moxibustion PracticaI Sk‖ (

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 i   片山 雄二/本多 穂菜美
実務経験 i       O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

1

30 開講区分 2セメ

曜 日・時]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

灸の据え方や線香の使い方、人体への施灸の注意点などの基礎を中心に進み、疾患治療を見据えた灸の使い方を学んでいく。担当教員による説明と模擬実技の

後に、それぞれが実技練習を行う。複数の教員で見回つて丁寧に指導していく。きゅう技術を身につけていく他に患者への説明や配慮の仕方、適切な施術姿位の作

り方など施術に必要な技術も学習していく。

※実務者経験 :2018年 から2021年まで要鍼灸院で勤務。2021年より開業(経絡治療)

【到達目標】

灸の基本実技を知り、正確ですばやく、かつ安全に人体に施灸することができる。様々な文の種類や灸法を学び、使い分けをすることができる。施術者であるという

意識を身につける。

IⅢⅢⅢll:‖|11111=:|||||:|=|||||||||1壕半手尊
―

1回 目 ペアの四肢(合谷穴、曲池穴、太衝穴、足三里穴など)を取穴し米粒大にて知熱灸をすることができる。

2回 目 ペアの四肢(合谷穴、曲池穴、太衝穴、足三里穴など)を取大し米粒大にて知熱灸をすることができる。

3回 目 ペアの腰部(腎魚穴、大腸魚穴、次膠大など)を取穴し米粒大にて知熱灸をすることができる。

4回 目 ペアの腰部(腎魚穴、大腸庶穴、次膠穴など)を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

5回 目 ペアの背部(隔庶穴、肝魚穴、牌庶穴など)を取穴し米粒大にて知熱灸をすることができる。

6回 目 ペアの背部(1高庶穴、肝庶穴、牌魚穴など)を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

7回 目 糸状灸の大きさ、作り方、施灸方法を学び正しく行うことができる。

8回 目 糸状灸を人体(井穴、膝部、頭部)に適切に行うことができる。

9回 目 温灸(棒灸、温筒灸、台座灸、箱灸)の使い方を学び、正しく行うことができる。各灸の違いについて説明できる。

10回 目 温灸(棒灸、温筒灸、台座灸、箱灸)を正しく行うことができる。

11回 目 灸頭釘,売について学び正しく行うことができる。注意点について説明することができる。

12回 目 ペアの胃の六つ灸を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

13回 目 ペアに対し手際よく胃の六つ穴を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

14回 目 ペアに対し誘導、指示して正しい施術姿位をつくり、手際よく胃の六つ灸を取穴し半米粒大にて知熱灸をすることができる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

灸技術の同上には練習が欠かせません。やれはやるだけ上手になりますので国岳などでもイ凍習していきましよつ。

評価方法

実技試験 (80%)
平常点(20%)

受講生への
メッセージ

この授業では受講者全員が灸の基礎技術を身につけ、いつどこで灸を行つても同じレベルで灸ができるようになることを目襟としています。レベルに合

わせた課題を準備しますので、こなしていくことでレベルアッブしていきます。最終的には全員が基礎技術を修得することを目指します。

【便用教科書・教材・参考書】 はりきゆう
~夫
技(丞碇偏)教科書

=メ

モ幸小委員会者



2023年度 授業概要
学 科 :鍼 灸科

科目名

(英 )

コミュ_ケーンヨン

communicatiOn

必修

選択
必修 年次

担当教員 吉田 昌宏

実務経験

授業

形態
講義

総時間

(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】

通信教育
医療従事者として必要なコミュニケーションについて学び、患者と1言頼関係が構築できるようになる。

【至け達目標】

「こころ」を科学的に解明することで、他者や自分の思いやり気持ちを論理的、客観的に理解することができる。
この理解により、仕事や生活の場でのより良いコミュニケーションスキルの修得を目指す。

授業計画・内容

1回 目 通信教育のため都度、課題提出

2回 目 通信教育のため都度、課題提出

3回 目 通信教育のため都度、課題提出

4回 目 通信教育のため都度、課題提出

5回 目 通信教育のため都度、課題提出

6回 目 通信教育のため都度、課題提出

7回 目 通信教育のため都度、課題提出

8回 目 通信教育のため都度、課題提出

9回 目 通信教育のため都度、課題提出

10回 目 通信教育のため都度、課題提出

通信教育のため都度、課題提出

12回 目 通信教育のため都度、課題提出

13回 目 通信教育のため都度、課題提出

14回 目 通信教育のため都度、課題提出

15回 目 通信教育のため都度、課題提出

準備学習 時

間外学習

評価方法

課題の提 出、期末テスト(100点 ′高点 )

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材 参考書】

心理学のすべてがわかる本



2023年度 授業IF児要
学 科  :鍼 灸科

科目名

(英 )

セルフプロモーション

Cartta and Seifpromodon

必修

選択
必修 年次

担当教員 久住 員理・矢島 孔明

実務経験

授業

形態
講義

総時間

(単位〉

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】

キ邑信教育
自分自身を理解しながら主体性を養い、自らの意思で人生を歩むための行動力を習得することができる。

【到達目標】

自分自身を理解し、自らの意思で、自らの願いやイメージを実現するためのヒントを科学の眼からひも解く。
あなた自身のこれからの人生の中で「生き生きと輝く」ために大いに役立つ、よりよく生きるための知恵を学び、明日の行動に繋げるための科目

授業計画・内容

1回 目 通信教育のため都度、課題提出

2回 目 通信教育のため都度、課題提出

3回 目 通信教育のため都度、課題提出

4回 目 通信教育のため都度、課題提出

5回 目 通信教育のため都度、課題提出

6回 目 通信教育のため都度、課題提出

7回 目 通信教育のため都度、課題提出

8回 目 通信教育のため都度、課題提出

9回 目 通信教育のため都度、課題提出

10回 目 通信教育のため都度、課題提出

11回 目 通信教育のため都度、課題提出

12回 目 通信教育のため都度、課題提出

13回 目 通信教育のため都度、課題提出

14回 目 通信教育のため都度、課題提出

15回 目 通信教育のため都度、課題提出

準備学習 時

間外学習

言平十面方 ,去

課題の提出、期末テスト(100点 満点 )

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】

運命を変える心と体の磨き方



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床経絡経大学①

Ctinical Meridian and Acupuncture Points

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 :     福島美沙紀
実務経験 :       ○

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床経絡学は鍼灸師として働いていくために必要不可欠な教科と言える。
この臨床経絡学①の授業では、経絡経穴概論①から④までの知識をもとに、足にある経穴の取穴が出来るようになる。

※実務者経験 :「にしお旬立灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく鍼灸治療を行つていた。

【到達目標】

足にある経絡の流れを再度確認し、経穴を正確に取ることが出来る。
〈具体的な目標〉
目標①上肢・下肢にある要穴を全て取穴することが出来る。
日標②手足要穴表全て暗記できるようになる。
日標③取穴部位が正確に分かる。

1回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

2回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

3回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

4回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

5回 目 正経十二経脈の要穴の耳又穴が出来るようになる

6回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

7回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

8回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

9回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

10回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

11回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

12回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

13回 目 正経十二経脈の要穴の取穴が出来るようになる

14回 目 期末試験 (口 頭 )

15回 目 期末試験(実技)

準備学習
時間外学習

目標⑭前提:この授業を受けるには、手足にある経絡・経穴を全て暗記していることが前提です。
日標②上肢・下肢にある経穴を全て取穴するために、予習復習が必要です。

評価方法

期末テストの前までに8分以内で全経絡の暗唱を行つてもらう。また期末テスHこて知識の到達評価を行う。
●期末テスト(100%)

割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :経絡経穴概論は鋭灸師しか勉強する事が出来ない科目です。このような疾患にはこの経穴を便うとよいなどの知識を得ることもできます。将釆愚

者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に着けるべき知識のひとつです。
また、取穴を何度もすることにより、臨床に出た際スムーズに治療が出来るようになります。
授業計画 :取穴の練習は毎回しつかり復習し、何度も行うことが大切です。欠席しないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 1日本理療科教員連盟 公益社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
参考書 :経穴インバクト原田晃著 医道の日本社出版
針灸学(経穴篇)日 中共同編集 東洋学術出版社



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論②

Ctinical Medicine General Remarks

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 天本 保典

実務経験 ○

授業
態形

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 :

曜日・時限 :

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まつてきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことつて必須
であり、f成灸臨床家はさらに西洋・東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ◇

実務者経験 :2003年 より現在に至るまで訪間を中心とした鍼灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す
る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網羅することによって、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

(具体的な目標〉
(目 標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。
(目 標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目 標①)月干胆膵の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

2回 目 (目標②)月干胆R卒疾患・急性・慢性肝炎について学び説明することができる。

3回 目 (目 標②)月干胆膵疾患・日干硬変・月干癌について学び説明することができる。

4回 目 (目標②)日干胆1卒疾患・月旦石・胆嚢炎について学び説明することができる。

5回 目 (目標①)呼吸器の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

6回 目 (目 標②)呼吸器疾患・感染性呼吸器疾患について学び説明することができる。

7回 目 (目標②)呼吸器疾患・閉塞性呼吸器疾患について学び説明することができる。

8回 目 (目 標②)呼吸器疾患・中寺発性肺線維症について学び説明することができる。

9回 目 (目標②)呼吸器疾患・その他の呼吸器疾患について学び説明することができる。

10回 目 (目 標①)循環器疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

11回 目 (目標②)循環器疾患・心臓疾患について学び説明することができる。

12回 目 (目 標②)循環器疾患・冠動脈疾患について学び説明することができる。

13回 目 (目標②)循環器疾患・動脈疾患について学び説明することができる。

14回 目 (目 標②)循環器疾患・血圧異常について学び説明することができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

(日 保∪,果汗漿沃7校協会I角年コl字」1生王里字」1病理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目 標②)東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

日l回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レポートの提出も加点の材料とする。
●小テスト(呵 OO/o)
0課題レポート(可 0%)
●定期テスト(80。/。 )
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

医 の用語 のコミュニ か

く、大変とは思いますが頑張つてください。

ンには 共ヽ通言語となり の せ

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論」



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

病理学概論

Pathology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 :

実務経験 :

上村 尚央

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

‐ヽヒメ開講区分 :

曜日・時限 :
]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

訪問リハビリの企業で病理学に基づく訪問鍼灸治療に従事した教員が、病理学概論について講義する。生理学、解剖学を理解して、人体の正常な反応を理解でき
るよう教授する。病理を・循環障害 ・退行性病変 ・進行性病変 ・炎症 ・腫瘍 ・免疫異常 ・先天性異常 に分け、それぞれ正常範囲を逸脱した時に人体にどの
ような反応が起きるのかを学習、理解し、本授業修了時には各々の説明ができるように教授する。

※実務者経験:2014年～2017年 有限会社白龍堂 訪間リハビリマッサージオアシスにて訪問鍼灸治療に従事していた。(病理学に基づく鋭灸治療)

病気、疾病の基本的な知識を修得し、病気に対する基礎的な理解を深める。また、疾病に関して医療関係者と情報交換できる程度の知識の修得と、一般の方にわ
かりやすく説明できるようになる。
<具体的な目標>
目標①疾病を引き起こす原因を理解し、情報としてキャッチできるようになる
目標②各疾病について理解し、わかりやすく説明できるようになる

1回 目 病気の原因について理解し、説明できる①

2回 目 病気の原因について理解し、説明できる②

3回 目 病気の原因について理解し、説明できる③

4回 目 病気の原因について理解し、説明できる④

5回 目 循環障害について説明できる①

6回 目 循環障害について説明できる②

7回 目 循環障害について説明できる③

8回 目 退行性病変について説明できる①

9回 目 退行性病変について説明できる②

10回 目 退行性病変について説明できる③

11回 目 進行性病変について説明できる①

12回 目 進行性病変について説明できる②

13回 目 進行性病変について説明できる③

14回 目 循環障害、退行性病変、進行性病変について再確認し、よりわかりやすく説明できるようになる

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

日程⑭ 解剖字 、生埋字について埋角キ、予習が必要です

目標②各単元ごとに小テストを行いますので、講義の復習が必要です

評価方法

授業内容理解の確認小テストを4回
~夫
施する。

定期テスHこて知識の到達評価を行う。
●小テスト(400/0)
●定期テスト(600/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床で患者からよく聞かれることは病気に関する情報で、それについて正しい返答することが患者との信頼形成において重要になります。
その他、疾病につながる情報を逃さずキャッチできるように、何が異常なのかを理解することは大切です。
国試だけでなく、その後の臨床を見据えて勉強しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :滝澤登―郎・畠山茂著 病理学概論 医歯薬出版
参考書 :岩田隆子監修 わかりやすい病理学 南江堂



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

東洋医学臨床論①

Tradit onal Ch nese Medicine Clin cal Theory

窪紫 : 必修 年次 2
担当教員 重留 藍子

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 1       1セ メ
曜日・時限 |

]―ス :   午前集中・美容スポーツ
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実際の臨床では患者の訴えをもとに弁証を立てていく必要がある。
1年次に学んだ東洋医学概論をもとに、中医学の考えをさらに深め、疾患ごとに弁証を立てることが出来るようになり、説明を行うことが出来るようになる。

実務経験 2012年～2014年 品川整骨院にて鍼灸治療に従事していた。(東洋医学に基づくt政灸治療)

【到達目標】

治療原則、配穴法を学び、頭痛からめまいまでの弁証を理解し、自分で弁証を立てることが出来る。また、関連する国家試験の過去間を解き、どのような出題がさ
れているか自分で分析することが出来るようになる。
毎回1問例題を挙げ、グループに分かれ弁証を立てていくというグループワークを行う。
(具体的な目標〉
目標①臓月府の生理作用・生理特性を述べることが出来る。
目標②頭痛からめまいまでの弁証を立てることが出来るようになる。
目標③国家試験の過去間を解き、4択問題が解けるようになる。

1回 目
|

弁証の手順を思い出し、グループで出来るようになる

2回 目 陰陽について復習し、グループで弁証を立てることが出来る

3回 目 気について復習し、グループで弁証を立てることが出来る

4回 目 血について復習し、治療原則・配穴法について説明が出来るようになる

5回 目 津液について復習し、頭痛の弁証を立てることが出来る

6回 目 陰陽病理について復習し、顔面痛の弁証を立てることが出来る

7回 目 肝について復習し、顔面麻痺の弁証を立てることが出来る

8回 目 心について復習し、歯痛の弁証を立てることが出来る

9回 目 牌について復習し、眼精疲労について弁証を立てることが出来る

10回 目 肺について復習し、鼻開・鼻汁の弁証を立てることが出来る

11回 目 腎について復習し、脱毛の弁証を立てることが出来る

12回 目 六腑について復習し、めまいの弁証を立てることが出来る

13回 目 病因について復習し、頭痛からめまいまでの弁証を立てることが出来る

14回 目 期末試験

15回 目 角♀言党

準備学習
時間外学習

目裸①前提 :この授業を受けるには、1年久の東洋医学概諭の理解が不可欠です。また、四診について予智が必要です。
目標②弁証の立て方を毎回復習する事が必要です
目標③その日に解いた国家試験の4択は期末試験に出しますので、復習が必要です。

評価方法

定期試験では知識の到達評価を行う。
●期末試験(100。/o)

受講生への
メッセージ

魅力 1年次暗記するだけで大変だつた東洋医学概論の知識を応用して、
~夫
除の思者に対しどのように弁証を立てていくかを字んでいく授業です。弁証

を立てることが出来ると、患者に対しどのような治凍を行つていくべきかがはつきりとし、説明をすることが出来るようになります。

授業計画 :グループになって弁証を立てていきます。1年次に理解できなかったことも仲間と話すことで少しずつ理解していくことが出来ます。授業は欠

席しないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋医学臨床論 航灸編 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版

新版 東洋医学概論 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
新版 経絡経穴概論 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

東洋医学概論⑤

Traditional Chinese Medicine Ctinica Theory

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 i

実務経験 :

永田 周平

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 :

曜日'時限 :

1セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まってきている。中国古代医学が体系化された東洋医学の基本的な考え

方をもとに東洋医学としての診断治療システムを中心に学んでいく。四診法から弁証論治までの過程を理解し、実践することにより習得していく。

※実務者経験 :実務経験 :2007年より「あきほ整骨院」にて鍼灸治療に従事し、現在は「こひろ鋭灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた鍼灸治療)

【到達目標】

今までに学んできた東洋医学の基礎知識をもとに四診法を学び、さらにそれを弁証論治へとつなげていく。実践型の講義を通じて、四診法の技術を磨き、より精度
の高い弁証力を習得する。講義終了時には、東洋医学臨床論や実技講義により身に付けた治療方法・治療技術とともに、最低限の東洋医学的な診断から実際の

治療へとつなげることができるようになる。
(具体的な目標〉
(目標①)東洋医学的診察方法(四診法)よつて得られる所見をしつかりと理解した上で、病態を弁別することが出来る(弁証)
(目標②)様々な弁証方法によつて得られた証に対して、最も適した治療穴を選択し、その選穴理由を説明することが出来る(論治)
(目標③)様々な弁証方法によつて得られた証に対して、最も適した治療穴を選択し、各々の穴に対する鍼灸の伝統的治療法を説明することが出来る。

1回 目 (目標①)東洋医学的診断として四診を包括的に判断する弁証の全体像を学び、その過程について説明することが出来る。

2回 目 (目標①)東洋医学的診断として基礎弁証となる八綱弁証をについて学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

3回 目 (目標①)東洋医学的診断として気血津液弁証について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

4回 目 (目標①)東洋医学的診断として気血津液弁証について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

5回 目 (目標①)東洋医学的診断として臓腑弁証①について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

6回 目 (目標①)東洋医学的診断として臓腑弁証②について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

7回 目 (目標①)東洋医学的診断として経絡弁証・六遅弁証・六経弁証について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

8回 目 (目標①)東洋医学的診断として衛気営血弁言工・三焦弁証について学び、病態をそれぞれ説明することが出来る。

9回 目 (目標②)弁証に従つて行う治療(論治)に必要な治療原則(治則)について学び説明することが出来る。

10回 目 (目標②)弁証に従って行う治療(論治)に必要な治療方法(八法)について学び説明することが出来る。

11回 目 (目標②)弁証に従つて行う治療(論治)に必要な治療方法(生理物質の病証・臓腑病証に対する治法)について学び説明することが出来る。

12回 目 (目標②)弁証に従って行う治療(論治)に必要な治凍方法(外感病・症候に対する治法)について学び説明することが出来る。

13回 目 (目標③)弁証に従つて行う治療(論治)に必要な鋭灸の治療法の概要について学び説明することが出来る。

14回 目 (目標③)弁証論治の進め方と証の決定に関して復習を行う。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

(日 標① )配布フリントや教科書を読んで、あらかしめの予習が望ましい。

評価方法

可年次に習得した東洋医学概論の基礎知識が本講義には必要不可欠ですので、期末試験にて間うことがあります。
●定期テスト(呵 OO%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

1年生で学んだ東洋医学概論の知識を使つて、いよいよ臨床で活かせる診察法の授業に入ります。五感を研ぎ澄まして、身体が発するメッセージを理

解できるようになれるよう頑3長りましょっ。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋医学概論教科書 (新版 東洋医学概論 )、 配布ブリント



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

総合領域③

Synthesis Realms

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 平山 紘成

O実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療の基礎である解剖学のうち、運動器である骨、筋、関節、またそれに付随する局所解剖について学習していく。骨模型や人体模型を用いた講義にて授業を進
めていく。特に骨格筋について筋名、起始停止、支配神経、各筋の作用について学習する。この授業終了後には医療系においての基礎となる骨筋の専門用語を
使つて身体各所の起始停止や各筋の作用などを説明ができる。

実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代会脱灸医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

国家試験に対応できる全身の骨格、筋の知識を獲得する。

1回 目 下肢帯の筋(殿筋、大腿筋膜張筋、外旋六筋)について説明できる。

2回 目 臀部の局所解割(大坐骨孔、小坐骨孔、梨状筋上孔、梨状筋下孔)について説明できる。

3回 目 大腿伸筋について説明できる。

4回 目 大腿屈筋について説明できる。

5回 目 大腿内転筋について説明できる

6回 目 下腿伸筋について説明できる。

7回 目 下腿届筋、用,骨筋について説明できる。

8回 目 足部の筋について説明できる。

9回 目 浅背筋について説明できる。

10回 目 深背筋について説明できる。

11回 目 顔面の筋(表情筋、咀畷筋)について説明できる。

12回 目 問題演習①

13回 目 問題演習②

14回 目 期末テスト

15回 目 期末テスト解説

準備学習
時間外学習

月力の運晴侍上 、文宙じ子甲橙 、助の作用を晴言じを行つたの政栗後のィ夏曽をしつかり行つこと。

評価方法

期末試験 (1000/o)

受講生への
メッセージ

筋の触診を行うために必要な知識になります。f成灸臨床では筋を把握することで治療にも活かすことができるのでしつかり授業終了後の復習を行うよう
にして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 : 鍼灸科

科目名
(英 )

外国語

Foreign Language

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 毛利 美穂子

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) 2

30 開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療現場での英会話を想定し、会話に必要な英語による医療用語を学び、コミュニケーションを中心とした授業を行う。また、アメリカのロサンゼルス研修に必要な

最低限の日常会話能力や講義内で使用される専門用語の理解に寄与する。

【到達目標】

昨今、医療現場でもゲローバル化が進み、患者像の多様化がみられる。その変化に対応すべく、世界の共通言語である英語を学ぶことによつて、グローバルな感
性を養い、最低限のコミュニケーション能力を習得する。
(具体的な目標〉
①英語による医療用語を学び、医療現場における最低限の会話ができる。
②英語による医療用語や日常英会話を学び、アメリカで実施される海外研修に積極的に参加できる。

授

1回 目 Ottentadon,Pre TEST&Chapter l 受付で使用する重要単語を理解できる。

2回 目 Chapter l受 付で対象者と基本的な英語対応ができる。

3回 目 Chapter 2病 院案内において医療に特化した用語を理解できる。

4回 目 Chapter 2病 院案内において英語で対応できるよう整形外科や小児科、眼科などを英語で表現でき、また案内もできる。

5回 目 Chapter 3基 本的な体の部位の名称を英語で理解し、患者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取し情報を収集できる。

6回 目 Chapter 4様 々な患者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取し情報を収集できる。

7回 目 Chapter 5問 診 (既往歴・家族歴)に関する基本的な英語対応ができる。

8回 目 Chapter 5問 診 (既往歴・家族歴)に関する様々な英語対応がスムーズにできる。

9回 目 Chapter 6問 診 (アレルギー・生活習慣)に関する基本的な英語対応ができる。

10回 目 Chapter 6問 診 (アレルギー・生活習慣)に関する様々な英語対応がスムーズにできる。

11回 目 Chapter 7内 科1(身体測定・診察時の表現)に関する英語対応ができる。

12回 目 Chapter 8内 科2(バイタルサインの測定)に関する基本的な英語対応ができる。

13回 目 Chapter 15鍼 灸関連の英語表現を使つた患者への応対ができる。

14回 目 定期試験

15回 目 :式験返却、解説 &pOSt TEST

準備学習
時間外学習

準備字習は特に必要ありませんが、医療分野での専門用語が多く出てくるため、その他の基本的な早語力や文法の理解力が足りていないと、技栗に
ついていくのが難しくなつてきます。必要に応じて、事前にテキスHこ 目を通して単語を確認しておく、授業後に分からなかつた箇所を再確認しておくこと

をおすすめします。

評価方法

定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
●定期試験 (100%)
成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

クローバル化している現代社会において、英会話はコミュニケーションスキルとして必要となつてきています。
臨床現場や海外研修時に、英語で対応できるスキルを身に付けることで、より充実した、楽しい時間を過ごすことができます。

体調管理には気を付けて、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・数材・参考書】

教科書 :士 LC国際語学センター :医療英語コミュニケーション 特定非営利活動法人 医療・福祉英語検定協会



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (ネ申経解剖 )

AnatomicaI Physiology

必修

選択
必修 年次 2

担当教員

実務経験

福島美沙紀

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

鋭灸師に必要な基礎的な解割的知識 (中枢神経・解剖学)について学習していく。教科書に沿つたプリントを配布し、講義を進めていく。毎回、授業の始まりに復習を

兼ねた小テストを実施し、総復習の際には国家試験の過去間を解いてもらう。
中枢神経の解剖では、脳と脊髄の構造を勉強していく。脳・脊髄の細かい部分まで見ていくので覚えることが多く、毎回の小テストを大事にしてしつかりと理解必要
がある。

※実務経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく全成灸治療を行つていた。

【到達目標】

解剖学の中枢神経について理解してもらう。

(具体的な目標〉
①中枢神経系の構造を理解し、説明できるようになる
②各神経の役割を言えるようになる
③脳の模型を使つて場所と役割を説明できるようになる

1回 目 (講義)口頭試間の説明 神経系の構成

2回 目 (講義)神経系の構成 脊髄の区分

3回 目 (講義)脊髄の内部構造

4回 目 (講義)延髄と橋

5回 目 (講義)中脳

6回 目 (講義)4ヽ脳 間脳

7回 目 (講義)大脳皮質 古皮質と新皮質 運動野 体性感覚野

8回 目 (講義)特殊感覚野 連合野 言語野

9回 目 (講義)大脳基底核 大R図の白質

10回 目 (講義)脳室系 髄膜

11回 目 (講義)脳脊髄液 脳の血管

12回 目 (講義)伝導路 反射路 下行性伝導路

13回 目 (講義)上行性伝導路

14回 目 (講義)総まとめ

15回 目 テスト

準備学習
時間外学習

模型を便つて理解を深めてください

評価方法

筆記テスト 100点

受講生への
メッセージ

神経系は学生みんなが苦手としている分野になります。覚えることが複雑で大変ですが瀬張つていきましょう

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学(医歯薬出版株式会社 )
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (感覚器 )

AnatomicaI Physiology

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

実務経験

姪原 裕子

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

会成灸師に必要な解剖生理学(感覚器)の基礎分野になります。教科書に沿つたプリントを配布します。絵や図で分からないところは模型を使つて説明。毎回授業の始
まりに、復習を兼ねて小テストを実施。解剖学・生理学のおわりに国家試験の過去問を解いてもらいます。
感覚器は視覚、聴覚などの感覚に加え、皮膚の感覚、内臓の感覚などあります。普段何気なく見てるものや、聞いている音などこれらがどのようにして脳に伝わる
かなどを勉強していく授業になります。

※実務経験 :訪問治療を中心に行つており、2022年 8月「姪原鍼灸院」を開業

【到達目標】

感覚器とはイ可かを理解・説明できるようになる

(具体的な目標〉
①感覚器(視覚器、味覚器など)の種類を言えるよう1こなる
②それぞれの感覚を受け取るとこから脳への経路を言えるようになる
③各部位の名前と働きを覚える

1回 目 (講義)解剖学 視覚器の構造

2回 目 (講義)解剖学 眼球の付属器

3回 目 (講義)生理学 視覚の性質

4回 目 (講義)生理学 視覚の受容器と伝導路

5回 目 (講義)視覚器の復習 練習問題(4択 )

6回 目 (講義)解剖学 聴覚器の構造

7回 目 (講義)解剖学 平衡感覚器、生理学 聴覚の性質

8回 目 (講義)生理学 平衡感覚の性質

9回 目 (講義)平衡聴覚器の復習 練習問題(4択 )

10回 目 (講義)解剖生理学 味覚、嗅覚の構造、性質

11回 目 (講義)生理学 感覚の分類と一般的性質

12回 目 (講義)生理学 体性感覚、内臓感覚

13回 目 (講義)生理学 痛覚

14回 目 (講義)感覚器総復習

15回 目 テスト

準備学習
時間外学習

習つた範囲については、常に復習することを心がけ知識を短期記憶から長期記憶にできるようにしていきましょう。
矢W。再比の だ 看 に ほ 裸 り遂 しの

~子
哲 が 必 要 で 丁 。

評価方法

学期末テスHこて知識の到達評価を行う。
●定期試験(100%)
の割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

神経系は学生みんなが苦手としている分野になります。覚えることが複雑で大変ですが頑張つていきましよう

解剖学(医歯薬出版社)
生理学(医歯薬出版社)
プリント配布

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

リハビリテーション

Rehモ,b‖ itation Medicine

必修

選択
必修 年次 2

担当教員
:

今井 風太

実務経験 :
○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 1セメ

曜 日・時ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

リハビリテーション医学の成り立ちを理解する。さらに運動学、生理学を含め、リハビリテーションの対象となる疾患の理解と治療方針を理解すること。

実務経験 :実務経験:理学J蓑法士として14年勤務。

【到達目標】

・リハビリテーションの理念を理解し、習得する。
・リハビリテーションの中でも特に理学療法についての知識を習得する。
<具体的な目標>
目
目
目
目

標①
標②
標③
標④

リハビリテーション医学の国家試験の過去問題の正答率が80%を超える。
西洋医学における疾患の捉え方を理解できる。
リハビリテーションの成り立ちと各種障害の評価方法が理解できる。
各疾患別のリハビリテーションの流れが理解できる。

1回 目 リハビリテーションと障害 (リハビリテーションの起源)

2回 目 障害モデル CCIDH ICF)

3回 目 医学的リハビリテーション (リハビリテーション分野と身体障害の動向)

4回 目 医学的リハビリテーション (リハ専門職の担う役割とリハビリテーションの流れ)

医学的リハビリテーション (評価:ROM)5回 目

6回 目 医学的リハビリテーション (評価:MMT)

7回 目 医学的リハビリテーション (評価 :四肢長周径、中枢神経、失調症)

8回 目 医学的リハビリテーション (ADL、 その他の障害評価)

9回 目 医学的リハビリテーション (廃用症候群)

10回 目 医学的リハビリテーション (理学療法における運動療法、歩行訓練)

11回 目 医学的リハビリテーション (理学療法における物理療法、作業療法、言語療法)

12回 目 医学的リハビリテーション (装具療法)

脳卒中のリハビリテーションⅢ3回 目

14回 目 脳卒中のリハビリテーション

15回 目 1セメ期末試験

準備学習
時間外学習

各投薬の復習は、早元毎の国琢試験出題 lt貞向を理解し、講義フリントを見ながら角4説を作ることをお勧めします。
また、重要な内容について講義プリントでカッコ抜きになつている部分についての理解を深めましょう。

評価方法

定期試験(100°/o)
上記に加え、授業点を上記に加点形式で行います。

受講生への
メッセージ

この講義では西洋医学における疾患の捉え方を理解し、その症状、障害へのアフローチの一つであるリハLリテーシヨンについて字んでいきます。(蝙

床医学各論との関連がある内容を含みます)近年の医療情勢において、鍼灸院のクライアントにもリハビリテーションを経験している方も多くなつてい
ます。クライアントの受けているリハビリテーションの理解を深めることは、より良い治療を見出すことに繋がりまつ。

教科書 : 土肥 信之・出江 紳―・関 勝 著「リハビリテーション医学 第4版」 医歯薬出版株式会社
講義プリント各授業前に配布します。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科日名
(英 )

はりきゆう実技 (特殊鍼法 )

Acupuncture and Moxibustion Pract caI Sk‖ s

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 i

後藤 慎吾・平山 紘成

○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜 日・時

1セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業では1年次に修得した基礎をもとに、特殊鍼法について学んでいく。
臨床現場で治療を行つていくには様々な治療法を習得していることにより、自分の自信につながり、また患者にとって一番良い治療法を選ぶことが出来る。実際に
自分で治療を受けることにより患者側の立場になることが出来、臨床の場に出た時より詳しく治療の効果や時には起こりうる副作用のようなものについてもしつかり
と説明することが出来るようになる。

実務経験 :福岡県久留米市にて開業している。慎命堂鍼灸院院長。(西洋医学に基づいた治療法)
実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく鍼灸治療)

【到連目標】

どの治療法についても基礎知識を習得し、スムーズに治療を行うことが出来るよう技術を習得する。
またその治療効果と起こりうる現象を体験し、患者に分かりやすく説明することが出来る。
〈具体的な目標〉
目標①吸角療法の適応と禁忌が理解し、実施することができる。
目標②様々な鍼・灸法を体験し、実施することができる。
目標③l年生で習つた押手や切皮・弾入を見直し、スムーズかつ痛みがないように実施できる。

1回 目 鍼の操作法の確認、下腿部胃経ラインヘの置鍼・単刺

2回 目 航の操作法の確認、腰部膀肌経ラインヘの置全成・単刺

3回 目 灸の操作法の確認、失眠・裏内庭に透熱灸

4回 目 灸の操作法の確認、上背部膀肌経ラインヘの人分灸(圧痛や硬結を指標)

5回 目 腹部の隔物灸 (ショウガ灸、綿花灸、お椀灸など)

6回 目 吸角の基本操作について

7回 目 中国鍼を用いた灸頭f成について

8回 目 鍼通電療法の適応(前胆骨筋、内側広筋への刺鋭)

9回 目 KKKの実施①(単刺基本操作について)

10回 目 KKKの実施② (片手挿管の操作法について)

11回 目 KKKの実施③ (押手、前揉捻、後揉捻について)

12回 目 KKKの実施④(総まとめ)

13回 目 KKKの実施⑤(総復習)

14回 目 期末試験の前半

15回 目 期末試験の後半

準備学習
時間外学習

1年生の基礎実技をベースに様々なやり方を実施します。特に押手や切皮・弾入時の違和感や痛みを出さないように基礎練習を忘れないように

評価方法

期末試験はKKKの技術で評価を行う。
●期末試験 (100。/o)

受講生への
メッセージ

様々な観灸の手技を行います。基本操作だけでなく踊床で便用する技術を
~夫
施します。

~夫
技は楽しんで受けて丁自けれ lよ幸いです。

【使用教科書・教材・参考書】

適宜配布



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床経絡経穴学②

Ctinical Meridian and Acupuncture Points

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

実務経験

重留 藍子

○

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位)

30

1

開請区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床経絡経穴学は鍼灸師が臨床現場で働いていくための必要な知識である。
この臨床経絡経穴学の授業では、経絡経穴概論で学んだ知識をもとに4択問題を解けるようにする。

※実務者経験 :2012～ 2014年 品川接骨院にて鍼灸治療に従事していた。(東洋医学的治療)

【到達目標】

全経絡・経穴を暗記し、取穴部位が分かる。また、経絡経穴概論に関わる4択を解くことが出来る。
(具体的な目標〉
目標①全経絡・経穴を暗記できる。
目標②取穴部位が正確にわかる
目標③4択を解き、自分で解説することが出来る

要穴について4択を解くことが出来る

手の要穴について4択を解くことが出来る

筋肉・神経・動脈についての4択を解くことが出来る

経絡経穴概論の4択を全て解くことが出来る

1回 目 流注について4択を解くことが出来る

2回 目 骨度法について4択を解くことが出来る

3回 目

4回 目

5回 目 腹部の横並びについて4択を解くことが出来る

6回 目 背部の横並びについて4択を解くことが出来る

7回 目 頭頸部の横並びについて4択を解くことが出来る

8回 目 足の要穴について4択を解くことが出来る

9回 目 足の要穴について4択を解くことが出来る

10回 目 奇穴について4択を解くことが出来る

11回 目 奇穴について4択を解くことが出来る

12回 目 現代的研究について4択を解くことが出来る

13回 目

14回 目

15回 目 期末試験

要です。
目標②取穴部位を復習する事が必要です
目標③4択を解くテクニックを授業中に学び、自宅で練習問題を解くことが必要です。

準備学習
時間外学習

評価方法

期末テスHこて知識の到達評価を行う。
●期末テスト(100%)

受講生への
メッセージ

魅力:経絡経穴概論は鍼灸師しか勉強する事が出来ない科目です。このような疾患にはこのイづ上
〔穴を使うとよいなどの知識を得ることもできます。1影釆思

者さんになぜこの経穴を使うのか説明することが出来るようになる為、身に着けるべき知識のひとつです。
また、国家試験を突破するために4択の解き方を学ぶことが大事です。
授業計画 :国家試験は全て4択です。問題形式に慣れるためにもしつかり取り組むようにしてください。

科書 :新版 経絡経穴概論 第2版 :日 本理療科教員連盟 公益社回法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
参考書 :経穴インパクト:原田晃著 医道の日本社出版
針灸学 (経穴篇)日 中共同編集 東洋学術出版社

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論③

Clinical Medicine General Remarks

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験
i

天本 保典

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分
i

曜日・時限
:

2セメ

ヨース i   午前集中・美容スポーツ
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まつてきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことつて必須
であり、鍼灸臨床家はさらに西洋・東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ。

実務者経験 :2003年 より現在に至るまで訪間を中心とした鍼灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す
る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網羅することによつて、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

〈具体的な目標〉
(目標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。
(目標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目標①)内分泌疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

2回 目 (目標②)内分泌疾患・下垂体疾患について学び説明することができる。

3回 目 (目標②)内分泌疾患・甲状腺疾患について学び説明することができる。

4回 目 (目標②)内分泌疾患・副腎疾患について学び説明することができる。

5回 目 (目標①)整形外科疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

6回 目 (目標②)整形外科疾患・総論について学び説明することができる。

7回 目 (目標②)整形外科疾患・総論について学び説明することができる。

8回 目 (目標②)整形外科疾患・骨代謝疾患について学び説明することができる。

9回 目 (目標②)整形外科疾患・筋腱疾患について学び説明することができる。

10回 目 (目標②)整形外科疾患・形態異常について学び説明することができる。

11回 目 (目標②)整形外科疾患・脊椎疾患について学び説明することができる。

12回 目 (目標②)整形外科疾患・脊髄損傷について学び説明することができる。

13回 目 (目標②)整形外科疾患・外傷について学び説明することができる。

14回 目 (目 標②)整形外科疾患・その他の整形外科疾患について学び説明することができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

く口弔き■)
(目標②'泉

汗 探 沃 7硬 協 套 I角キ神〕甲 」I生埋 7」 Il丙 埋 7」ァ キ ス トを読 ん で 、あ らか しの ヤ 哲 を しKくた きい 。
)東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

前回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レポートの提出も加点の材料とする。
●小テスト(10%)
●課題レポート(100/。 )
●定期テスト(800/0)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床医学の用語は医療従事者間のコミュニケーションには欠かせない共通言語となりますし、思者へ病態の説明にも欠かせません。覚えることが多
く、大変とは思いますが頑張つてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論」



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

病理学概論

Pathology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
i

実務経験
i

上村 尚央

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

病理学概論は生理学、解剖学を理解して、人体の正常な反応を理解していることが必要となる。
病理を・循環障害 ・退行性病変 ・進行性病変 ・炎症 ・腫瘍 ・免疫異常 ・先天性異常 に分け、それぞれ正常範囲を逸脱した時に人体にどのような反応が起き
るのかを学習、理解し、本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

※実務者経験 :2014年～2017年 有限会社白龍堂 訪問リハビリマッサージオアシスにて訪問鍼灸治療に従事していた。(病理学に基づく鋭灸治療)

【到達目標】

病気、疾病の基本的な知識を修得し、病気に対する基礎的な理解を深める。また、疾病に関して医療関係者と情報交換できる程度の知識の修得と、一般の方にわ
かりやすく説明できるようになる。
<具体的な目標>
目標①疾病を引き起こす原因を理解し、情報としてキャッチできるようになる。
目標②各疾病について理解し、わかりやすく説明できるようになる。

1回 目 炎症性疾患について説明できる①

2回 目 炎症性疾患について説明できる②

3回 目 炎症性疾患について説明できる③

4回 目 腫瘍について説明できる①

5回 目 腫瘍について説明できる②

6回 目 腫瘍について説明できる③

7回 目 免疫異常について説明できる①

8回 目 免疫異常について説明できる②

9回 目 免疫異常について説明できる③

10回 目 先天性異常について説明できる①

11回 目 先天性異常について説明できる②

12回 目 先天性異常について説明できる③

13回 目 炎症、腫瘍、免疲異常、先天性異常について再確認し、よりわかりやす〈説明できるようになる

14回 目 循環障害、退行性病変、進行性病変について再確認し、よりわかりやすく説明できるようになる

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

日標①解剖字、生埋字についてチ里解、予習が必要です
目標②各単元ごとに小テストを行いますので、講義の復習が必要です

評価方法

授業内容理解の確認小テストを4回実施する。
定期テストにて知識の到達評価を行う。
●Jヽテスト(400/O)
●定期テスト(60%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床で患者からよく間かれることは病気に関する情報で、それについて正しい返答することが患者との信頼形成において重要になります。

その他、疾病につながる情報を逃さずキャッチできるように、何が異常なのかを理解することは大切です。
国試だけでなく、その後の臨床を見据えて勉強しましょう。

教科書
―
滝澤登一郎・畠山茂著 病理学概論 医歯薬出版

参考書 :岩田隆子監修 わかりやすい病理学 南江堂

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

ヨース

東洋医学臨床論②

Tradit ona Chinese Med c ne Cin cal

午前集中・美容スポーツ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 重留 藍子

実務経験 ○

授業
形態

講義 翻帥
３０

　

‐

開講区分

曜日・時限

2セメ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実際の臨床では患者の訴えをもとに弁証を立てていく必要がある。
1年次に学んだ東洋医学概論をもとに、中医学の考えをさらに深め、疾患ごとに弁証を立てることが出来るようになり、説明を行うことが出来るようになる。

実務経験:2012年 ～2014年 品川整骨院にて鋭灸治療に従事していた。(東洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

治療原則、西B穴法を学び、耳鳴り・難聴から排尿障害までの弁証を理解し、自分で弁証を立てることが出来る。また、関連する国家試験の過去間を解き、どのような

出題がされているか自分で分析することが出来るようになる◇
毎回1間例題を挙げ、グループに分かれ弁証を立てていくというグループワークを行う。
(具体的な目標〉

目標①臓腑の生理作用・生理特性を述べることが出来る。
日標②耳鳴り・難聴から排尿障害までの弁証を立てることが出来、治療穴を選ぶことが出来る。
日標③国家試験の過去間を解き、4択問題が解けるようになる。

●‐■■■■■‐■‐  ―‐■――‐■1優鶏証古本■■■
=|■
■■■|■II■|||■■||||

1回 目 耳鳴り・難聴の弁証を立てることが出来る

2回 目 咳嗽の弁証を立てることが出来る

3回 目 喘息の弁証を立てることが出来る

4回 目 胸痛の弁証を立てることが出来る

5回 目 腹痛の弁証を立てることが出来る

6回 目 腹痛の弁証を立てることが出来る

7回 目 悪心嘔吐の弁言正を立てることが出来る

8回 目 便秘の弁証を立てることが出来る

9回 目 下痢について弁証を立てることが出来る

10回 目 インポテンツの弁証を立てることが出来る

11回 目 月経異常の弁言正を立てることが出来る

12回 目 月経異常の弁証を立てることが出来る

13回 目 排尿障害の弁証を立てることが出来る

14回 目 耳鳴り・難聴から排尿障害までの弁証を立てることが出来る

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

日襟①前提 :この授業を受けるには、1年釈の東洋医学料尤論の理解が不可欠です。また、経絡縫穴概論の復習が必要です。
目標②弁証の立て方を毎回復習する事が必要です
目標③その国に解いた国家試験の4択は期末試験に出しますので、復習が必要です。

評価方法

定期テストにて知識の到達評価を行う。
●期末試験(100°/o)

受講生への
メッセージ

魅力 :1年次暗記するだけで大変だつた東洋医学概論の知識を応用して、冥際の患者に対しどのように弁証を立てていくかを字んでいく授業です。弁証

を立てることが出来ると、患者に対しどのような治凍を行つていくべきかがはっきりとし、説明をすることが出来るようになります。

授業計画 :グルーブになって弁証を立てていきます。1年次に理解できなかったことも仲間と話すことで少しずつ理解していくことが出来ます.授業は欠
席しないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋医学臨床論 鋭灸編 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
新版 東洋医学概論 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
新版 経絡経穴概論 1社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (1申経生理 )

AnatOmicaI Physiology

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

実務経験

福島美沙紀

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

鍼灸師に必要な基礎的な解剖的知識 (中枢神経・解剖学)について学習していく。教科書に沿つたプリントを配布し、講義を進めていく。毎回、授業の始まりに復習を
兼ねた小テストを実施し、総復習の際には国家試験の過去間を解いてもらう。
中枢神経の生理学では、解剖学で習つた脳・脊髄の構造をもとに、それぞれの生理機能を学習してく。学生さんが最も苦手とする分野の一つなので、講義を休まず
に受講し、相互理解に努める必要がある。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく3ct灸治療を行つていた。

【到達目標】

生理学の中枢神経について理解してもらう。

く具体的な目標〉
③静止電位、活動電位について理解する
②神経伝達の仕組みを理解する
③反射の経路、神経支配について理解する

1回 目 (講義)神経系の分類と構造

2回 目 (講義)神経線維の興奮と伝導①

3回 目 (講義)神経線維の興奮と伝導②

4回 目 (講義)シナプス伝達

5回 目 (講義)中枢神経系の分類と機能

6回 目 (講義)反射 脊髄

7回 目 (講義)脳幹、小脳の機能

8回 目 (講義)視床、視床下部の機能

9回 目 (講義)大脳の機能①

10回 目 (講義)大脳の機能②、脳脊髄液

11回 目 (講義)筋の収縮の仕組み

12回 目 (講義)骨格筋の神経支配①

13回 目 (講義)骨格筋の神経支配②

14回 目 (講義)総復習

15回 目 テスト

準備学習
時間外学習

評価方法

筆記テスト100点

受講生への
メッセージ

神経系は学生みんなが苦手としている分野になります。覚えることが複雑で大変ですが頑張つていきましょう

【使用教科書・教材・参考書】

生理学(医歯薬出版株式会社)
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

運動学

Kinesioiogy

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 平山 紘成

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

解剖学の中の骨学・筋学を基礎中心に人間の正常な身体運動を科学的に学習を行う。特に運動器疾患の診察においては動作分析が正確な病態を把握するため
に必要なため動作分析やキネシオテーピングを使用した筋の走行の把握を重点に授業を進める。

実務経験 :2018年から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく鍼灸治療 )

【到達目標】

人間の正常な運動行動について分析、解析し理解をすることができる。国家試験に対応できる運動学の知識を得る。

1回 目 運動の目的、表し方について説明できる。

2回 目 身体運動に関する力について説明できる。

3回 目 骨、関節の構造と機能について説明できる。

4回 目 骨格筋の構造と機能について説明できる。

5回 目 神経の構造と機能について説明できる。

6回 目 運動感覚(感覚と知覚)について説明できる。

7回 目 反射の種類について説明できる。

8回 目 随意運動について説明できる。

9回 目 上肢帯、肩関節、肘関節、前腕、手関節の運動について説明できる。

10回 目 股関節、膝関節、足関節、足部の運動について説明できる。

11回 目 姿勢の種類と重心について説明できる。

12回 目 歩行周期と歩行時の筋活動について説明できる。

13回 目 乳幼児期の運動発達について説明できる。

14回 目 運動技能学習の過程について説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

得回の長業の復習が重要になるのでしつかり復習を行つてください。

評価方法

●期末テスト(100%)

受講生への
メッセージ

運動器に関する総復習を行いつつ、身体運動について字んでいきます。筋の起始F止、支酉己神経、作用などの復習をすることが重要です。また主要な
筋の走行を体表で確認するためにキネシオテーピングを使用したグループワークもありますので積極的に参加して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】西己布資料にてすすめる。



2022年度 授業概要
学 科 :      鍼灸科     _

リハビリテーション

RehabilitatiOn Medicine

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

今井 風太

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビリテーション医学の成り立ちを理解する。さらに運動学、生理学を含め、リハビリテーションの対象となる疾患の理解と治療方針を理解すること。

実務経験 :実務経験 :理学療法士として14年勤務。

【到達目標】

・リハビリテーションの理念を理解し、習得する。
・リハビリテーションの中でも特に理学療法についての知識を習得する。
<具体的な目標>
目標① リハビリテーション医学の国家試験の過去問題の正答率が80%を超える。
目標② 西洋医学における疾患の捉え方を理解できる。
日標③ リハビリテーションの成り立ちと各種障害の評価方法が理解できる。
日標④ 各疾患別のリハビリテーションの流れが理解できる。

1回 目 1セメの試験の解説、脊髄損傷のリハビリテーション (麻痺のタイプと残存機能)

2回 目 脊髄損傷のリハビリテーション (ADL、 損傷高位による移動手段の違い)

3回 目 春髄損傷のリハビリテーション (急性期、回復期のリハビリテーション、ケアとリスク管理)

4回 目 神経難病のリハビリテーション (パーキンソン病を中心に)

5回 目 小児のリハビリテーション (脳性麻痺を中心に)

6回 目 骨閥節疾患 (五十肩、頸肩障害、腰痛)

7回 目 末精神経障害

8回 目 骨関節疾患 (変形性膝関節症、変形性股関節症、大腿骨頚部骨折)

9回 目 骨関節疾患 (スポーツ障害、関節リウマチ)

10回 目 切断のリハビリテーション

11回 目 呼吸器疾患のリハビリテーション (閉塞性肺疾患と拘束性肺疾患)

12回 目 心疾患のリハビリテーション

13回 目 運動の仕組み (足の機能、正常歩行と異常歩行)

14回 目 期末試験

15回 目 2セメ試験解説

準備学習
時間外学習

各授業の復習は、単元毎の国家試験出題傾向を理解し、講義フリントを見ながら解説を作ることをお勧めします。
また、重要な内容について講義プリントでカッコ抜きになつている部分についての理解を深めましょう。

評価方法

定期試験(100%)
上記に加え、授業点を上記に加点形式で行います。

受講生への
メッセージ

この講義では西洋医学における疾患の捉え方を理解し、その症状、障害へのアブローチの一つである|ル ビヽリテーションについて字んでいきます。(幅

床医学各論との関連がある内容を含みます)近年の医療情勢において、鍼灸院のクライアンHこもIル ビヽリテーションを経験している方も多くなつてい
ます。クライアントの受けている|ル ビヽリテーションの理解を深めることは、より良い治療を見出すことに繁がります。

教科書 : 上肥 信之・出江 紳―・関勝 著 「リハビリテーシヨン医学 第4版」 医歯薬出版株式会社

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸

科目名
(英 )

はりきゆう理論①

Teory of Acupuncture and Moxibustion

必修
選択

必修 年次 2

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30 開講区分

曜 日・時

2セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整形外科病院等にて鍼灸治療に従事した教員が、この講義では鋤灸の治効理論について学習していく。治効理論を理解するためには神経生理学の基礎知識が必

須となるため、表在感覚の伝導路や反射、自律神経についての復習を行いながら授業を進めていく必要がある。また、鍼灸でおこる鎮痛機構も改めて学習してい

く。
本講義終了後には治効理論を基にした治療方法を構築できるようになり、鍼灸の治効のメカニズムを患者さんに対して簡潔に説明できるようになります。

※実務者経験 :2005年から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

古来より伝わるはりと灸の用具や刺法についての知識を修得する。現行の鍼灸の施術方法、またリスク管理について理解し、方法論を修得する。今ゴメ灸の適応となる

疾患についての知識と過誤についての知識を基にリスク管理をしつかりとできるようになる。鍼灸の治効理論についての知識を獲得し、患者に説明できるようにな

る。

:内蓉

1回 目 釘,'の基礎知識(用具)について説明できる。

2回 目 鍼の基礎知識(古代九鍼)について説明できる。

3回 目 刺f成の方式と術式(束1鍼の方式、刺鍼の術式)について説明できる。

4回 目 刺鍼の方式と術式(束1鍼の方式、刺鍼の術式)について説明できる。

5回 目 刺鋭の方式と術式(刺航の方式、刺↑すァの術式)について説明できる。

6回 目 特殊鍼法について説明できる。

7回 目 灸の基礎知識(灸の材料、線香)について説明できる。

8回 目 灸術の種類(有痕灸、無痕灸)について説明できる。

9回 目 鋭灸の臨床応用(刺激量、感受性、鍼灸療法の適応症)について説明できる。

10回 目 鍼灸の臨床応用(鋭灸療法の禁忌)について説明できる。

11回 目 リスク管理(リスク管理の基本、鍼療法の過誤と副作用)について説明できる。

12回 日 リスク管理(鍼療法の過誤と副作用)について説明できる。

13回 目 リスク管理(灸療法の過誤と副作用)について説明できる。

14回 目 リスク管理(感染症対策)について説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

整理して覚えていくことで国家試験の頻出問題にも対応できるようになります。授業後にしっかりと復習をしてくたさい。

評価方法

●小テスト(400/0)
●定期テスト(600//o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

古来より行われている日本の鍼灸がどのように変革し現行のものになっているかや現在も行われている特殊な鋭や灸についての知見を広めることが

できます。また過誤の対処法や治効理論を学ぶことにより臨床で役立つ知言哉を得ることができます。
授業計画 :この授業では学習した内容の範囲を次回の授業開始に小テストを行い確認します。授業内容の復習と整理をしておいてください。小テストは

授業評価にもなりますので遅刻、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

はりきゅう理論(株式会社 医道の日本社 公益社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床実習前実技試験対策

CtinicaI Practice Sk‖ Is Lecture

必修

選択
必修 年次 2

担当教員
:

実務経験
:

藤崎 舞椰

○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜 日・時

2セメ

]―ス 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業では3年次に行われる臨床実習に向けて、1年次・2年次に修得した治療法や検査法を復習し、医療面接の練習を行つていく。
臨床現場では医療面接のスキルや検査法、治療法の知識が問われるため、患者の病態を把握するために適切な医療面接や検査法を行うことは、非常に重要でな
ことである。
本授業終了時には医療面接から検査、治療に至るまでの一連の流れを把握出来るようになる。

実務経験 :2012年～2017年枚as鋭灸マッサージ治療院、2018年 ～2019年ゼロスポ鍼灸整骨院にて従事

【到達目標】

医療面接のスキルを身につけ、接遇力を向上することが出来る
また病態を正しく把握し、患者に分かりやすく説明することが出来る◇
〈具体的な目標〉
目標①相手に不快感を与える事のない接遇力を身につける。
日標②血圧測定・腱反射・徒手検査を正しい手順で出来るようになる。
目標③医療面接から徒手検査を行い総合的に病態を把握することが出来るようになる。

|■●
=■
|=|=■

.I■l=|=|

1回 目 医療面接とは何かについて理解する

2回 目 医療面接を参考書を使用しながら実施することが出来る

3回 目 医療面接を実施することが出来る

4回 目 血圧測定を実行することが出来る

5回 目 血圧測定と腱反射を実行することが出来る

6回 目 頸椎神経根症・胸郭出口症候群に対する徒手検査を復習し、実行することが出来る

7回 目 上肢に対する徒手検査を復習し、実行することが出来る

8回 目 腰痛・股関節痛に対する徒手検査を復習し、実行することが出来る

9回 目 月黍痛に対する徒手検査を復習し、実行することが出来る

10回 目 腹部・腰部の経穴に対し、直刺が出来る

¬回目 上肢・下肢の経穴に対し、横刺・斜刺が出来る

12回 目 上肢・下肢の経穴に対し、透熱灸と人部灸が出来る

13回 目 医療面接・血圧測定・徒手検査を決められた時間内で実行できる

14回 目 直束1・横刺・斜刺・透熱灸・人部灸を決められた時間内で実行できる

15回 目 期末試験

準備学習
・徒手検査法の復習が必要です
・医療面接や血圧測定など繰り返し復習が必要です

間外学習

評価方法

●期末試験(医療面接と検査法)

受講生への
メッセージ

患者を治療するための病態・経過・生活を知るうえでとても重要になってきます。
術者の些細な接遇によって患者へ安心感を与えたり不快感を与えます。
自分がどのように患者と接するかを学び、勉強してきた検査法でより正確な治療法を判断できるようになる大切な授業です。

【使用教科書・教材・参考書】

参考書 :滋慶認定実技審査対応 ずっと使える !鋭灸臨床BOOK株 式会社 滋度出版/つちや出版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技 (現代1成灸治療 )

Acupuncture and Moxibustion PracticaI Ski‖ s

必修  :
選択  : 必修 年次 2

担当教員 :

実務経験 :

平山 紘成

O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

1

2セメ開講区分

曜日・時限コース :   午前集中・美容スポーツ
【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
・運動器疾患である腰下肢痛、頚上肢痛、肩関節痛、膝関節痛に関する講義を行う。(鍼灸適応疾患、鑑別法、徒手検査、腱反射、治療方法など)
・担当教員による説明と模擬実技の後に、それぞれが実技練習を行う。教員が見回つて指導していく。配布資料を基に講義していく。
・ペア同士で練習する。お互いに痛みのチェックをして、技術を研鑽していく。

実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属全戌灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代金戌灸医学に基づく全戌灸治療)

【到達目標】
・腰下肢痛、頚上肢痛、肩関節痛、膝関節痛を引き起こす原因疾患や鍼灸の適応・不適応疾患を説明でき、それらを鑑別することができる。また、適切な治療部位

(経穴)を設定し鍼灸施術を行うことができる。
・施術後の評価を行うことができる。

1回 目 腰下肢痛の原因疾患と鍼灸適応・不適応疾患について説明できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

2回 目 腰下肢痛の治療を行う上で必要な検査法(徒手検査)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、全戌灸施術を行うことができる。

3回 目 ]要下肢痛の治療を行う上で必要な検査法 (1建反射)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、食戌灸施術を行うことができる。

4回 目 頚上肢痛の原因疾患と飯灸適応・不適応疾患について説明できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

5回 目 頚上肢痛の治療を行う上で必要な検査法 (徒手検査)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、会卜す灸施術を行うことができる。

6回 目 頚上肢痛の治療を行う上で必要な検査法(腱反射)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

7回 目 腰下肢痛・頚上肢痛の復習

8回 目 肩関節痛の原因疾患と鍼灸適応・不適応疾患について説明できる◇症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

9回 目 肩関節痛の治療を行う上で必要な検査法 (徒手検査)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

10回 目 肩関節痛の治療を行う上で必要な検査法 (1建反射)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

11回 目 膝関節痛の原因疾患と鍼灸適応・不適応疾患について説明できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、釘,売灸施術を行うことができる。

12回 目 膝関節痛の治療を行う上で必要な検査法 (徒手検査)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、鍼灸施術を行うことができる。

13回 目 膝関節痛の治療を行う上で必要な検査法 (Π建反射)を実践できる。症状による反応点に基づいた取穴ができ、会成灸施術を行うことができる。

14回 目 肩問節痛・膝関節痛の復習

15回 目 定期テスト

準備学習
時間外学習

技術や矢回識を身につけるには技某日寺間だけでは足りません。必ず、目身で練昔していきましよつ。

言平イ両方 ,去

期末試験 (100%)内 容 :鍼通電療法と刺鍼技術について評価する

受講生への
メッセージ

講義で説明する運動器疾患は鋭灸のニーズが多い疾患です。基礎となる知言哉と技術を身につけていきましょう。

k]来 用 子X↑キ号写・字ス↑狗・セタ 将́ゼ争】 山ET「ユン ツ _ノ
「



2023年度 授業概要
学 科 :航灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論④

Clinical Medicine General Remarks

必修
選択

必修 年次 2

授業
形態

講義
総時間
(単位) 1

30 開講区分 :

曜日・時限 :

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員 見 る教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まってきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことつて必須

であり、鍼灸臨床家はさらに西洋・東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ。

実務者経験 :2003年より現在に至るまで訪問を中心にした鍼灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す

る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網羅することによつて、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

〈具体的な目標〉
(目標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。

(目 標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目標①)代謝性疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

2回 目 (目標②)代謝性疾患・糖代謝異常について学び説明することができる。

3回 目 (目標②)代謝性疾患・脂質異常症について学び説明することができる。

4回 目 (目標②)代謝性疾患・尿酸代謝異常。その他の代謝異常について学び説明することができる。

5回 目 (目標①)血液・造血器疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

6回 目 (目標②)血液・造血器疾患・赤血球疾患について学び説明することができる。

7回 目 (目標②)血液・造血器疾患・白血球疾患について学び説明することができる。

8回 目 (目標②)血液・造血器疾患・リンパイ用内系疾患について学び説明することができる。

9回 目 (目標②)血液・造血器疾患・出血性疾患について学び説明することができる。

10回 目 (目標①)リ ウマチ性疾患・膠原病の学習について必要な解割学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

11回 目 (目標②)リウマチ性疾患・膠原病・リウマチ性疾患について学び説明することができる。

12回 目 (目標②)リウマチ性疾患・膠原病・全身性エリテマトーデス・全身性硬化症について学び説明することができる。

13回 目 (目標②)リ ウマチ性疾患・膠原病・ベーチェット病・多発性筋炎・皮膚筋炎について学び説明することができる。

14回 目 (目標②)リ ウマチ性疾患・膠原病の総復習

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

配羽岡σ万雨〒戻法学校協会「解剖学」「生理学」1病理学」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
(目標②)東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

前回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レポートの提出も加点の材料とする。

●小テスト(10°/o)

0課題レポート(100/。 )
●定期テスト(800/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

の のコミュニ し

く、大変とは思いますが頑張つてください。

ヨ ン 欠かせない共通言語と の えること

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論」



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

ヨース

東洋医学臨床論③

Trad tiOna Chinese Medicine Clinica

午前集中・美容スポーツ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

重留 藍子

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実際の臨床では患者の訴えをもとに弁証を立てていく必要がある。
1年次に学んだ東洋医学概論をもとに、中医学の考えをさらに深め、疾患ごとに弁証を立てることが出来るようになり、説明を行うことが出来るようになる。

実務経験 :2012年～2014年 品川整骨院にて鍼灸治療に従事していた。(東洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

肩こりからスポーツ障害までの弁証を理解し、自分で弁証を立てることが出来る。また、関連する国家試験の過去間を解き、どのような出題がされているか自分で分
析することが出来るようになる。

〈具体的な目標〉
目標①臓腑の生理作用・生理特性を述べることが出来る。
目標②肩こりからスポーツ障害までの弁証を立てることが出来るようになる。

授業計画・内容

1回 目 肩こりについて弁証を立てることが出来る

2回 目 高血圧・低血圧について弁証を立てることが出来る

3回 目 食欲不振・肥満について弁証を立てることが出来る

4回 目 頸肩腕痛・上肢痛・肩関節痛について弁証を立てることが出来る

5回 目 腰下肢痛・R黍痛について弁証を立てることが出来る

6回 目 発熱について弁証を立てることが出来る

7回 目 のぼせ冷え・不眠について弁証を立てることが出来る

8回 目 疲労について弁証を立てることが出来る

9回 目 発疹について弁証を立てることが出来る

10回 目 小児・高齢者疾患について弁証を立てることが出出来る

11回 目 運動麻痺について弁証を立てることが出来る

12回 目 スポーツ障害について弁証を立てることが出来る

13回 目 スポーツ障害について弁証を立てることが出来る

14回 目 肩こりからスポーツ障害について弁証を立てることが出来る

15回 目 定期試験

準備学習
時間外学習

目標②弁証の立て方を毎回復習する事が必要です
目標③その国に解いた国家試験の4択は期末試験に出しますので、復習が必要です。

評価方法

定期試験にて知識の到達評価を行う
0期末試験(100%)

受講生への
メッセージ

魅力 1年次日音記するだけで大変だつた東洋医学概論の知識を応用して、実際の患者に対しどのように弁証を立てていくかを学んでいく授業です。弁証
を立てることが出来ると、患者に対しどのような治療を行つていくべきかがはっきりとし、説明をすることが出来るようになります。
授業計画 :グループになつて弁証を立てていきます。1年次に理解できなかったことも仲間と話すことで少しずつ理解していくことが出来ます。授業は欠
席しないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋医学臨床論 1域灸編 1社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
新版 東洋医学概論 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版
新版 経絡経穴概論 :社団法人 東洋療法学校協会編 医道の日本社出版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

解剖生理学 (末梢神経 )

AnatOmicaI PhysioIOgy

窪紫 : 必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

福島美沙紀

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

鍼灸師に必要な基礎的な解剖的知識(中枢神経・解剖学)について学習していく。教科書に沿つたプリントを配布し、講義を進めていく。毎回、授業の始まりに復習を
兼ねた小テストを実施し、総復習の際には国家試験の過去間を解いてもらう。
中枢神経で学んだ脳・脊髄の解剖生理学に続き、末梢神経では脳と脊髄から出てくる神経について学習していく。脳から出る12対の神経については、名称・機能・

走行など覚えることも多く混乱する可能性があるため、各々で整理しながら受講する必要がある。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく航灸治療を行つていた。

【到達目標】

末梢神経とは何かを理解・説明できるようになる

(具体的な目標〉
①脳神経12対を順番通りに言えるようになり、それぞれが通る孔も言えるようになる
②脊髄神経の各神経叢の枝を覚える
③自律神経系とは何かを説明できるようになる

1回 目 (講義)脳神経の分類 構造 嗅神経 視神経

2回 目 (講義)動眼神経 滑車神経 外転神経

3回 目 (講義)三又神経 顔面神経 内耳神経

4回 目 (講義)舌Π困神経 迷走神経 副神経

5回 目 (講義)舌下神経 脳神経の練習問題 脊髄神経の概要

6回 目 (講義)脊髄神経の前枝、後枝、神経叢 頚神経叢の構造

7回 目 (講義)腕神経叢の構造、走行

8回 目 (講義)腰神経の構造、走行

9回 目 (講義)仙骨神経の構造、走行

10回 目 (講義)デルマトーム 脊髄神経の練習問題

11回 目 (講義)自 律神経系の構造、概要

12回 目 (講義)自律神経調節、神経伝達物質と受容体

13回 目 (講義)自律神経の中枢、関与する反射

14回 目 (講義)総復習

15回 目 テスト

準備学習
時間外学習

特に必要ありません

評価方法

筆記テスト100点

受講生への
メッセージ

神経系は学生みんなが苦手としている分野になります。覚えることが複雑で大変ですが頼張つていきましょう

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学(医歯薬出版社 )
生理学(医歯薬出版社 )
プリント配布



2023年度 授業概要
学 科 :全成灸

科目名
(英 )

はりきゅう理論②

Teory of Acupuncture and Moxibustion

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 :

実務経験 :

片山 雄

○

授業
態形

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

整形外科病院等にて鍼灸治療に従事した教員が、この講義では鍼灸の治効理論について学習していく。治効理論を理解するためには神経生理学の基礎知識が必

須となるため、表在感覚の伝導路や反射、自律神経についての復習を行いながら授業を進めていく必要がある。また、鍼灸でおこる鎮痛機構も改めて学習してい

く。
本講義終了後には治効理論を基にした治療方法を構築できるようになり、鍼灸の治効のメカニズムを患者さんに対して簡潔に説明できるようになります。

※実務者経験 :2005年から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

鍼を行つた場合と灸を行つた場合に生体にどのような変化、反応を起こすことができるかを理解したうえで、疾患に対する運用の計画が立てられるようになる。

鍼灸による鎮痛機構や生体防御機構を発現する刺激量、刺激方法を考案できる。
鋭灸による治効理論の知識を獲得し、患者に説明できるようになる。

|―■■:■■■
==凄
業許Shす●|≡妻て11■||■|■||

1回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 反射

2回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 反射

3回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 体性感覚と伝導路

4回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 体性感覚と伝導路

5回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 熱傷と炎症

6回 目 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 熱傷と炎症 トリガーポイント

7回 目
鍼灸治効機序 鍼鎮痛(内因性痛覚抑制
系)

8回 目 鋭灸治効機序 鍼鎮痛(内因性痛覚抑制系)

9回 目 鍼灸治効機序 循環系とFれ灸

10回 目 鋭灸治効機序 循環系と鍼灸

11回 目 鍼灸治効機序 運動系と全成灸 消化器系と鋭灸 泌尿器系と鍼灸

12回 目 航灸治効機序 リラクセーシヨンと鍼灸 生体防御系と航灸

13回 目 鍼灸治効機序と臨床の接点 鍼灸刺激による治効機序

14回 目 航灸治効機序と臨床の接点 鋭灸刺激による治効機序

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

解副I理諄め郡経系の復習が必要になります。整理して覚えていくことで国家試験の頻出問題にも対応できるようになります。長業後にしっかりと復習
をしてください。

評価方法

●小テスト(400/。 )
●定期テスト(600/O)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

はりきゅうをするとなぜ痛みがなくなるのか、なぜ病気が治せるのかという疑間を解明していきます。勉強をしていくと鋭灸治療は神経系と密接に関わつ

ていることが分かります。この授業の理解のためには解剖生理学の神経系の知識が必要です。復習を行いながら進んでいきますので神経の知識も身
につけていきましょう。
授業計画 :この授業では学習した内容の範囲を次回の授業開始に小テストを行い確認します。授業内容の復習と整理をしておいてください。小テストは

授業評価にもなりますので遅刻、欠席をしないようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

はりきゆう理論(株式会社 医道の日本社 公益社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技 (古典経絡治療 )

Acupunture and Moxibust on Practica Skls

必修

選択
鯵修 年次 2

担当教員 :

実務経験 :

馬場 道啓

O

授業
形態

演 習
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時

3セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

日本の伝統的治療法である「経絡治療」の基本となる考え方をしつかりと学んだ上で、六部定位脈診法による脈の取り方、弁証の立て方と段階を踏まえて、「経絡治

療」の治療方法へとつなげていく。全15回の中で「経絡治療」の基本となる部分を学んでいく。

実務経験 :1998年 から現在に至るまで「馬場回生堂鋭灸療院」にて鍼灸臨床の経験をもつ。

【到達目標】
「経絡治療」について基本的事項から実際の治療方法に至るまで、座学講義に実技指導を交えながら、知識と技術の両面より学習を深めていく。

(具体的な目標〉
目標① 経絡治療の基本的な考え方を説明できるようになる。
日標② 経絡治療の診断に必要な脈診法ができるようになる。
目標③ 経絡治療としての弁証法を学び、実際に治療ができるようになる。

1授業計画・内容|

1回 目 (目標①)経絡治療の基本的な考え方が説明できる〔座学講義〕

2回 目 (目標①)東洋医学にみる体の特徴を説明できる〔座学講義〕

3回 目 (目 標①)脈診の意義と種類について説明できる〔座学講義〕

4回 目 (目 標①)要穴の選穴と補潟手技について説明できる〔座学講義〕

5回 目 (日標②)祖脈診の方法を学び実践できる〔実技講義〕

6回 目 (目標②)祖脈診の方法を学び実践できる〔実技講義〕

7回 目 (目標②)六部定位脈診の方法を学び実践できる〔実技講義〕

8回 目 (目標②)六部定位脈診の方法を学び実践できる〔実技講義〕

9回 目 (目標③)要穴の取穴について学び、実際の治療に関わる経穴を指示できる〔実技講義〕

10回 目 (目標③)補潟手技について学び、実際の臨床を想定した治療を行うことができる〔実技講義〕

11回 目 (目 標③)カルテ作成の仕方を学び、治療に関する記録を残すことができる〔実技講義〕

12回 目 (目 標③)実際の臨床を想定した治療ができる(運動器疾患)〔実技講義〕

13回 目 (目 標③)実際の臨床を想定した治療ができる(内科系疾患)〔実技講義〕

14回 目 (目 標③)実際の臨床を想定した治療ができる(婦人科疾患)〔実技講義〕

15回 目 (目 標③)実際の臨床を想定した治療ができる(まとめ)〔実技講義〕

準備学習
時間外学習

旺研頴)凍評距蒔羽扁諏弱啄ア誕頭Attn識が必要不可欠となるので、卜2年次の復習が必要です。
(目 標②)東洋医学概論の四診編での知識が必要不可欠となるので、、1・ 2年次の復習が必要です。
(目標③)治療に必要な経穴を取る際には経絡経穴概論の知識が必要不可欠となるので、、1・ 2年次の復習が必要です。

評価方法

期末試験は実施せず、出席日数のみを評価の対象とする。
●出席点(100%)

受講生への
メッセージ

東洋医学的な診断と治廉ができると治療の幅が広がります。

【使用教科書 教材・参考書】

東洋医学概論・東洋療法学校協会

経絡経穴概論・東洋療法学校協会



2023年度 授業概要
学 科 :航灸科

科目名
(英 )

はりきゆう実技 (中医鍼灸治療 )

Acupuncture and Mox bustion PracticaI Skilis

必 修

選択
必修 年次 2

担当教員

実務経験

重留 藍子

O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業では1年次に修得した基礎をもとに、中医学的治療を中心に学んでいきます。また中医学治療②と同時に並行して授業を行つていきます。

臨床現場で治療を行つていくには様々な治療法を習得していることにより、自分の自信につながり、また患者にとつて一番良い治療法を選ぶことが出来ます。実際

に自分で治療を受けることにより患者側の立場になることが出来、臨床の場に出た時より詳しく治療の効果や時には起こりうる副作用のようなものについてもしつか

りと説明することが出来るようになります。
本授業終了時には疾患別に適した治療ができるようになります。

実務経験 12012年 ～2014年 品川整骨院にて鍼灸治療に従事していた。

【到達目標】

どの治療法についても基礎知識を習得し、スムーズに治療を行うことが出来るよう技術を習得する。
またその治療効果と起こりうる現象を体験し、患者に分かりやすく説明することが出来る。
〈具体的な目標〉

目標①東洋医学的問診が出来るようになり、弁証を立てることが出来る
目標②舌診脈診が出来るようになる
目標③疾患別に局所以外の治療穴を習得できる

1回 目 十問診・舌診が出来、肩こりについて説明できる

2回 目 十問診・舌診・脈診が出来、頭痛について説明できる

3回 目 十問診・舌診・脈診が出来、眼精疲労について説明できる

4回 目 十問診・舌診・脈診が出来、鼻閉・鼻汁について説明できる

5回 目 十問診・舌診・脈診が出来、咳嗽について説明できる

6回 目 十問診・舌診・脈診が出来、便秘・下痢について説明できる

7回 目 十間診・舌診・脈診が出来、月経異常について説明できる

8回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、頸肩腕痛について説明できる

9回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、腰痛について説明できる

10回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、膝痛について説明できる

11回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、肥満について説明できる

12回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、発疹について説明できる

13回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来、不眠について説明できる

14回 目 十問診・舌診・脈診から弁証を立てることが出来る

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

目標Q)この授業を受lするには 1ヽ年次に勉強した東洋医学概論の理解が不可欠です
目標②2年の1セメの東洋医学概論の復習が必要です
目標③経絡経穴概論の取穴部分の復習と、大性の予習が必要です

評価方法

●実技試験

受講生への
メッセージ

魅力 1鋭灸治療には、大きく分けて経絡治療・中医学治療・現代的治療の三種類があります。
~夫
除に臨床に出た時に色々な治療法を知つておくことは、

自分にとつて大きな武器となります。また、患者に分かりやすくかつ納得してもらう説明が出来ることも大切です。授業中に実際に体験し、患者の気持ち

を体験してみて下さい。また、航管なしで鍼をさせるようにしましょう。
どの手技もできないからやらないではなく、出来るけれどもこの患者には必要ないなど自分で治療を選択できる鋭灸師になつて下さい。

基本的には1回完結の授業になりますので、体まないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :新版 経絡経穴概論 社団法人東洋療法学校協会編 医道の日本社出版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

あはきの適応
必修
選択

必修 年次 2 「量姦整最}…
平山 紘成

○

授業
形態

講義 演習
総時間
(単位)

30 3セメ開講区分

曜日・時限1コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

身体へ航灸を用いた侵害刺激を行うことで得られる反応を観察し評価する。
侵害刺激の種類、量、時間の設定および反応の評価項目の設定を考察することで生体反応を適切に観察することが可能となる。
あはきの適応は、生体反応を適切に観察・評価することで受信者への説明能力の向上が期待される。
上記の内容を少人数のグループに分けチーム内での役割の重要性についても学ぶことができる。

実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中 医学・現代鍼灸医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

発想力、計画力、実行力、考察力、修正力、まとめる能力を獲得する。
(具体的な目標)
目標①鍼灸刺激が生体に与えることで予想される反応を列挙し研究計画を立てる。
目標②適切な刺激、適切な評価による観察および継続した観察と記録を行う。
目標③得られた結果に対する解剖学、生理学、病理学的な背景を生かして口頭での発表を行う。

||■|■||||1坪―キ1輩甲1中谷||||||||111111111111111
1回 目 オリエンテーション、過去の事例に対する到達目標の確認

2回 目 (目標①)鍼灸刺激を与えることで得られる生体反応について(生理学・病理学・金十きゅう理論)

3回 目 (目標①)第 2回 目の授業で得られた生体反応に対する評価項目を含めた話し合い(実験・研究の流れ)

4回 目 (目標①)第 3回 目の授業得られた評価項目を用いて、計測可能な備品等も含め話し合う(実験・研究の流れ)

5回 目 (目標①)第 4回 目の評価項目に対する観察事項の確認と介入刺激の確認

6回 目 (目標②)対象者に対する刺激の種類・束1激量・場所の選定

7回 目 (目標②)第 6回 目に設定した刺激に対する根拠

8回 目 (目標②)対象者及び刺激の介入の開始1

9回 目 (目 標②)対象者及び刺激の介入の開始2

10回 目 (目 標②)対象者及び刺激の介入の開始3

11回 目 (目 標②)対象者及び刺激の介入の開始4

12回 目 (目 標② )対象者及び刺激の介入の開始5

13回 目 (目 標③)結果のまとめ

14回 目 (目標③)発表準備

15回 目 (目標③)発表準備

準備学習
時間外学習

不 政 莱 で ほ 、美 子貢肢 栗 や ptt l木 央 習 、性 7伎 栗 で 慇 した 颯 灸 ア)｀で きる ことを具 l不岡 に 表 ア ロll繰 を 行 い ま 丁 。
なぜ、どうしてという疑間を持ち続け、疑間を解消する思考方法を習得できるよう学習していきましょう。

評価方法

呵,2年生で行つてきた技能をもとに、感じた疑問点や鍼灸刺激を行うことで得られる反応の観察とまとめ、発表を行う
発表内容に関する考察や質問に対する対応を鑑み総合的に判断する。

受講生への
メッセージ

この授業では、能動的に観察考察することが求められますの受け身で得られるものよりも積極的に授業に参加することで卒業後の臨床力・臨床考零力

を養うことを目的としています。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学・生理学・病理学・はりきゅう理論



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床生理学

Clinical Histology

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

片山 雄二

O

婦蓬 :講義・演習
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)
この授業でははりきゅう臨床における治効機序について、主に神経生理の観点で学習していく。
本授業を受講することにより鍼鎮痛のおこる機序、循環系、運動器系、消化器、泌尿器系、生体防御系に及ぼす航灸の作用機序について理解することができる。

※実務者経験 :2005年 から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年 より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

鍼灸による鎮痛の機序について、専門用語を使用せず患者に分かりやすいく説明ができるようになる。
鍼灸によつて起きる皮膚および筋の血流改善について、専門用語を使用せず患者に分かりやすいく説明ができるようになる。
飯灸によって起きる免疫系への作用について、専門用語を使用せず患者に分かりやすいく説明ができるようになる。

一一一一一・一一一一一一一一・一一一一・・一一一一一一・

一一一・一一一
．■

一
一一
一一一
一一一
・ 一
一
一
一
一 ||―1計算:Ⅲ―会||||||||||||||||||||||lil=||||| ||||||||

1回 目 ガイダンス全Fl売鎮痛の概要について学び、説明できる。

2回 目 全身性鎮痛(ストレス誘発鎮痛)について学び、説明できる。

3回 目 全身性鎮痛(下行性痛覚抑制系)について学び、説明できる。

4回 目 全身性鎮痛(内因性オピオイド)について学び、説明できる。

5回 目 全身性鎮痛(広汎性侵害抑制調節)について学び、説明できる。

6回 目 脊髄分節性鎮痛(ゲート・コントロール説)について学び、説明できる。

7回 目 末梢性鎮痛について学び、説明できる。

8回 目 軸索反射について学び、説明できる。

9回 目 ↑成刺激による筋血流量の増加について学び、説明できる。

10回 目 f減刺激による動脈血圧の低下、鋭刺激による心拍数の低下について学び、説明できる。

11回 目 鍼刺激による運動反射について学び、説明できる。

12回 目 鍼刺激の消化管に対する作用について学び、説明できる。

13回 目 f庁ァ刺激の泌尿器系に対する作用について学び、説明できる。

14回 目 鍼刺激の生体防御系に対する作用について学び、説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

酢御J生埋写の子早橙糸、困分泌糸の復智が必要になります。蟹l」Jして
~見
えていくことで国家試験問題にも対応できるようになります。授業後にしっかりと

復習をしてください。最終的には患者にはりきゅうの作用効果を説明できるようになることを目指しましょう。

評価方法

筆記試験(1000/o)

受講生への
メッセージ

はりきゅうをするとなぜ痛みがなくなるのか、なぜ病気が治せるのかという疑問を解明し、その説明ができるようになります。鋭灸治療は神経系や内分
泌系と密接に関わつていることが分かります。この授業の理解のためには解剖生理学の神経系や寧分泌系の知識が必要です。復習を行いながら進ん
でいきますので神経や内分泌の知識も身につけていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

はりきゅう理論(株式会社 医道の日本社 公益社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論⑤

Ctinical Medicine General Remarks

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

天本 保典

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 :

曜日・時限 :

1セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まつてきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことつて必須
であり、鍼灸臨床家はさらに西洋,東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ。

実務者経験:2003年 より現在に至るまで訪間を中心にした鋭灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す

る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網経することによつて、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

(具体的な目標〉
(目 標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。
(目 標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目 標②)その他の領域・小児科疾患について学び説明することができる。

2回 目 (目 標①)一般外科の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

3回 目 (目 標②)一般外科について学び説明することができる。

4回 目 (目 標②)その他の領域・麻酔科について学び説明することができる。

5回 目 (目標②)その他の領域・麻酔科について学び説明することができる。

(目 標①)婦人科疾患について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

7回 目 (目 標②)婦人科疾患について学び説明することができる。

8回 目 (目標②)その他の領域・皮膚科疾患について学び説明することができる。

9回 目 (目標①)眼科疾患の学習について必要な解剖学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

10回 目 (目標②)その他の領域。日艮科疾患について学び説明することができる。

11回 目 (目標①)耳鼻科疾患の学習について必要な解割学、生理学、病理学の基礎的知識学び説明することができる。

12回 目 (目標②)その他の領域・耳鼻科疾患について学び説明することができる。

13回 目 (目標②)精神科疾患について学び説明することができる。

14回 目 (目標②)心療内科について学び説明することができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

(日 襟①)東洋療法学校協会I殉牢コ!字」I生 I口」字」1病 l望字」テキストを読んで、あらかしめ予智をしてくたざい。
(目 標②)東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。

評価方法

前回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レポートの提出も加点の材料とする。
●小テスト(10°/o)

0課題レポート(¬ 0%)
●定期テスト(800/c)
割合で成績評価を行う。

受講生への

メッセーン

臨床医学の用語は医療従事者間のコミュニケーションには欠かせない共通言語となりますし、患者へ病態の説明にも欠かせません。覚えることが多

〈、大変とは思いますが頑張つてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論 J



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

]―ス

東洋医学臨床論④

Traditional Chinese Med c ne Clinica Theory

午前集中・美容スポーツ

必修
選択

必修 年次 「墾轟整最3

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 :       ¬セメ
曜日・時限 :|

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

毎回ひとつの症状をテーマに置き、その症状を引き起こす疾患についての講義を行う。また、その中から鍼灸院に訪れる可能性がある病態を絞り、その疾患の鑑別

方法を伝えていく。参考としてそれぞれの症状別の治療穴を紹介する。
講義を中心に進める。必要に応じてグループワークやディスッカッション、実技を行う。

実務経験 :2012年 ～2014年 品川整骨院にて鋭灸治療に従事していた。(東洋医学に基づく鋭灸治療)

【到達目標】

鍼灸臨床において遭遇するであろう疾患に対して、患者が訴える症状から疾患の鑑別ができるようになる。また、全成灸治療の適用・不適用、緊急を要するかどうか

の判断を行う事ができる。

1回 目 頭痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

2回 目 腹痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

3回 目 胸痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

4回 目 不眠が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

5回 目 便秘が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

6回 目 下痢が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

7回 目 月経異常と更年期障害が主訴となる疾患について説明する事ができる。全成灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

8回 目 EDが主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

9回 目 排尿障害が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

10回 目 腰下肢痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。全成灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

11回 目 頚上肢痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

12回 目 膝関節痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

13回 目 肩関節痛が主訴となる疾患について説明する事ができる。鋭灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

14回 目 耳鳴り・難聴が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

将来の臨床に活かす為に、必す講義後に復習して下さい。

評価方法

筆記試験による定期テスト(100%)

受講生への
メッセージ

鋭灸師には現代医学と東洋医学両方の知識が求められます。鋭灸師にできる現代医学の鑑別法を学んで実践していきましょう。

【1史用叡科書・才又下牙・参有き 」 圏じイ詢ノリントあり、果汗医7pttl木 誦叡 科書



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

生体観察学

( Physical Examination)

必修
選択

必須 年次 3
担当教員 i   白木 芳弘・藤崎 舞椰
実務経験 :        ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30 開講区分 1セメ

曜日・コース 午前集中、美容・スポーツ

【授業の学習内容】

教科書は「ボディナビゲーション～触つてわかる身体解剖～」を使用し、また骨標本を用いて触診の実技を進めていきます。すぐに触診するのではなく、まずはじっく

り相手の身体を診て観察し、どうなつているのかを予測を立てて触診していきます。なるべく多くの身体を触診しそれぞれの違いを感じましょう。

※実務経験
2011年～2021年 :医療法人 中村整形外科医院で理学療法士としてリハビリ業務に従事
2021年～:白 木整骨院、はる風整骨院ハルマチ(現代治療)

【到達目標】

これまで学んできた解剖の知識を実際に触ることによってより理解出来るようになる。 鍼灸治療の現場で必ず必要になる骨、関節、筋の構造を3次元的に理解し、
体表から触診出来るよう1こなる。また、個々の身体の違いに気づき、相手にも説明できるようになる。

目標

の位置を探し出すこと
の特徴に気づくこと
定できるよう1こ構造の質あるいは状態を評価すること

1回 目 (講義/実技)オリエンテーション、姿勢観察

2回 目 (講義/実技)姿勢観察、肩関節の骨触診

3回 目 (講義/実技)肩関節の骨触診

4回 目 (講義/実技)肩関節の軟部組織触診

5回 目 (講義/実枝)肩関節の関節可動域、神経学的検査、特殊な検査

6回 目 (講義/実技)肘関節の骨触診

7回 目 (講義/実技 )月寸関節の軟部組織触診

8回 目 (講義/実技)肘関節の関節可動域、神経学的検査、特殊な検査

9回 目 (講義/実技)手関節の骨触診

10回 目 (講義/実技)手関節の骨触診

11回 目 (講義/実技)手関節の軟部組織触診

12回 目 (講義/実技)手関節の関節可動域、神経学的検査、特殊な検査

13回 目 (講義/実技)総まとめ

14回 目 (講義/実技)テスト前対策

15回 目 実技テスト

準備学習
時間外学習

骨、筋、関師の名杯、場所を理解しておく必要があります。

評価方法

実技試験  100点

受講生への
メッセージ

身体の触診は、踊床で重要になつてきます。実技を通してたくさんイ主
又験して身につけていきましよう。

【使用教科書・教材・参考書】

ボディナビゲーション～触ってわかる身体解剖～
配布資料、骨標本、角度計、マジックペン



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

総合領域⑤

Synthesis Realms

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

姪原 裕子

○

授業

形態
講義

総時間 :  30
(単位):  1

開講区分 :       1セ メ
曜日・時限 :

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業では、臨床医学総論の国家試験対策の授業を行う。鋭灸師には東洋医学だけでなく、経絡経穴概論・臨床医学総論・リハビリテーション医学の知識も復習
し、色々なケースに対応できることが必要である。また、過去の国家試験の問題を反復学習する事で、様々な角度から出題される問題に対応できるよう対策してい

く。

実務経験 :訪問治療を中心に行つており、2022年 8月「姪原鍼灸院」を開業

【到達目標】

臨床医学総論に対する知識を深め、国家試験過去問題に正解できるようになる。国家試験関連問題に対しても正答率7割以上をとれるよ引こなる。

||||||―
――
 1 嶺業計歯1内脊|||||||||||― ||||||||||||||||||―

―
||||||

1回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説①

2回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説②

3回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説③

4回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説④

5回 目 臨床医学総論のf成灸国家試験関連問題演習と解説⑤

6回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説⑥

7回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説⑦

8回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説③

9回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説③

10回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説①

11回 目 臨床医学総論の鋭灸国家試験関連問題演習と解説①

12回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説⑫

13回 目 臨床医学総論の
'成

灸国家試験関連問題演習と解説⑬

14回 目 臨床医学総論の鍼灸国家試験関連問題演習と解説O

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

蝙 F木盛字総諭は、生理学、解剖字、病l里字、リハヒリテーション医字、幅原医字各論などに共遠する矢日識が多いので必丁政栗外で復曽丁るよつにして

ください。

評価方法

●出席点 (100。/o)

受講生への
メッセージ

魅力 :鋭灸師になってからは、1人の患者さんに対し、幅広い視点で治療を行うことが多々あります。東洋医学で補えない治療は西洋医学を取り入れ治

療を行い、西洋医学で補えない治療は東洋医学を取り入れ治療を行うことがあります。この授業は国家試験に向けた授業ですが、実際に自身で患者

さんの治療を行う際に、東洋医学はもちろん西洋医学の幅広い知識を記憶しておくことで治療の幅はかなり広がりますので、いろんな先生から培つた

知識を武器に、自らの治凍に生かしていきましょう。
授業計画 :1回 でも欠席するとその分遅れることになります。絶対に遅刻・欠席がないようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

必修
選択

必修 年次 3
O

平山 紘成担当教員
:

実務経験 :

総合領域④

Synthesis Realms

午前集中・美容スポーツ

科目名
(英 )

コース  :
講義

授業  :
形態  :

３。

　

‐

総時間
(単位)

1セメ開講区分

曜日・時限

この授業はリハビリテーション医学を中心とした国家試験対策に主眼を置いて総復習の講義を行つていく。2年次に学習した内容の中で国家試験の頻出項目の中
ら大事なポイントを確認しながらすすめていく。ポイントを確認した後に実際に模擬問題を解き、間違つた問題を確認することで覚えるべきポイントと理解しなければ

ないことがさらに明確になる。この授業の後には類似問題が出題された場合には正解を導き出すことができるようになる。

務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代航灸医学に基づく01,灸治療)

【授業の学習内容】 (※実務経験の る教員、知見 が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

【到達目標】

リハビリテーション医学の国家試験問題に対応し得点できるようになる。

1回 目 オリエンテーション

2回 目 リハビリテーション医学のリハビリテーションの総説に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

3回 目 リハビリテーション医学のICIDH、 ICFに 関する国家言式験関連問題を解けるようになる。

4回 目 リハビリテーション医学のMM刊こ関する国家試験関連問題を解けるようになる。

5回 目 リハビリテーション医学の理学療法に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

6回 目 リハビリテーション医学の作業療法と言語聴覚療法に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

7回 目 リハビリテーション医学のパーキンソン病に関する国家言式験関連問題を解けるようになる。

8回 目 第2～ 7回 目の講義内容総復習

9回 目 リハビリテーション医学の脳卒中に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

10回 目 リハビリテーション医学の脊髄損傷に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

11回 目 リハビリテーション医学の切断に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

12回 目 リハビリテーション医学の小児麻痺に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

13回 目 リハビリテーション医学の関節リウマチに関する国家試験関連問題を解けるようになる。

14回 目 第9～ 13回 目の講義内容総復習

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

講義内容をまとめて整理していく復習の時間をつくつてください。

評価方法

期末試験 (1000/o)

受講生への
メッセージ

この授業で学ぶことは将来の臨床においても必須の知識になります。また国家試験問題にも対応できるようになりますので一緒にがんはりましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

解剖学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

3
担当教員 姪原 裕子

実務経験 ○

必修
選択

必修 年次科目名
(英 )

公衆衛生学①

Public Health
講義

３０

　

‐

総時間
(単位)

1セメ

金曜日2・ 3限 目

開講区分

曜日・時限]―ス :   午前集中・美容スポーツ
業
態
摂

形

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を
衛生学・公衆衛生学は、疾病予防と健康の保持・増進のための科学であり、活動である。このための行動・活動はすべての個人と集団にとつて欠かせないことであ
る。人々の健康の保持・増進のためには、それぞれの家庭・学校・職場・地域社会、生活環境、食事と栄養、運動と休養、メンタルヘルス、法律・制度などが適正でよ

く整備・運用されていることが重要である。鍼灸師の活動においても、個々の施術者がはりやきゆうの診療活動とともに、病気の予防や健康増進の知識と技術およ

びこれらが展開される保健福祉の法制・倫理の両方をわきまえておくことが必要不可欠である。この授業では、教科書を基本に要点プリントを配布しながら、医療概

論、衛生学・公衆衛生学を学び、実際の臨床現場で必要な消毒法や感染症などの講義を行う。授業終了後には国家試験の問題演習を行い内容を理解・説明
ようになる。

るのか、具体的に記載する)

【到達目標】

公衆衛生学は、医療の始まりから、最近の世界の医療事情の勉強となる。医療の在り方、環境の問題など専門分野以外にも理解を深め、知識として蓄え説明でき
るようになり、身近な医療事情に目を向けられるようになる。

(具体的な目標〉
①衛生学・医療概論について説明できる。
②国家試験の過去間を解けるようになる。

1回 目 医療概論の現代の医療制度について説明することができる。

2回 目 医療概論の医療倫理について説明することができる。

3回 目 第1章 衛生学・公衆衛生学の意義について説明できる

4回 目 第2章 健康の保持・増進と疾病予防「健康の定義」「健康管理」について説明することができる。

5回 目 第2章 健康の保持・増進と疾病予防「衛生行政」について説明することができる。

6回 目 第2章 健康の保持・増進と疾病予防「医療制度」と「医療保障」について説明することができる。

7回 目 第3章 ライフスタイルと健康「食と栄養」での各栄養素の概要や欠乏症等を説明することできる。

8回 目 第3章 ライフスタイルと健康「食中毒」での各病原菌や病原ウイルス等の特徴について説明することができる。

9回 目 第3章 ライフスタイルと健康「身体活動と健康」での運動と健康の保持・増進について説明することができる。

10回 目 第4章 環境と健康での「環境のとらえ方」を説明することができる。

11回 目 第4章 環境と健康での「日常生活環境」を理解し、健康障害を引き起こす物理的環境要因について説明することができる。

12回 目 第4章 環境と健康での「日常生活環境」を理解し、健康障害を引き起こす科学的環境要因について説明することができる。

13回 目 第4章 環境と健康での「環境問題」を理解し、公害について説明することができる。

14回 目 総復習

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

講義で行つた内容をしつかり復習を行う。国ス試 _時実の過云間を解いて土早解する。

評価方法

筆記試験 100点

受講生への
メッセージ

講義の中で国家試験対策も行います。しつかり授業に参加して重要なポイントを押さえるようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

医歯薬出版株式会社 衛生学・公衆衛生学 第2版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

関係法規

Regulations

必修

選択
必修 年次 3

担当教員
i

実務経験 :

片山 雄二

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有
~す
る教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業ではあん摩マッサージ指圧師はり師きゅう師に関する法律を中心に講義をして学んでいく。また、その他の医事法規や医療従事者としての倫理についても

講義にて学習していく。本授業を受講することにより、はり師きゅう師として、医療従事者として法規上行つてよいことと悪いことが判別できようになり、適切な業務を
行うことができるようになります。

※実務者経験 :2005年 から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年 より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

法の沿革と鍼灸の現状について学習し、伝統医学としての鍼灸の成り立ちを把握できる。将来業務を行う際に遵守しなければならない法規についての知識を獲得
する。また広告や罰則についての知識も獲得する。また、施術所の開設や訪問治療を始める際の必要条件や申請方法についてのするために必要な知識を得、開
設の際に対応できるようになる。医事法規について幅広く学習し、国家試験に対応できる知識を身につける。

1回 目 ガイダンスあはき師法の沿革の概要について学び、説明できる。

2回 目 免許の資格要件について説明できる。

3回 目 名簿の登録事項について説明できる。

4回 目 免許証の意味と返納期限について説明できる。

5回 目 業務の範囲について説明できる。

6回 目 臨検検査と業務に関する指示を行う者について説明できる。

7回 目 施術所の届け出事項について説明できる。

8回 目 施術所の備えるべき要件について説明できる。

9回 目 広告しうる事項について説明できる。

10回 目 鍼灸に関する罰則について説明できる。

11回 目 医事法規の種類と概要について学び、説明できる。

12回 目 薬事法規の概要について学び、説明できる。

13回 目 衛生関係法規の種類について説明できる。

14回 目 社会福祉関係法規、社会保険関係法規について概要を学び、説明できる。

15回 目 期末テスト

準備学習
時間外学習

国家試験対策の重要ボイントを各授業でまとめていますので授業内容の復習と整 I里をしてくたさい。

評価方法

●小テスト(400/o)
●定期テスト(600/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

この授業では学習した内容の範囲を次回の授業開始に小テストを行い確認します。小テストは授業評価にもなりますので遅刻、欠席をしないようにして
ください。

関係法規 (医歯薬出版株式会社 公益社団法人 東洋療法学校協会編)



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゆう実技(実技審査対策②)

Acupuncture and Moxibustion Practica Ski‖ s

必修

選択
必修 年次 3

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

]―ス 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

・担当教員による説明と模擬実技の後に、それぞれが実技練習を行う。教員が見回つて指導していく。
・身体各部位に対して、安全に刺入できるように練習していく。
・他者の身体に対しての刺入深度や刺入角度を自在にコントロールできるようにする。目標を設定して練習していく。
・ペア同士で練習する。お互いに痛みのチェックをして、技術を研鑽していく。
・実技審査に向けて技術の向上を図る。

※窯落者経験 :窯落経験 :2012～ 2014年 品〕II持骨隣にて航姿お薦に従事していたハ(東洋医学的治療 )

【到達目標】

はりに関する技術や知識を習得し、はり施術を安全におこなえる能力と医療従事者としての態度を身につける。
実技審査に合格する。
問診や施術の技術の獲得。
疾患名を問診を用いて導き出せるようになる。
疾患名に対するテスト法を導き出せるようになる

1回 目 実枝審査に向けての練習 (鍼治療と灸治療)

2回 目 実技審査に向けての練習 (鋭治療と灸治療)

3回 目 実技審査に向けての練習 (鍼治療と灸治療)

4回 目 実枝審査に向けての練習 (問診)

5回 目 実技審査に向けての練習 (間診)

6回 目 実技審査に向けての練習 (テスト法)

7回 目 実技審査に向けての練習 (テスト法)

8回 目 実技審査に向けての練習 (口頭試問)

9回 目 実技審査に向けての練習 (口 頭試問)

10回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鍼治療、灸治療を通しで)

11回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鍼治療、灸治療を通しで)

12回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鍼治療、灸治療を通しで)

13回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鍼治療、灸治療を通しで)

14回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鍼治療、灸治療を通しで)

15回 目 実技審査に向けての練習 (問診、テスト法、口頭試間、鋭治療、灸治療を通しで)

準備学習
時間外学習

授業時間外にも技術の習得のため、自身で学習する必要がある

評価方法

出席率のみで成績評価を行う。
●出席率(1000/o)

受講生への
メッセージ

実技審査に向けて頼張つて行きましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

経絡経穴概論 はりきゅう実技教科書



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技

AcupunctuLeつ nd MOxibustion PLacticaI Skills

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 i

実務経験
i

川波 有司 福島 美沙紀
O

授業
形態

実技
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

疾患や症状ごとに西洋医学的アプローチ(間診・視診・触診・理学的検査・鋭灸治療)で授業を構築し進めていく。経絡・経穴の理解と経穴の取穴や鍼手技方法も必

要となる。鍼パルス療法を取り入れた治療方法も授業では行つていく。

※実務者経験 :プロバスケットボールチーム・ライジングゼファー福岡にチームトレーナーとして従事していた。

【到達目標】

1 疾患や症状においての治療経穴や治療部位を理解する。 2会庁,灸のスキルを向上する。 3鍼 パルス療法を理解し収得する。 3臨 床で鍼灸治療ができるよ
うに、西洋医学的問診～鍼灸治療までを収得する。

1回 目 腰痛・腰下肢痛について(経絡・経穴について)

2回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (腰椎椎間関節性腰痛)

3回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (筋筋膜性腰痛)

4回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (慢性腰痛 )

5回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (急性腰痛)

6回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (腰椎椎間板ヘルニア)

7回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (脊柱管狭窄症)

8回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (坐骨神経痛)

9回 目 腰痛・腰下肢痛と鍼灸実技 (仙腸関節障害)

10回 目 肩関節痛について(経絡・経穴について)

11回 目 肩関節痛と鍼灸実技 (五十肩・肩関節周囲炎)

12回 目 肩関節痛と鍼灸実技(上腕二頭筋長頭R建炎)

13回 目 肩関節痛と会成灸実技 (インピンジメント症候群・R建板損傷)

14回 目 鍼灸実技1セメまとめ

15回 目 試験 :鍼灸実技

準備学習
時間外学習

司 背部経穴と肩関節周囲の経穴の事前復習 2腰 部涙思・肩関師における理学的検査の復習

評価方法

ヽ 実技点(70%)2出 席点(30%)

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

臨床医学各論⑥

Clinical Medic ne General Remarks

午前集中・美容スポーツヨース  :

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

天本 保典

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

2セメ開講区分 :

曜日・時限 i

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、東洋医学に対する期待も年々高まつてきている。「臨床医学」の知識はすべての医療従事者ことって必須
であり、鍼灸臨床家はさらに西洋・東洋どちらの知識も必要とされる。西洋医学的な疾病観として疫学、成因・病態生理、症状、診断、治療、予後などについて学ぶ。

実務者経験 :2003年 より現在に至るまで訪問を中心にした鍼灸臨床経験を持つている。(西洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解剖学、生理学、病理学などの基礎分野で学んだ知識を活用し、西洋医学の疾病観を養うことを到達目標とする。成因や病態生理を把握した上で、症状が出現す
る機序を理解し、それに対する治療法の正当性を確認する。これらの知識を網羅することによつて、患者に病態像分かりやすく説明することができる。

(具体的な目標〉
(目標①)解剖学・生理学・病理学の基礎的知識を再確認して自分で説明できる。
(目標②)各疾患に対して、疫学・病態生理、症状、診断、治療、予後を体系立てて説明することができる。

1回 目 (目標②)感染症について復習し、国試問題について説明することができる。

2回 目 (目標②)消化器疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

3回 目 (目標②)肝・胆・膵疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

4回 目 (目標②)呼吸器疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

5回 目 (目標②)腎・尿器疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

6回 目 (目標②)内分泌疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

7回 目 (目標②)代謝・栄養疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

8回 目 (目標②)整形外科疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

9回 目 (目標②)整形外科疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

10回 目 (目標②)循環器疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

11回 目 (目標②)血液・造血器疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

12回 目 (目標②)神経疾患について復習し、国試問題について説明することができる。

13回 目 (目標②)リ ウマチ性疾患・膠原病について復習し、国試問題について説明することができる。

14回 目 (目標②)その他の領域について復習し、国試問題について説明することができる。

15回 目 期末試験

」 」

(目標C))東洋療法学校協会「臨床医学各論」テキストを読んで、あらかじめ予習をしてください。
準備学習
時間外学習

評価方法

前回講義の内容を確認するために小テストを実施します。課題レボートの提出も加点の材料とする。
●小テスト(10%)
0課題レボート(¬ 0%)
●定期テスト(80%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

臨床医学の用語は医療従事者間のコミュニケーションには欠かせない共通言語となりますし、患者へ病態の説明にも欠かせません。覚えることが多
く、大変とは思いますが頑張つてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :東洋療法学校協会「臨床医学各論」



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

東洋医学臨床論⑤

Traditional Chinese Medic ne Clinica TheOrソ

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

重留 藍子

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 :

曜日・時限 :

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

毎回ひとつの症状をテーマに置き、その症状を引き起こす疾患についての講義を行う。また、その中から鍼灸院に訪れる可能性がある病態を絞り、その疾患の鑑別
方法を伝えていく。参考としてそれぞれの症状別の治療穴を紹介する。
講義を中心に進める。必要に応じてグループワークやディスッカッション、実技を行う。

実務経験:2012年 ～2014年 品川整骨院にて鋭灸治療に従事していた。(東洋医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

鍼灸臨床において遭遇するであろう疾患に対して、患者が訴える症状から疾患の鑑別ができるようになる。また、全成灸治療の適用・不適用、緊急を要するかどうか

の判断を行う事ができる。

1回 目 運動麻痺 (1凶血管障害)が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

2回 目 運動麻痺(末梢神経麻痺)が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

3回 目 高血圧症が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

4回 目 低血圧症が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

5回 目 食欲不振が主訴となる疾患について説明する事ができる。鋭灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

6回 目 肥満が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

7回 目 発熱が主訴となる疾患について説明する事ができる。航灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

8回 目 不眠が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

9回 目 疲労・俗怠感が主訴となる疾患について説明する事ができる。鋭灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

10回 目 発疹が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

11回 目 のばせが主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

12回 目 小児特有の症状が主訴となる疾患について説明する事ができる。鍼灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

13回 目 高齢者特有の症状が主訴となる疾患について説明する事ができる。鋭灸治療の不適応や緊急を要するケースモデルを説明する事ができる。

14回 目 弁証論治について説明する事ができる。弁証論治を実践する事ができる。

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

1尋来の臨 F木 に活かす為に、必す講義後に復習して下さい。

評価方法

筆記試験による定期テスト(1000//0)

受講生への
メッセージ

↑成灸師には現代医学と東洋医学両方の知識が求められます。航灸師にできる現代医学の鑑別法を学んで実践していきましょう。



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

東洋医学臨床論⑥

Trad tional Ch nese Medicine C n ca Theorソ

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 永田 周平

実務経験 ○

授業
形態

詰義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 :

曜日・時限 :

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

これまでに学んできた東洋医学臨床論の知識を使つて、より臨床的な理解を深める。また、東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医

学各論の復習も交えつつ、総合問題へのアプローチの仕方を身に付ける。

※実務者経験 :実務経験 :2007年 より「あきほ整骨院」にて鍼灸治療に従事し、現在は「こひろ鍼灸治療院」にて在籍。(東洋医学に基づいた全戌灸治療)

【到達目標】

東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識をリンクさせながら、総合問題に対する解法を導き出す。または、1戌灸臨床に

おいて患者が訴える症状から疾患の鑑別ができ、鍼灸治療の適用・不適用、緊急を要するかどうかの判断を行う事ができるようになる。

1回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の4択を解き理解することが出来る

2回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の5択を解き理解することが出来る

3回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の6択を解き理解することが出来る

4回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の7択を解き理解することが出来る

5回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の8択を解き理解することが出来る

6回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の9択を解き理解することが出来る

7回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の10択を解き理解することが出来る

8回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の11択を解き理解することが出来る

9回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の12択を解き理解することが出来る

東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の13択を解き理解することが出来る10回 目

11回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の14択を解き理解することが出来る

12回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の15択を解き理解することが出来る

13回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の16択を解き理解することが出来る

14回 目 東洋医学概論・経絡経穴概論。東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論の知識を利用した様々な問題の17択を解き理解することが出来る

期末試験15回 目

準備学習
時間外学習

将来の臨床に活かす為に、必す講義後に復習して下さい。

評価方法

筆記試験による定期テスト(1000/o)

受講生への
メッセージ

鋭灸師には現代医学と東洋医学両方の知識が求められます。
鍼灸師にできる現代医学の鑑別法、治療法を学んでいきましょう。

【使用η女科書・教材・参考書】酉己布ブリントあり、
東洋医学概論・経絡経穴概論・東洋医学臨床論・臨床医学総論・臨床医学各論



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

病態生理学

CtinicaI Physioiogy

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 :

実務経験 :

片山 雄二

○

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この講義では、解剖学と生理学に焦点を絞り、人体を体表面から内部に向かつて行き、そこに何が存在し、どのような作用をしているかなどを改めて理解することを
目的とする。臨床に出て患者に接する際にも解剖生理学の知識は必須となるので、医師や看護師など患者を包括ケアしているコメディカルスタッフと患者の状態に
ついて情報交換したり、家族や患者本人に説明できるようになることは臨床家としても重要な技術となる。

※実務経験者経験 :2005年 から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解割学、生理学の基本的な知識を修得する。人体を構成する要素を学び、それらがどのような作用をしあいながら生命活動をしているのかを理解し、一般の方に説
明できるようになる。
<具体的な目標>
目標①生理学、解割学の基礎を再確認し、習熟度を高める。
目標②活動時に人体で何が起きているかを説明できる。
目標③国試問題で正解数を増やす。

1回 目 消化器の構造・機能について説明できる。

2回 目 消化器の構造・機能について説明できる

3回 目 消化器の構造・機能について説明できる

4回 目 循環器の構造・機能について説明できる

5回 目 循環器の構造・機能について説明できる

6回 目 循環器の構造・機能について説明できる

7回 目 呼吸器の構造・機能について説明できる

8回 目 呼吸器の構造・機能について説明できる

9回 目 泌尿生殖器の構造・機能について説明できる

10回 目 泌尿生殖器の構造・機能について説明できる

11回 目 泌尿生殖器の構造・機能について説明できる

12回 目 神経系の構造・機能について説明できる

13回 目 神経系の構造・機能について説明できる

14回 目 神経系の構造・機能について説明できる

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

解剖字、生理学について予習が必要です。
講義内容について復習をし、内容を理解することが必要です。

標 r_l))

標②)
(日

(目

評価方法

出席率にて評価する

受講生への
メッセージ

解剖生理学は国試合格だけでなく、臨床に出た際でも必須の知識となります。
過去学習した内容を思い出し、忘れていた部分を再度勉強修得しましょう。
身体の正常な反応を理解することで、異常 (疾患、疾病など)を見つけることが可能になり、治凍へ用いることができますので、国試だけでなく、その後
の臨床を見据えて勉強していくようにしましょう。

配布ブリント



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

総合領域⑥

( Synthesis Realms)

科目名
(英 )

必修
選択

必須 年次 3
担当教員 白木 芳弘・藤崎 舞椰

実務経験 ○

授業

形態
演習

総時間
(単位)

30

1

開講区分 : 2セメ

曜日・時限 |ヨース 午前集中、美容・スポーツ

【授業の学習内容】

教科書は「ボディナビゲーション～触つてわかる身体解剖～」を使用し、また骨標本を用いて触診の実技を進めていきます。すぐに触診するのではなく、まずはじつく

り相手の身体を診て観察し、どうなつているのかを予測を立てて触診していきます。なるべく多くの身体を触診しそれぞれの違いを感じましょう。

※実務経験
2011年 ～2021年 1医療法人 中村整形外科医院で理学療法士としてリハビリ業務に従事
2021年 ～:白木整骨院、はる風整骨院ハルマチ(現代治療)

【到達目標】

これまで学んできた解剖の知識を実際に触ることによつてより理解出来るようになる。 鍼灸治療の現場で必ず必要になる骨、関節、筋の構造を3次元的に理解し、
体表から触診出来るようになる。また、個々の身体の違いに気づき、相手にも説明できるようになる。

具体的な目標
の位置を探し出すこと
の特徴に気づくこと
療法を決定できるように構造の質あるいは状態を評価すること

1回 目 (講義/実技)オリエンテーション、1学期の復習

2回 目 (講義/実技)股関節と骨盤の触診、骨触診、軟部組織触診

3回 目 (講義/実技)股関節と骨盤の関節可動域、神経学的検査

4回 目 (講義/実技)股関節と骨盤の特殊な検査

5回 目 (講義/実枝)膝関節の骨触診、軟部組織触診

6回 目 (講義/実技)膝関節の関節可動域、神経学的検査

7回 目 (講義/実技)膝関節の特殊な検査

8回 目 (講義/実枝)足部と足関節の骨触診

9回 目 (講義/実技)足部と足関節の骨触診

10回 目 (講義/実技)足部と足関節の軟部組織触診

11回 目 (講義/実技)足部と足関節の関節可動域と神経学的検査

12回 目 (講義/実技)足部と足関節の特殊な検査

13回 目 (講義/実技)総まとめ

14回 目 (講義/実技)テスト前対策

15回 目 実技テスト

準備学習
時間外学習

骨、筋、関節の名称、場所を理解しておく必要があります。

評価方法

実技試験  100点

受講生への
メッセージ

身体の触診は、臨床で重要になつてきます。実技を通してたくさん経験して身につけていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

ボディナビゲーション～触つてわかる身体解割～
配布資料、骨標本、角度計、マジックベン



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

総合領域③

Synthesis Realms

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 3
担当教員

|

実務経験
i

平山 紘成

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

この授業はリハビリテーション医学、病理学を中心とした国家試験対策に主眼を置いて講義を行つていく。1、 2年次に学習した内容の中で国家試験の頻出項目の中
から大事なポイントを確認しながらすすめていく。ポイントを確認した後に実際に模擬問題を解き、間違つた問題を確認することで覚えるべきポイントと理解しなけれ
ばならないことがさらに明確になる。この授業の後には類似問題が出題された場合には正解を導き出すことができるようになる。

実務経験 :2018年 から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

リハビリテーション医学、病理学の国家試験過去問題に正解できるようになる。国家試験関連問題に対しても正答率7割以上をとれるようになる。

授業計画

1回 目 リハビリテーション医学の脳卒中に関する国家:式験関連問題を解けるようになる。

2回 目 リハビリテーション医学の脊髄損傷に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

3回 目 リハビリテーション医学の切断に関する国家言式験関連問題を解けるようになる。

4回 目 リハビリテーション医学の小児麻痺に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

5回 目 リハビリテーション医学の関節リウマチに関する国家試験関連問題を解けるようになる。

6回 目 リハビリテーション医学のパーキンソン病に関する国家試験関連問題を解けるようになる。

7回 目 リハビリテーション医学の日乎吸器の関する国家試験関連問題を解けるようになる。

8回 目 疾病 (病気)について病理学をまとめる。疾病 (病気)に関する国家試験問題を解けるようになる。

9回 目 病因について病理学をまとめる。病因に関する国家試験問題を解けるようになる。

10回 目 循環障害について病理学をまとめる。循環障害に関する国家言式験問題を解けるようになる。

11回 目 退行性変性について病理学をまとめる。退行性変性に関する国家試験問題を解けるようになる。

12回 目 進行性病変について病理学をまとめる。進行性病変に関する国家試験問題を解けるようになる。

13回 目 炎症について病理学をまとめる。炎症に関する国家試験問題を解けるようになる。

14回 目 腫瘍について病理学をまとめる。免疫異常・アレルギーに関する国家試験問題を解けるようになる。

15回 目 先天性異常について病理学をまとめる。先天性異常に関する国家試験問題を解けるようになる。

準備学習
時間外学習

授業後に復習、問題演習を行つて知識を定着させてください。

評価方法

●授業出席率 (100%)

受講生への
メッセージ

国家言式験に向けてがんばっていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

リハビリテーション医学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編)病理学 (医歯薬出版株式会社 社団法人 東洋療法学校協会編 )



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

総合領域②

Synthesis Realms

必修
選択

必修 年次 3 腟轟整最:… …即ぎi… …
授業
形態

講義
総時間
(単位 )

1

30 開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、鍼灸師に求められる知識も年々高まっている。これに呼応するよう「はり師」「きゅう師」免許の国家試験問
題も以前よりも難易度が高く、臨床を意識したものへと変化しつつある。この変化に対応すべ〈授業内で扱ってきた知識をさらに深めるため、もしくは難易度が増した
国家言式験に対応するため、補講・補習を目的とした講義を行う。

※実務経験 :訪問治療を中心に行つており、2022年 8月「姪原鍼灸院」を開業

【到達目標】

今までに学んだ西洋系教科と東洋系教科のそれぞれの知識を整理・復習をすることにより記憶の定着化を図る。弱点克服に重点を置き、問題を解くなどより実践的
な方法で国家試験対策に取り組んでいく。

(具体的な目標〉
(目 標①)国家試験と同じ形式の4択問題に対する解説を講義形式にて、知識を整理・復習する(インプット作業)。
(目 標② )国家試験と同じ形式の4択問題に対する解説を請義形式知識を整理・復習する(アウトプット作業)。

1回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

2回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

3回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

4回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

5回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

6回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

7回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

8回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

9回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

10回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

11回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

12回 目 国試形式の問題を解いてより実践力を養う講義

13回 目 期末試験①

14回 目 期末試験②

15回 目 期末試験③

4

目標②)間違つた問題のやり直し作業を習慣づける。
準備学習
時間外学習

(目標⑤)苦手な単元の理解には必ず教科書を使用する。

評価方法

国試形式の択―テストを3回実施し評価する。

筆記テスト(100%)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

国家試験を突破するための
~夫
践力を養う講義です。問題を解いて終わりではありません、間違った問題は必ずやり直しを行いましょう。苦手な単元を

洗い出し、教科書に戻り、知識の再構築を行う。この一連の作業の繰り返しが合格への近道と言えます。頑張ってください。

【使用教科書・教材・参考書】

坂井建雄・橋本尚詞著 ぜんぶわかる人体解剖図 成美堂出版
桑名俊―・荒田晶子著 コメディカル専門基礎科ロシリーズ生理学 理工図書
大久保岩男・賀佐仲省著 コンパクト生化学



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

公衆衛生学②

Public Health

窪墳 : 必修 年次 3
担当教員 i

実務経験 :

姪原 裕子

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

2セメ開講区分

曜日・時限コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

衛生学・公衆衛生学は、疾病予防と健康の保持・増進のための科学であり、活動である。このための行動・活動はすべての個人と集団にとって欠かせないことであ

る。人々の健康の保持・増進のためには、それぞれの家庭・学校・職場・地域社会、生活環境、食事と栄養、運動と休養、メンタルヘルス、法律・制度などが適正でよ

く整備・運用されていることが重要である。舗十,灸師の活動においても、個々の施術者がはりやきゆうの診療活動とともに、病気の予防や健康増進の知識と技術およ

びこれらが展開される保健福祉の法制・倫理の両方をわきまえておくことが必要不可欠である。この授業では、教科書を基本に要点プリントを配布しながら、医療概

論、衛生学・公衆衛生学を学び、実際の臨床現場で必要な消毒法や感染症などの講義を行う。授業終了後には国家試験の問題演習を行い内容を理解・説明できる

ようになる。
※車藩経E貧 :訪閣治薦を中心に行っており、2022年 8月「挿原説姿院陸開業

【到達目標】

公衆衛生学は、医療の始まりから、最近の世界の医療事情を勉強します。医療の在り方、環境の問題など専門分野以外にも理解を深め、知識として蓄え説明でき

るようになり、身近な医療事情に目を向けられるようになる。
(具体的な目標〉
①衛生学について説明できる
②国家試験の過去間を解けるようになる

1回 目 第5章 産業保健を理解し、労働災害の概要について説明することができる。

2回 目 第6章 精神保健での「精神疾患」の概要、入院医療の形態等について説明することができる。

3回 目 第7章 母子保健に関する用語を理解し、健康指標と現状やハイリスクな妊娠について説明することができる。

4回 目 第8章 成人・高齢者保健での生活習慣病である悪性新生物の概要について説明することができる。

5回 目 第8章 成人・高齢者保健での生活習慣病等、高齢者の保健福祉対策について説明することができる。

6回 目 第9章 感染症とその対策での感染症の分類について説明することができる。

7回 目 第9章 感染症とその対策での感染症の分類について説明することができる。

8回 目 第9章 感染症とその対策での感染症予防等について説明することができる。

9回 目 第10章
'占

毒法について説明することができる。

10回 目 第¬章 疫学を理解し、分析疫学について説明することができる。

11回 目 第12章 保健統計での動態統計、静態統計について説明することができる。

12回 目 第 12章 保健統計での衛生調査について説明することができる。

13回 目 第 13章 保健統計での衛生調査について説明することができる。

14回 目 復習

15回 目 期末試験

準備学習
時間外学習

薪 石漸丙容をしう副 夜習を行う。国家試験の過去間を解いて理解する。

評価方法

筆言己言式験 100点

受講生への
メッセージ

講義の中で国家試験対策も行います。しつかり授業に参加して重要なポイントを押さえるようにして下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

医歯薬出版株式会社 衛生学・公衆衛生学 第2版



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

はりきゅう実技(特殊鍼法)

Acupuncture and Moxibustion P「 acticaI Ski‖ s

必修
選択

必修 年次 3
担当教員

i
松隈 夏美 ・ 天本 保典

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

1

開講区分

日程日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容・スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

鍼灸術において、特殊会戌法に位置付けられる希少かつ有効な治療法の技術について学んでいく。実演を行いながら解説し、その後実際に施術を行つていく。

※実務者経験 :2007年より北九州市にて開業している。松クマ鍼灸院院長。

【到達目標】

それぞれの特殊鍼法の方法と意義について理解することができる。特殊鍼法を使用する場合の判断基準について理解できる。安全に特殊鍼法を行うことができる。

1回 目 井穴刺絡鍼法 概要 実演・実技

井穴刺絡鍼法 概要 実演,実技2回 目

3回 目 皮膚刺絡鍼法 概要 実演・実技

4回 目 皮膚刺絡釘1,法 概要 実演・実技

5回 目 錢鍼・鋸鍼・円鍼 概要 実演・実枝

6回 目 鏡鍼・鋸鋼・円鍼 概要 実演・実枝

7回 目 長1政 概要 実演・実技

8回 目 大鍼 概要 実演・実技

9回 目 長鍼 概要 実演・実枝

10回 目 挫刺・副挫刺 概要 実演・実技

11回 目 挫刺・副挫刺 概要 実演・実技

12回 目 火全成 概要 実演・実技

13回 目 火鍼 概要 実演・実技

14回 目 灸頭鍼 概要 実演・実技

15回 目 まとめ 実技

準備学習
時間外学習

事前に準備して丁負くものがある場合があります。

評価方法

出席にて評価

受講生への
メッセージ

この講義で行う特殊鍼法は大変貴重な技術であるとともに治康効果が高く有効なもの lよかりです。効果を出せる技術を身につけるのは難しいですが、

しつかりと練習を行い技術を身につけてみなさんの臨床の武器のひとつにして頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科

科目名
(英 )

はりきゅう実技

Acupuncture 9nd MOx bust on PracticaI Skls

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 川波 有司

O実務経験

授業
形態

実技
30

1

総時間
(単位 )

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

疾患や症状ごとに西洋医学的アプローチ(間診・視診・触診・理学的検査・鍼灸治療)で授業を構築し進めていく。経絡・経穴の理解と経穴の取穴や航手枝方法も必
要となる。鍼パルス療法を取り入れた治療方法も授業では行つていく。

※実務者経験 :プロバスヶットボールチーム・ライジングゼファー福岡にチームトレーナーとして従事していた。

【到達目標】

1 疾患や症状においての治療経穴や治療部位を理解する。 2鍼 灸のスキルを向上する。 3鍼 パルス療法を理解し収得する。 3臨 床で鍼灸治療ができるよ
うに、西洋医学的問診～鍼灸治療までを収得する。

||||■ |||―|■ ||||||||||||||■ |||||1章|キ甘|1蓉|||||||■三|=■
=:||十

111111111■ |||||||||||||

1回 目 肘関節痛について(経絡・経穴について)

2回 目 肘閥節痛と鍼灸実技(上腕骨外側上顆炎)

3回 目 肘関節痛と鍼灸実技(上腕骨内側上黒員炎)

4回 目 末梢神経障害と鍼灸実技 (正中神経障害 :手根管症候群)

5回 目 末梢神経障害と鋭灸実技 (尺骨・棧骨神経障害)

6回 目 手関節痛と鍼灸実技 (ド・ゲルバン病)

7回 目 頸肩腕痛について(経絡・経穴について)

8回 目 頸肩腕痛と鍼灸実技(頚椎症・頸椎椎間板ヘルニア)

9回 目 頸肩腕痛と鍼灸実技(頚椎症・頸椎椎間板ヘルニア)

10回 目 頸肩腕痛と飯灸実技(胸郭出口症候群 )

11回 目 頭痛と肩こりについて(経絡・経穴について)

12回 目 頭痛と肩こりと鋭灸実枝

13回 目 頭痛と肩こりと鍼灸実技

14回 目 航灸実技2セメまとめ

15回 目 試験 :実技

理学的検査の復習
準備学習
時間外学習

評価方法

¬ ~夫技点 (70'も )2出 席点 (300/0)

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

総合領域③

Synthesis Realms

必‖多
択選

必修 年次 3

授業
形態

講義・演曽
総時間
(単位)

30

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

コース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

多角度的な全人的医療が求められる現代社会において、鋭灸師に求められる知識や技術も年々高まつている。より実践的な内容で臨床に活かせる治療法として
「動き負荷テスHこよる治療法」を演習を中心に講義を行う。様々な観点から治療法を組み立てることが出来るような高い総合力を持つた鍼灸師を目指す。

実務者経験 :2005年 より福岡市内で開業している。なの花鍼灸院院長。

【到達目標】
「動き負荷テストによる治療法」に関して、経絡を負荷する動きを使った診断方法と治療に必要な酉己穴を習得する。患者に対して診察から治療までを独力で行えるよ

うになるまで、演習を反復して習得を図る。

(具体的な目標〉
⑦経絡と動き負荷の関係性を理解する。
②正しい動きについて検査方法を習得する。
③診断に対して正しい配穴を行い、患者に効果を実感させる。

|■■■|■ 授業許歯1内蓉|||||||■|==||||||||||||||||||■ |―  ■■||■
■■■■■■■■■|― ■■      || |||― |  ■

1回 目 オリエンテーション「動き負荷テスト」とは何かを理解する。

2回 目 「動く負荷テスト(上肢編)」の診察方法について説明できるようになる。

3回 目 「動く負荷テスト(下肢編)」の診察方法について説明できるようになる。

4回 目 「動く負荷テスト(全身編)」の診察方法について説明できるようになる。

5回 目 「動く負荷テスト(上肢編)」の配穴について説明できるようになる。

6回 目 「動く負荷テスト(下肢編)」の酉己穴について説明できるようになる。

7回 目 「動く負荷テスト(臨床応用)」の治療により、効果を認めることができるようになる。

8回 目 「動く負荷テスト(臨床応用 )」の治療により、効果を認めることができるようになる。

9回 目 鍼灸院の開業、鍼灸師としての危機管理を理解し把握できるようになる。

10回 目 特別講義① 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

11回 目 特別講義② 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

12回 目 特別講義③ 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

13回 目 特別講義④ 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

14回 目 特別講義⑤ 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

15回 目 特別講義⑥ 様々な臨床実技を学び、出来るようになる。

準備学習
時間外学習

0「経絡経穴概論」の教科書を復習し、経絡の流注を覚えておいてください。
●「経絡経穴概論Jの教科書を復習し、要穴の位置を覚えておいてください

評価方法

出席点・授業態度 (1000/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

「動き負荷テスHこよる治療法」は即効性があり、マスター出来れば、臨床現場で必ず役に立つと思われますI,しつかり学んで習得することをお薦めしま

す。

【使用教科書・教材・参考書】

授業ブリント



2023年度 授業概要
学 科 :鋭灸科

科目名
(英 )

総合領域⑩

Synthesis Realms

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 i

実務経験 :

上村 尚央

○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

3セメ開講区分 :

曜日・時限 :
ヨース 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見をイヨする叡 員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

この授業は生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学などを中心とした総合的な国家試験対策を行つていく。1、 2年次に学習した内容の中で国家試

験の頻出項目の中から大事なポイントを確認しながらすすめていく。ポイントを確認した後に実際に模擬問題を解き、間違つた問題を確認することで覚えるべきポイ

ントと理解しなければならないことがさらに明確になる。この授業の後には類似問題が出題された場合には正解を導き出すことができるようになる。

また他の講義で実施された問題に対する解説も実施する。

実務経験 :2018年から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代鍼灸医学に基づく全成灸治猿)

【到達目標】

生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学の国家試験過去問題に正解できるようになる。
模擬問題に対しても正答率7割以上をとれるようになる。
各科目の問題演習と解説を中心に各科目の繋がりを理解する。

実務経験 :2018年から2020年まで沖縄統合医療学院付属鍼灸院にて勤務。現在に至る。(中医学・現代全膚,灸医学に基づく鍼灸治療)

1回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説①

2回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説②

3回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説③

4回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説④

5回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑤

6回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑥

7回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑦

8回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説③

9回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説◎

10回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑩

11回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説①

12回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑭

13回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑬

14回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説O

15回 目 生理学、病理学、臨床医学総論、リハビリテーション医学に関する国家試験関連問題演習、解説⑮

準備学習
時間外学習

各科目の繋がりを確認しながら問題演習、解説を実施します。授業外での復習をしつかり行つて下さい。

評価方法

●授業出席率 (司 OOO/o)

受講生への
メッセージ

国家試験に向けてがんばっていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

適宜資料を配布する



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

]―ス

総合領域①

Synthesis Realms

午前集中・美容スポーツ

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 天本 保典 ・ 片山 雄二
実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30

1

開講区分 :

曜日・時限 :

3セメ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

国家言式験に合格し、免許を取得することは鋭灸師として活動するための必須条件である。国試の中で問題数の多い生理学、解剖学を学び、正解数を増やすことが
合格への近道と言える。よって、この講義では、解剖学の運動器に焦点を絞り、人体を体表面から内部に向かつて行き、そこに1可が存在し、どのような作用をしてい
るかなどを改めて理解することを目的とする。臨床に出て患者に接する際にも解剖生理学の知識は必須となるので、Drや看護師など患者を包括ケアしているコメ
ディカルスタッフと患者の状態について情報交換したり、家族や患者本人に説明できるようになることは臨床家としても重要な技術となる。

※実務経験者経験 :2005年から2007年まで久我原整形外科病院にて勤務。2007年より開業。現在に至る。(解剖生理学に基づく鍼灸治療)

【到達目標】

解割学、生理学の基本的な知識を修得する。人体を構成する要素を学び、それらがどのような作用をしあいながら生命活動をしているのかを理解し、一般の方に説
明できるようになる。
<具体的な目標>
目標①生理学、解剖学の基礎を再確認し、習熟度を高める。
目標②活動時に人体で何が起きているかを説明できる。
目標③国試問題で正解数を増やす。

1回 目 人体解剖生理 上肢の構造、機能を説明できる①

2回 目 人体解剖生理 上肢の構造、機能を説明できる②

3回 目 人体解剖生理 上肢の構造、機能を説明できる③

4回 目 人体解剖生理 下肢の構造、機能を説明できる①

5回 目 人体解剖生理 下肢の構造、機能を説明できる②

6回 目 人体解剖生理 下肢の構造、機能を説明できる③

7回 目 人体解剖生理 体幹の構造、機能を説明できる①

8回 目 人体解剖生理 体幹の構造、機能を説明できる②

9回 目 人体解剖生理 体幹の構造、機能を説明できる③

10回 目 人体解剖生理 体幹の構造、機能を説明できる④

11回 目 人体解剖生理 頭部の構造、機能を説明できる①

12回 目 人体解剖生理 頭部の構造、機能を説明できる②

13回 目 人体解剖生理 頭部の構造、機能を説明できる③

14回 目 人体を動かすときに全体でどのようなことが起きているのかを説明できる①

15回 目 人体を動かすときに全体でどのようなことが起きているのかを説明できる②

準備学習
時間外学習

,解剖 7、 生 埋 7に つ い て ヤ ‐凸 が 必 要 で す 。
)講義内容について復習をし、内容を理解することが必要です。

(日 程 ∪

(目 標②

評価方法

出席率にて言キ価する

受講生への
メッセージ

解剖生理学は国試合格だけでなく、臨床に出た際でも必須の知識となります。
過去学習した内容を思い出し、忘れていた部分を再度勉強修得しましょう。
身体の正常な反応を理解することで、異常 (疾患、疾病など)を見つけることが可能になり、治療へ用いることができますので、国試だけでなく、その後
の臨床を見据えて勉強していくようにしましょう。

【使用教科書・数材・参考書】

配布ブリント



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

社会保障制度

SociaI Security System

必修

選択
必修 年次 3

担当教員
:

実務経験 :

要 信義 ・ 片山 雄二

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15

1

開講区分

曜日・時限

3セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

健康保険による鍼灸施術は健康保険法の療養費制度に基づいており、一般の保険医療機関での治療と同じく国の社会保障制度の中で運用される。この授業では

社会保障制度の仕組みを正しく理解し、健康保険に基づく鍼灸施術の適切な運用方法を学んでいくことによつて、社会貢献への寄与を目的とする。

※実務者経験 :1984年より福岡市にて開業している。要鍼灸院院長。

【到達目標】

健康保険などはり師・きゆう師を取り巻く社会制度について学び、臨床に活かすことができる。

1回 目 ガイダンス 社会保障制度とは(日本の保険制度について)

2回 目 鍼灸の保険診療について全体像を説明できる。

3回 目 療養費制度の概略 (適応疾患・受領委任払いなど)について説明できる。

4回 目 労災保険の概略について説明できる。

5回 目 自賠責保険の概略について説明できる。

6回 目 鍼灸師としての基本的な倫理観を身に付けることができる。

7回 目 療養費申請 (訪問釘1'灸治療を含む)について事務手続き方法を習得できる。

8回 目 期末テスト

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

わが国の保峡制度について手日llに予習をしておいてくたさい。

評価方法

●出席点・平常点で評価する。

受講生への
メッセージ

この授業では卒業後に必要となる、より実務的な内容を学習していきます。全8回の講義となりますので、遅刻・欠席がないようにお願い致します。



2023年度 授業概要
学 科 :

はりきゅう実技

Acupuncture and Mox bust on Pract cal Sk‖ s

科目名
(英 )

必修
選択

必修 年次 3
担当教員 川波 有司

実務経験 ○

授業
形態

実技
総時間
(単位)

30

1

開講区分
:

曜日・時限
:

3セメ

]―ス 午前集中・美容スポーツ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

疾患や症状ごとに西洋医学的アプローチ(問診・視診・角虫診・理学的検査・鍼灸治療)で授業を構築し進めていく。経絡・経穴の理解と経穴の取穴や鍼手技方法も必

要となる。航パルス療法を取り入れた治療方法も授業では行つていく。

※実務者経験 :プロバスケットボールチーム・ライジングゼファー福岡にチームトレーナーとして従事していた。

【到達目標】

可疾患や症状においての治療経穴や治療部位を理解する。 2鍼 灸のスキルを向上する。 3鍼 パルス療法を理解し収得する。 3臨 床で鋭灸治療ができるよ
うに、西洋医学的問診～鋭灸治療までを収得する。

1回 目 膝関節痛について(経絡・経穴について)

2回 目 膝関節痛と鍼灸実技(変形性膝関節症)

3回 目 膝関節痛と鍼灸実技(膝蓋靭帯炎・大腿四頭筋腱炎)

4回 目 膝関節痛と鍼灸実技(鵞足炎・腸胆靭帯炎)

5回 目 下腿部痛と鍼灸実技 (コンパートメント症候群)

6回 目 肉離れと会成灸実枝(下腿三頭筋・ハムストリングス)

7回 目 アキレス腱炎と鍼灸実技

8回 目 足関節捻挫と会成灸実技

9回 目 腰痛・腰下肢痛のケーススタディ(問診から鋭灸治療)

10回 目 肩関節痛のケーススタディ(問診から会成灸治療 )

11回 目 頸肩腕痛のケーススタディ(間診から鍼灸治療 )

12回 目 頭痛・肩こりのケーススタディ(問診からf放灸治療)

13回 目 肘関節痛のケーススタディ(間診から伊メ灸治療)

14回 目 膝関節痛のケーススタディ(問診から鍼灸治療)

15回 目 総合まとめ

準備学習
時間外学習

1 下 R支における経穴の復習 2下 日支の理学的検査の復習

評価方法

出席点(100°/o)

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

体力測定

Physical Fitness Test

必修

選択
選択 年次 1

担当教員 山地 豊

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

最初にお互いに身体の計測を行い、最後の授業に向けてトレーニングを行い、最初の授業と最後の授業でどのくらい変わつたかを見ていきます。身体の計測方法
やトレーニングの方法、指導の仕方を座学・実技を通じて学んでいきます。

※実務者経験 :プロ野球チームのチームトレーナーを経て、現在も各種スポーツ選手の指導に従事している。

【到達目標】

体力要素の理解とその体力要素を判断するテスト項目の実施ならびに測定方法の習得。
(具体的な目標〉
⑦身体の計測ができるようになる
②トレーエングの方法、指導ができるよう1こなる

1回 目 (座学)ガイダンス 自己紹介 「体力とはい・?」

2回 目 (座学)「体力とは,,,?」 「体力要素と測定項目について」

3回 目 (実技)身体測定 (身長・体重・体脂肪率)

4回 目 (実技)身体測定 (周径囲)

5回 目 (実技)身体測定 (皮下脂肪厚)

6回 目 (実技)フィードバック

7回 目 (実技)フィールドテスト(筋力・瞬発力)

8回 目 (実枝)フィールドテスト(筋持久力・柔軟性)

9回 目 (実技)フィールドテスト(敏捷性・平衡性)

10回 目 (実技)フィールドテスト(全身持久力)

11回 目 (実技)身体測定 (身長・体重,体脂肪率)

12回 目 (実技)身体測定 (周径囲)

13回 目 (実技)身体測定 (皮下脂肪厚)

14回 目 (座学)まとめ テスト対策

15回 目 (座学):式験評価

準備学習
時間外学習

特 に 必 要 め りま せ ん

評価方法

筆記テスト 100点

受講生への
メッセージ

飯灸科のみなさんにとっては数少ない身体を実際に動かして行なう授業です。飯灸スボーツコースが出来てから毎年この体力測定の授業を受け持た
せてもらつていますが、毎年楽しく身体を動かして自分の身体を変えてもらっています。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

レジスタンストレーニング1

Resistance Training Method Theoryl

科目名
(英 )

必修

選択
選択 年次 1

担当教員 井上 航

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

テキストに関わるエクササイズを中心に実技を通して理解を深め、実技だけでなく、座学で理論を学び、トレーニングの頻度、効果を学び、実際にプログラム作成を
し、自身の身体で実感してもらう。

※実務者経験 :高校部活動のテームトレーナーをはじめ、多種アスリートのパーソナルトレーナーとして現在もフリーランスにて活動中

【到達目標】

①BIG3のベースアップ、補助エクササイズの習得
②NSCA試験に出題されるエクササイズテクニックの習得
③プログラムデザインの習得

(座学/実技)オリエンテーション回ヽ目

2回 目 (座学/実技)BIG3の習得

3回 目 (座学/実技)BIG3の習得

4回 目 (座学/実枝)部位別トレーニング(胸 )

5回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(背 )

6回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(肩 )

7回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(腕 )

8回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(下肢)

9回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(下肢)

10回 目 (座学/実技)部位別トレーニング(体幹)

11回 目 (座学/実技)プログラム作成とエクササイズのセット法

12回 目 (座学/実枝)パワークリーンの習得

13回 目 (座学/実枝)パワークリーンの習得

14回 目 (座学)筆記試験

15回 目 (実技)実技試験

準備学習
時間外学習

特に必要ありません

評価方法

幸言己言式目実 50五ミ
実技試験 50点

受講生への
メッセージ

実技を通してしつかリエクササイズの目的、方法、効果などを理解し、ブログラム作成ができるようになりましょう。また自分自身のトレーニンクを定期的
に行なっていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識
」ATIトレーニング指導者テキスト 実践編



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

スポーツ障害①

Sports ln」 ury TheoryI

科目名
(英 )

必修
必修

選択
年次 1

担当教員

実務経験

宮崎 恭子

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】

各部位のテーピングに関する理論を理解した上で、実際にクラスメートにテープを巻く練習を行う。

※実務者経験 :高校バスケットボール部のチームトレーナーとして現在も従事している。

【到達目標】

アスレティックテーピングについての基礎知識と基本的技術を習得する。

1回 目 テーピングについて説明することができる。

2回 目 テーピングの目的、効果、注意点を述べることができる。

3回 目 テープの種類、必要な備品について述べることができる。

基本テクニックについて説明することができる。4回 目

5回 目 足関節アンダーラップの巻き方を学び、実践できる。

6回 目 足関節アンダーラップの巻き方を学び、実践できる。

7回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

8回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

9回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

10回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

11回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。12回 目

13回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

14回 目 実技テスト

15回 目 足関節のいろいろな巻き方を実践できる。

準備学習
時間外学習

言平イ両方 ,去

実技テストにて知識・技能の到達評価を行う。
●実技試験 (600/o)
●筆記試験 (300/o)
0出 席 (10%)
の割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

スポーツ現場では正しい状況判断と確かな技術が求められます。そのための知識と技術を習得できるよう、経験談を交えた授業を行う予定です。

教科書「『やさしいスチューデントトレーナーシリーズ テービング』(メディカル・フィットネス協会(監修)嵯峨野書院)

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 : 鍼灸科

科目名
(英 )

レジスタンストレーニング2

Resistance Training Method Theory2

必修
選択

選択 年次 1

担当教員 井上 航

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開 分 2セメ

曜日・時限ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

テキストに載つていない種目も多く演習をし、人体の構造を踏まえいかに効率の良い動きとそれに対するトレーナー的アプローチができるかを考察し習得する。
また、セメスターを通して自身のトレーニングを行い、自身の身体や扱える重量にどのような変化が起きるかを体験する。

※実務者経験 :高校部活動のチームトレーナーをはじめ、多種アスリートのパーソナルトレーナーとして現在もフリーランスにて活動中

【到達目標】

OBIG3の習熟度と最大重量アップ
②NSC馬式験に出題されるエクササイズテクニックの習得
③多くのエクササイズ種目のテクニックと指導法の習得

1回 目 (座学/実技)オリエンテーション/81G3MAX測 定

2回 目 (実す支)BIG3 MAXttI定

3回 目 (実技)部位別トレーニング(上半身Push系 )

4回 目 (実技)部位別トレーニング(上半身Rowing系 )

5回 目 (実技)部位別トレーニング(下半身Push系 )

6回 目 (実技)部位別トレーニング(下半身Rowing系 )

7回 目 (実技)部位別トレーニング(体幹)

8回 目 (実技)部位別トレーニング(回旋系)

9回 目 (実技)部位別トレーニング(瞬発系)

10回 目 (実技)ハングクリーンの習得

11回 目 (実技)ハングクリーンの習得

12回 目 (実技)テスト対策(種 目練習 )

13回 目 (実技)テスト対策(種 目練習 )

14回 目 実技テスト⑪

15回 目 実技テスト②

準備学習

時間外学習

守守に必 妥 あ りませ ん

言平I両方,去

平常 点 20点

実技試験 80点

受講生への
メッセージ

1セメスターで学んだ基礎をもとに各部位のトレーニングをより発展させ、より指導の引き出しを増やしていきましょう。また、継続的にトレーニングを行うこ

とで自分自身の最大重量を仲ばしていきましょう。

【1更用教科書・教材・参考吾】

NSCAバーソナルトレーナーのための基礎知識
」ATIトレーニング指導者テキスト 実践編



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

スポーツ障害②

Spotts ln」 ury Theory2

必修

選択
必修 年次 1

担当教員

実務経験

宮崎 恭子

○

授業
形態

講義・演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

コース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】

各部位のテーピングに関する理論を理解した上で、実際にクラスメーHこテープを巻く練習を行う。

※実務者経験 :高校バスケットボール部のテームトレーナーとして現在も従事している。

【到達目標】
アスレティックテーピングについての基礎知識と基本的技術を習得する。

1回 目 テーピングについて説明することができる。

2回 目 テーピングの目的、効果、注意点を述べることができる。

3回 目 テープの種類、必要な備品について述べることができる。

基本テクニックについて説明することができる。4回 目

5回 目 足関節アンダーラップの巻き方を学び、実践できる。

6回 目 足問節アンダーラップの巻き方を学び、実践できる。

7回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

8回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

9回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

10回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。11回 目

12回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

13回 目 足関節内反制限の巻き方を学び、実践できる。

14回 目 実技テスト

15回 目 足関節のいろいろな巻き方を実践できる。

準備学習
時間外学習

評価方法

実技テスHこて知識・技能の到l達評価を行う。
●実技試験 (600/o)
●筆記試験 (300/。 )
●出席 (100/o)
の割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

スポーツ現場では正しい状況判断と確かな技術が求められます。そのための知識と技術を習得できるよう、経験談を交えた長某を行う予足です。

教科書 :『やさしいスチューデントトレーナーシリーズ テーピング』(メディカル・フィットネス協会 (監修)嵯峨野書院 )

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

コンディショニング

conditioning

必修
選択

選択 年次 1

担当教員 谷口 貴隆

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

コンディショニングの基礎理論、トレーニングの基礎理論などをトレーニング指導者テキストを用いて学習、理解して、スタジオにて自分自身の身体を使ってそのト
レーニングを実践する。トレーニングだけでなく、日常生活の指導や、食事の指導も学んでいく。

※実務者経験

【到達目標】

基本的なトレーニング理論を理解し、そのトレーニングを実践することができる。15コマの授業を終えた段階で、現場に出て指導し、各個人のパフォーマンスカの向
上、日常生活の指導ができるようになる。

1回 目 (座学)オリエンテーション、自己紹介、コンディショニングについて

2回 目 (座学/実技)体力の種類

3回 目 (座学/実技)スタティックストレッチ

4回 目 (座学/実枝)ダイナミックストレッチ

5回 目 (座学/実枝)ペアストレッチ

6回 目 (座学/実枝)自体重、体幹エクササイズ①

7回 目 (座学/実枝)自体重、体幹エクササイズ②

8回 目 (座学/実技)自体重、体幹エクササイバ③

9回 目 (座学/実技)アジリティトレーニング① (ラダー ミニハードル使用)

10回 目 (座学/実技)アジリティトレーニング② (ラダー ミニハードル使用)

11回 目 (座学/実技)コアコンディショニング① (ストレッチッポール使用)

12回 目 (座学/実技)コアコンディショニング② (ストレッチポール使用)

13回 目 (座学/実枝)試験対策

14回 目 (実技)実技試験

15回 目 (座学)筆記試験

準備学習
時間外学習

筋肉の要力きを理角4しておく必要があります。
解割学で勉強するので、予習・復習が必要になります。

評価方法

筆記試験 +実 技試験 100点

受講生への
メッセージ

スボーツトレーニンクを通じて、幅の広い治療琢を目指してください

【使用教科書・教材・参考書】

トレーニング指導者テキスト



2023年度 授業概要
学 科  :鍼 灸科

科目名
(英 )

スポーツ医学

Spotts Med cine

必修
選択

年次 2
担当教員 川波 有司

実務経験 ○

授業
形態

講義/実技 総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

1セ メ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1 スポーツ外傷・障害の程度を評価から判断できるように、各種傷害や部位ごとで理解をできるようにする。 2スポーツ外傷・障害に鍼灸を使つた治療の知識と技術の向上を進め
る。 3スポーツ外傷・障害からスポーツ復帰ができようにアスレティックリハビリテーションの知識と指導・説明できる必要がある。

※実務者経験 :プロバスヶットボールチーム・ライジングゼフアー福岡にチームトレーナーとして従事していた。

【到達目標】

1 スポーツ外傷・障害の評価からリハビリの知識を収得する。 2スポーツ外傷・障害と鍼灸治療の理解を高め治療の観点から鍼灸実技を行つていき、鍼灸スキルの向上を図つてい
く。

1回 目 足関節捻挫の評価と治療

2回 目 足関節捻挫と鍼灸治療

3回 目 足関節捻挫とアスレチィックリハビリテーション

4回 目 肉離れ (D,腹筋・ヒラメ筋)の評価と治療

肉離れ (",腹筋・ヒラメ筋)の鍼灸治療

6回 目 肉離れ ("H腹筋・ヒラメ筋)のアスレチィックリハビリテーション

7回 目 肉離れ (ハムストリングス)の評価と治療

8回 目 肉離れ (ハムストリングス)の鍼灸治療

9回 目 肉離れ(ハムストリングス)のアスレチィックリアヽビリテーション

10回 目 肉離れ (大腿四頭筋)の評価と治療

11回 目 肉離れ (大腿四頭筋)の鍼灸治廉

12回 目 肉離れ (大腿四頭筋)のアスレチィックリハビリテーション

13回 目 シンスプリントの評価と鍼灸治療

14回 目 シンスプリントのアスレチィックリハビリテーション

15回 目 試験 :実技

準備学習
時間外学習

1 スボーツ外傷・厚吾と解剖字 の事前復習 2経 イると経 穴の取穴ができるように亭前復習

評価方法

1 冥技点 (70%)2出 席 点 (300/。 )

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

NSCA対 策 1

NSCA Test Preparation l

必修
選択

選択 年次 2
担当教員

i

実務経験 :

山田 大介

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45

3

開講区分

曜日・時限

1セメ

ヨース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

NSCAとはストレングスとコンディショニングを合わせたものです。筋力や筋持久力を向上させるだけでなく、柔軟性、全身持久力など競技パフォーマンスの向上も日
指していく講義である。座学で理論を学び、その後自分自身の身体を使ってトレーニングを実践していく。

※実務者経験:2005年 よリフリーランスにてプロ野球選手をはじめ、多種アスリート選手のパーソナルトレーナーとして現在も活動中である。

【到達目標】

NSCAの理論を学び理解し、実技についても自分自身の身体を使つて実践できるようになり、指導できるようになる。全授業を終えた後、資格試験を受け、NSCA一
CPTの資格を所得する。

(具体的な目標〉
①資格所得
②トレーニングの方法・効果を理解し、効率の良い指導をすることができる

1回 目 (座学)オリエンテーション

2回 目 (実技)BIG3エクササイズのデモンストレーション

3回 目 (実技)スクワットの実技

4回 目 (実枝)デットリフトの実技

5回 目 (実技)ベンチプレスの実技

6回 目 (実技)スクワッHこ関わる種目

7回 目 (実技)デットリフHこ関わる種目

8回 目 (実技)ベンチプレスに関わる種目

9回 目 (実枝)ベントオーバーローイングの実技

10回 目 (実技)ショルダープレスの実技

11回 目 (実技)スクワットの指導練習

12回 目 (実技)デットリフトの指導練習

13回 目 (実技)ベンチプレスの指導練習

14回 目 (実技)実技テスト

15回 目 (実技)評価

準備学習
時間外学習

特に必要ありません

評価方法

BIG3エクササイズのフォーム(冥技 )

受講生への
メッセージ

この授業でトレーニングスキルを習得しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識



2023年度 授業IF元要
学 科

科目名
(英 )

スポーツ医学

Spotts Medicine

必修
選択

年次 2
担当教員 川波 有司

実務経験 ○

授業
形態

講義/実技 総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

コース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1 スポーツ外傷・障害の程度を評価から判断できるように、各種傷害や部位ごとで理解をできるようにする。 2スポーツ外傷・障害に鍼灸を使つた治猿の知識と技術の向上を進め
る。 3スポーツ外傷・障害からスポーツ復帰ができようにアスレチィックリハビリテーションの知識と指導・説明できる必要がある。

※実務者経験 :プロバスヶットボールチーム・ライジングゼファー福岡にチームトレーナーとして従事していた。

【到達目標】

1 スポーツ外傷・障害の評価からリハビリの知識を収得する。 2スポーツ外傷・障害と鍼灸治療の理解を高め治療の観点から鍼灸実技を行つていき、鍼灸スキルの向上を図つてい
く。

1回 目 アキレス腱炎の評価と鍼灸治療

2回 目 アキレス腱炎のアスレティックリハビリテーション

3回 目 コンパートメント症俵群の評価と治療

4回 目 コンパートメント症候群の鍼灸治療

5回 目 鷺足炎の評価と鍼灸治療

6回 目 鵞足炎のアスレチィックリハビリテーション

7回 目 ランナー膝の評価と鍼灸治療

ランナー膝のアスレチィックリンヽビリテーション

9回 目 ジャンパー膝の評価と鍼灸治療

10回 目 ジャンパー膝のアスレティックリンヽビリテーション

11回 目 足底筋膜炎の評価とOj売灸治療

12回 目 足底筋R東炎のアスレチィックリハビリテーション

13回 目 むち打ち症と鍼灸治療

14回 目 むち打ち症と鍼灸治療

15回 目 試験 :実技

準備学習
時間外学習

1 スポーツ外傷・障害と解剖学の事前復習 2経絡と経穴の取穴ができるように事前復習

評価方法

1 実技点(70,1)2出 席点(30%)

受講生への
メッセージ

【使用教科書 教材 参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

NSCA対 策 2

NSCA Test Preparation 2

]―ス 美容スポーツコース スポーツ専攻

必修
選択

選択 年次
貝

験

山田 大介
2

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

開講区分 | 2セメ

曜日・時限

４５

　

３

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

NSCAとはストレングスとコンディショニングを合わせたものです。筋力や筋持久力を向上させるだけでなく、柔軟性、全身持久力など競技パフォーマンスの向上も日
指していく講義である。座学で理論を学び、その後自分自身の身体を使つてトレーニングを実践していく。

※実務者経験:現在もフリーランスにて、複数の高校サッカー部をはじめ、各種スポーツ選手の指導に従事している。

【到達目標】

NSCAの理論を学び理解し、実技についても自分自身の身体を使って実践できるようになり、指導できるようになる。全授業を終えた後、資格試験を受け、NSCA一
CPTの 資格を所得する。

〈具体的な目標〉
⑦資格所得
②トレーニングの方法・効果を理解し、効率の良い指導をすることができる

1回 目 (座学)オリエンテーション

2回 目 (座学)筋肉の種類とタイプ

3回 目 (座学)筋の構造

4回 目 (座学)筋の構造2

5回 目 (座学)筋原線維の構造

6回 目 (座学)筋の滑走説

7回 目 (座学)筋の収縮様式

8回 目 (座学)筋の代謝特性

9回 目 (座学)筋の代謝特性②

10回 目 (座学)脂質代謝

11回 目 (座学)糖新生

12回 目 (座学)神経系の働き

13回 目 (座学〉神経系の働き②

14回 目 (座学)テスト

15回 目 (座学)評価

準備学習
時間外学習

特に必要ありません

評価方法

筆記 ;戸スト

受講生への
メッセージ

トレーニングに関わる生理学と解剖学を勉強しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

NSCA対策演習

NSCA Test Practice

必修
選択

選択 年次 2
担当教員

実務経験

山田 大介

○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

3セメ

コース 美容スポーツコース スポーツ専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

NSCA―CPT試験に合格するための対策授業である。NSCA資格所得者の先生が、合格するための授業をしてくれる。NSCAはスポーツトレーナーをするためには
必要になる資格になる。

※実務者経験 :2005年 よリフリーランスにてプロ野球選手をはじめ、多種アスリート選手のパーソナルトレーナーとして現在も活躍中である。

【到達目標】

パーソナルトレーナーのための基礎知識(エクササイズサイエンス、エクササイズテクニック、特別な人への運動処方)を理解、習得しNSCA―CPT試験に合格するた
めの学力を身につける。

1回 目 (座学)オリエンテーション/協会・資格についての説明

2回 目 (座学)第 12章 柔軟性、自重、スタビリティボール・エクササイズ

3回 目 (座学)第 13章 レジスタンストレーニングのエクササイズテクニック

4回 目 (座学)第 14章 ,い臓血管系活動のテクニック

5回 目 (座学)模擬試験

6回 目 (座学)第 18章 妊婦、高齢者、青年期直前のクライアント

7回 目 (座学)第 19章 栄養と代謝に問題を抱えるクライアント

8回 目 (座学)第 20章 心臓血管系疾患および呼吸器系疾患を有するクライアント

9回 目 (座学)第 21章 整形外科的疾患や傷害を有するクライアントとリハビリテーション

10回 目 (座学)第 22章 脊髄損傷、多発性硬化症、てんかん、脳性麻痺患者について

11回 目 (座学)第 23章 アスリートを対象にしたレジスタンストレーニング

12回 目 (座学)模擬試験

13回 目 (座学)第 24・ 25章 施設と機器の配置およびメンテナンス/法的問題

14回 目 (座学)模擬試験

15回 目 (座学)模擬試験

準備学習
時間外学習

特に必要ありません

評価方法

筆記テスト 100点

受講生への
メッセージ

試験 国に向けてテキストを熟読し、継続した勉強を行なつてください。また、勉強した内容を
~夫
践的に理解するために

~夫
技 (ト レーニンク)も行いましょ

つ。

【使用教科書・教材・参考書】

NSCAパーソナルトレーナーのための基礎知識
解剖学、運動生理学テキスト



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

メイク1

Make― up l

必修

選択
選択 年次 1

担当教員 永岡 紗妃

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

司セメ

]―ス 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

次世代の美容のプロ育成の為の専門学校の運営に力を注いだ講師が、メイク技法の根本を伝授しながら、女性心理の解析とそれを形にする(メイク)技術を学ぶ授

業。

※実務者経験 :現在もフリーランスにて、メイクアップ・インストラクターとして従事している。

【到達目標】

心理学に基づいたメイクセラピー技法を知り、相手のオーダー(要望)を聞き、それに沿つたフルメイクが出来るようになる。

1回 目 メイク道具に触れ、顔のパーツとその役割使い方を実践できる。

2回 目 メイクセラピーを実践できる。

3回 目 メイクの基本を実践できる。 ベースメイクレッスン1

4回 目 メイクの基本を実践でdきるう。。 ベースメイクレッスン2と制限時間

5回 目 色彩学について タイプ別のメイクについて実践できる。

6回 目 色彩学に基づくコントロールカラーを使つて理解を深める。

7回 目 皮膚科学に関しての知識 (UV、 しみ)→コンシーラ等で肌悩みを隠す技術を身につける。

8回 目 ポイントメイクを理解し実践できる。

9回 目 制限時間30分間のフルメイクができる。

10回 目 筆記試験対策1(3級・2級テキストより)

11回 目 苦手とするメイク技法の習得と練習 1

12回 目 トータルコーデ(ヘアアレンジ)とメイクの調和実践1

13回 目 知らない方(当社スタッフ)にメイクを施す難しさを体感しよう司

14回 目 オーダーメイクを20分間で実施できるようになる。

15回 目 定期試験個別評定のマイナス点の克服

つつ

準備学習
時間外学習

評価方法

制限時間20分間でオーダーメイクを仕上げる実技試験 (100°/o)

受講生への
メッセージ

メイクの楽しさを知る事が一番です。一緒に頑張つていきましょう。



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

メイク2

Make― up 2

科目名
(英 )

鐘紫 : 選択 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

永岡 紗妃

O

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

]―ス 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

次世代の美容のプロ育成の為の専門学校の運営に力を注いだ講師が、自分の技術で相手を導き、満足させるように、限られた時間の中で実施できるようにする。

※実務者経験 :現在もフリーランスにて、メイクアップ・ィンストラクターとして従事している。

【到達目標】

心理学に基づいたメイクセラピー技法を知り、相手の心の底にある本当の欲求を引き出し、それを満足させるメイクを制限時間内に、フルメイク完成させるようになる
こと。

1回 目 メイクで重要な目元のメイク(アイメイク)の特にアイブロウの理解と実践ができる。

2回 目 メイクの基本 ベースメイクレッスン刊

3回 目 メイクの基本  ベースメイクレッスン2

4回 目 メイクの基本 ベースメイクレッスン3と制限時間に完了できる。

5回 目 タイプ別メイク (遠心・求心)→ポイントメイクで理解を深め、実践できる。

6回 目 コントロールカラーを使つて、肌悩み解消メイク(制限時間)が実践できる。

7回 目 コンシーラを使つて、肌悩み解消メイク(制限時間)が実践できる。

8回 目 ポイントメイクが実践できる。

9回 目 制限時間30分間のフルメイクができる。

10回 目 筆記言式験対策2(3級・2級テキストより)

11回 目 苦手とするメイク技法の習得と練習2

12回 目 トータルコーデ(ヘアアレンジ)とメイクの調和実践2

13回 目 知らない方(当社スタッフ)にメイクを施す難しさを体感しよう2

14回 目 オーダーメイクを20分間で実施できる。

15回 目 定期試験個別評定のマイナス点の克服

準備学習
時間外学習

メイクについてれIEかな板術を身につけるには、技栗ことに講義肉合の整埋 。れ程言ぷπど行い、子更llTJの イ環
‐
旨を行つことア)｀ コヽ 口J尺で丁。

制限時間20分間でオーダーメイクを仕上げる事。(100%)

評価方法

受講生への
メッセージ

メイクの楽しさを知る事が一番です。一緒に頑張つていきましょう。

k快
「
日字メ↑+音・子)く↑′i・ 少 う 舌 X かコ ノ
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~0献 ・とΠX′ ギ ノヽ 1｀



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

ヨーガ

Yoga

美容スポーツコース 美容専攻ヨース  :

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

田中 朋子

○

授業
形態

演習
総時間
(単位) 2

30 開講区分 :

曜日・時限 :

2セメ

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

講義では東洋医学概論をもとにヨーガと東洋医学の関係やコーガについての基本理論、ヨーガ療法について学習していく。(座学約20分 )
実技では種々あるヨーガのポーズ(アーサナ)の中からいくつかを体験し、呼吸法(プラーナヤーマ)、 瞑想(メディテーション)を行いながら自身のこころとからだを観察し
ていく。(実技約60分 )

※実務者経験 :柔道整復師・鍼灸師として、パーソナルヨーガスペース ナーディ代表、はりきゅうたなか院長として鍼灸治療に従事していて、現在に至る。

【到達目標】

目標①コーガの基本概念を学び実践することにより、普段から自分自身の健康の維持、健康増進に関心を持つ。さらに自分の体とこころに意識を向ける力を身につ
ける。
目標②ヨーガ療法としてのコーガを学び、習得し実際の運動効果を体感する。
目標③東洋療法とヨーガの関係性を学び理解する。
目標④柔軟性、筋持久力、心肺機能などの基礎体力の向上、集中カアップ、精神の安定、自己コントロールカを獲得する。

1回 目 オリエンテーショシ ヨーガの概要、座法、呼吸法について説明できる。

2回 目 陰陽理論、五行理論 ヨーガで使う用語について説明できる。

3回 目 足指回しと臓月府の関係について説明できる。

4回 目 臓腑の不調とその特徴的な症状について説明できる。

5回 目 小テスト 経穴とチャクラの関係について説明できる。

6回 目 顔面・腹部・舌と五臓の関係について説明できる。

7回 目 意識とからだ つま先～頭部のセルフケア、全身のほぐしについて説明できる。

8回 目 体のバランスを整える、操体法、三軸修正法について説明できる。

9回 目 ヨーガ療法、肩こり腰痛改善のためのアーサナについて説明できる。

10回 目 期末テスト対策 各種ポーズを実践できる。

11回 目 マクロビオティックについて説明できる。

12回 目 マインドフルネスについて説明できる。

13回 目 生活の中でのヨーガ 身近なものを使つたポーズについて説明できる。

14回 目 セルフケアと全身のほぐしを実践できる。

15回 目 期末テスト

目標②)フィジカルアセスメントでは肺の構造と触診に必要な解剖学、呼吸機能検査のスパイロメトリー、血液ガスの予習が必要です。
目標②)フィジカルアセスメントと体位廃淡法の実習前に確認テストを行いますので、講義の復習が必要です。
目標⑥)気道内分泌吸引実習の前に確認テストを行いますので、講義の復習が必要です。

つ

準備学習
時間外学習

す。

評価方法

●昇胡末テスト(50%)
0平常点(400/。 )
0小テスト(100/o)
割合で成績評価を行う。
※平常点は授業態度や決まりごとにどのように取り組んでいるかを評価します。

受講生への
メッセージ

講義の後にヨーカ
~夫
技を行いますので運動着、タオル(ポーズの補助具としても使用します)、 水分補給のための水分(カフェイン・糖類の入っていないも

の)を準備してください。資料を配布します。筆記用具を持参してください。
ヨーガを実践する場合には安全を配慮し、体調やケガなどの状態に留意して行つてください。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

アロマ

Aromatherapy

科 目名

(英 )

必修

選択
選択 年次 1

担当教員
:

実務経験 :

倉本 寿子

○

授業
形態

演習
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

]―ス 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

AEA」認定アロマテラピーインストラクターの講師が美容業界や学校の現場で培つてきた経験を活かし、日常生活や仕事で活用できる知識と技術を習得する。実技
を多く取り入れ、アロマテラピーを身近に感じていただく。

※実務者経験 :現在もフリーランスにて、アロマテラピーのセラピスト・インストラクターとして従事している。

【到達目標】

ストレス社会と言われる現代、植物の自然な香りを使って心身を癒す方法を学ぶ。香りの特徴やメカニズム、安全で正しい方法を理解し、AEA」アロマテラピー検定1

級取得を目指す。

1回 目 アロマテラピーとは /芳香浴法を実践できる。

2回 目 精油の特徴① /香りのイメージ体験を通して理解を深める。

3回 目 精油とは /注意 /沐浴法を実践できる。

4回 目 精油の特徴② /アロマバスソルト作りを実践できる。

5回 目 精油の製造法 /吸入法 /アロマと地球環境を実践できる。

6回 目 精油の特徴③ /アロマスプレーを作ることができる。

7回 目 基材論 /アロマの歴史を知る。

8回 目 精油の特徴④ /クレイパック体験を通して実践できるようになる。

9回 目 アロマテラピーメカニズムを実践できる。

10回 目 精油の特徴⑤ /アロマトリートメント(マッサージ)オイル作りを通して実践できるうようになる。

11回 目 アロマと健康 / 精油の特徴⑥の理解を深め実践できる。

12回 目 ハンドトリートメント(マッサージ)体験

13回 目 アロマに関係する法律 / 総まとめ

14回 目 精油の特徴⑦ /言式験対策

15回 目 筆記試験

準備学習
時間外学習

評価方法

出席率30%授 業態度30。/。 授業への参加度400/o

受講生への
メッセージ

自分自身を癒し、大切な人も癒せるアロマテラピーの基礎知識を楽しく学びましょう。



2023年度 授業概要
学 科 :飢灸科

担当教員 冨永 絵梨子

実務経験 ○

必修

選択
選択 年次 1ネイル

na‖

科目名
(英 )

3セメ開講区分 :

曜日・時限 :ヨース : 美容スポーツコース 美容専攻
演習

形態

授業
３０

　

２

総時間
(単位)

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

1 爪の構造からネイルケアの大切さを知り、日々のお手入れをすることにより健やかに爪を育てる知識・技術についての講義と実枝。教員のデモンストレーション
を見て参考にしながら、クラスメイト同士のペアで練習して知識・技術を身につけていく。
2創造力をネイルアートで表現できるよう、使用する道具の知識・技術に関する講義を行う。教員が内容を常に確認しながら知識・技術を身につけていく。

※実務者経験 :ビューティーサロン業務として、現在もネイルに従事している。

【到達目標】

1 爪の構造・ネイルケアの大切さ。基礎知識・道具の正しい使用方法・技術を習得する。
ネイルアートを通じて、創造力・個性を形に表現できるようになる。

2

1回 目 ネイルケアについて<道具の名称、手順など>の知識を身につける。

2回 目 相モデルにて技術練習を行い、ネイルケア・カラーリングの技術を身につける。

3回 目 相モデルにて技術練習を行い、フットケアの技術を身につける。

4回 目 相モデルにて技術練習を行い、フットケア・カラーリングの技術を身につける。

5回 目 ジェルネイルについて<ジェルネイルの基礎知識、手順、ベース、トップ>の知識を身につける。相モデルにて技術練習を行い、技術を身につける。

6回 目 ジェルネイルについて<ワンカラー、グラデーション、ラメグラデーシヨン>の知識を身につける。相モデルにて技術練習を行い、技術を身につける。

7回 目 相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

8回 目 小テストを行い、今までの知識の確認を行う。相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

9回 目 相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

10回 目 相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

11回 目 小テストを行い、今までの知識の確認を行う。相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

12回 目 相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

13回 目 相モデルにてジェルネイルのアート作成を行い、技術を身につける。創造力を表現する力を養う。

14回 目 定期試験

15回 目 今までの授業の振り返り、復習を行う。

プ つ つ

準備学習
時間外学習

評価方法

定期試験60%、 小テスト100/o、 授業態度・出席300/o

受講生への
メッセージ

一緒に瀬張つていきましょう。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科  :鍼 灸科

科目名
(英 )

:      美容はり1

:Acupuncture and MoxibustiOn Beauty Skilis l

必修
選択

選択 年次 2
担当教員 i 岡本真理 宮元真保 福島美沙紀

実務経験 i       O

授業形態 講義実技
総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

刊セメ

ヨース 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

美容鍼灸の施術をおこなううえで必要となる皮膚の構造、顔の筋肉や皮膚のトラブル、栄養素など美容に関する全般的な基礎知識の講義を行う。顔のリフトアップ

や肌の改善を目的とした顔面部への刺鍼についての講義を行う。リスク管理・お客様へのカウンセリング法・刺鍼テクニックなどの実践力を高める講義。
立体造顔美容鍼を元に講義を行う。

※実務者経験 (福島)「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく会ドァ灸治療を行つていた。

【到達目標】

美容鍼灸を行う上で必要な基礎知識をつけ、お客様のお悩みに合わせた施術、アフターケアまでの流れを実践できるようになる。

1回 目 美容鍼灸の概要を説明する事ができる。

2回 目 美容鍼灸の概要を説明する事ができる。

3回 目 立体造顔美容鍼①

4回 目 立体造顔美容鍼②

5回 目 立体造顔美容鍼③

6回 目 立体造顔美容鍼④

7回 目 立体造顔美容鍼⑤

8回 目 立体造顔美容会成⑥

9回 目 立体造顔美容鍼②

10回 目 立体造顔美容鋭③

頸部をほぐし、片手挿管を使用し美容鍼の施術をクラスメイHこ実践する事ができる。11回 目

12回 目 頸部をほぐし、片手挿管を使用し美容鍼の施術をクラスメイHこ実践する事ができる。

13回 目 鋭管を使用せずに美容鋭の施術をクラスメイHこ実践することが出来る

14回 園 鍼管を使用せずに美容鍼の施術をクラスメイHこ実践することが出来る

15回 目 実技試験

ス

準備学習
時間外学習

評価方法

出席率 (500/O)、 実技試験 (500/o)

受講生への
メッセージ

美容のスペシヤリストになるために、基礎をしつかり学びたくさん実践して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

立体造顔美容鋭のテキスト



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

エステティック技法①

Esthetic Technique l

必修
選択

選択 年次 2

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

]―ス 美容スポーツコース美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

フェイシヤル、デコルテを含めた全身オイルトリートメントを行う。部位ごとに実技、練習を行う。実技練習は生徒をモデルとして生徒同士でペアを組み行つていく。

実務経験 :2017年 ～2018年 個人で鋭灸院を開業。その傍、アロマトリートメントサロンも経営。

【到達目標】

セラピストとして、ォイルを使つてフェイシャルを含め、全身のオールハンドトリートメントを行うことができ、それをお客様へ提供できるレベルまで、スキルを習得する
ことを目標とする。

1回 目 セラピストオリエンテーション

2回 目 お腹のオイルトリートメントについてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

3回 目 上肢のオイルトリートメントについてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

4回 目 デコルテのオイルトリートメンHこついてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

5回 目 デコルテのオイルトリートメンHこついてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

6回 目 下肢後面のオイルトリートメンHこついてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

7回 目 フェイシャルオイルトリートメントについて概要を説明できる。

8回 目 フェイシャル・デコルテオイルトリートメントを実践できる。

9回 目 フェイシャル・デコルテオイルト)―トメントを実践できる。

10回 目 フェイシャル・デコルテオイルト)―トメントを実践できる。

11回 目 フェイシャル・デコルテオイルト)―トメントを実践できる。

12回 目 テスト(タオルワーク、案内)

13回 目 テスト(フェイシヤル・デコルテオイルトリートメント)

14回 目 フットバス、ハンドバスについてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

15回 目 下肢後面のオイルト)―トメントについてデモンストレーションを参考に注意点を理解し、練習を行う。

準備学習
時間外学習

評価方法

●平常点(普段の授業態度、出欠、忘れ物の有無)
0修 了言式験
上記を総合評価

受講生への
メッセージ

リラクゼーション業呆に携わつて10年 以上の経験を、成功事例や症例別、失敗事例まで、皆様には惜しみなく、冥技の授業の中でお話もしていきます。
この授業で学ぶ技術はあくまでもリラクゼーシヨンロ的ですが、鋭灸師としての見方も同時にお伝えしていきまし、タオルワークや接客技術に関しては、

これからの時代、
'成

灸院でも、接客スキルはかなり問われますし、サービスの面でも必須になつてきますc航灸師としても、ワンランク上の接客スキルも

身につけることができる授業にしたいと思っています。お一人お一人技術に差は必ずでますが、授業の中で、お一人お一人みていきますので、安心し

て授業を受けていただけます。皆様にお会いできることを楽しみにしております

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :アロマ環境協会アロマセラビストの技術に準じる 副読本 :ア ロマテラビーコンプリートブック下巻



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

エステティック技法②

Esthetic Technique 2

必修
選択

選択
年次 2

担当教員 :

実務経験
|

星川 亜輝子

○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分

曜日・時限

1セメ

]―ス 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

フェイシャル、デコルテを含めた全身オイルトリートメントを行う。部位ごとに実技、練習を行う。実技練習は生徒をモデルとして生徒同士でペアを組み行つていく。

実務経験 :2017年 ～2018年 個人で鍼灸院を開業。その傍、アロマトリートメントサロンも経営。

【到達目標】

セラピストとして、ォィルを使つてフェイシャルを含め、全身のオールハンドトリートメントを行うことができ、それをお客様へ提供できるレベルまで、スキルを習得する
ことを目標とする。

1回 目 タオルワークについて注意点を説明できる。タオルワークを実践できる。

2回 目 腹部のオイルトリートメントについて注意点を説明できる。腹部のオイルトリートメントを実践できる。

3回 目 上肢のオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。上肢のオイルトリートメントを実践できる。

4回 目 デコルテのオイルトリートメントについて注意点を説明できる。デコルテのオイルトリートメントを実践できる。

5回 目 デコルテのオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。デコルテのオイルトリートメントを実践できる。

6回 目 下肢後面のオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。下肢後面のオイルトリートメントを実践できる。

7回 目 デコルテ・フエイシャルのオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。デコルテとフェイシャルのオイルトリートメントを実践できる。

8回 目 デコルテ・フエイシャルのオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。デコルテとフエイシャルのオイルトリートメントを実践できる。

9回 目 デコルテ・フェイシャルのオイルトリートメントについて注意点を説明できる。デコルテとフェイシャルのオイルトリートメントを実践できる。

10回 目 デコルテ・フエイシャルのオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。デコルテとフエイシャルのオイルトリートメントを実践できる。

11回 目 デコルテ・フェイシャルのオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。デコルテとフェイシャルのオイルトリートメントを実践できる。

12回 目 テスト(タオルワーク、案内)

13回 目 テスト(デコルテ・フェイシャルオイルトリートメント)

14回 目 フットバスツ ンヽドバスについて注意点を説明できる。フットバスとハンドバスのオイルトリートメントを実践できる。

15回 目 下肢後面のオイルトリートメンHこついて注意点を説明できる。下肢後面のオイルトリートメントを実践できる。

準備学習
時間外学習

評価方法

普段の授業態度、出欠、忘れ物、修了試験を総合評価

受講生への
メッセージ

リラクゼーション業界に携わつて10年 以上の経験を、成功事例や症例別、失敗事例まで、皆様には惜しみなく、
~夫
技の授業の中でお話もしていきます。

この授業で学ぶ技術はあくまでもリラクゼーシヨンロ的ですが、↑成灸師としての見方も同時にお伝えしていきまし、タオルワークや接客技術に関しては、
これからの時代、鍼灸院でも、接客スキルはかなり問われますし、サービスの面でも必須になつてきます。↑「上灸師としても、ワンランク上の接客スキルも

身につけることができる授業にしたいと思っています。お一人お一人技術に差は必ずでますが、授業の中で、お一人お一人みていきますので、安心し
て授業を受けていただけます。皆様にお会いできることを楽しみにしております

教科書 :アロマ環境協会アロマセラビストの技術に準じる 冨1読本 |ア ロマテラピーコンプリートブック下巻

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

i      美容はり2

:Acupuncture and Moxibustion Seauty Skilis

必 修

選択
選択 年次 2

担当教員 :古川 夢・福地 真理・福島 美沙紀

実務経験 |       ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 ) 2

30 開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

外的な美容には内的な健康が不可欠である。女性を内面から健康にするために、女性特有の婦人科疾患や不妊治療に関しての講義実技を行う。東洋医学的なア
プローチである経絡治療を元に、ツボの取り方や脈診を学ぶ。婦人科疾患や不妊治療を行つている女性鍼灸師が実施する。

実務経験 :2011年 ～ 祐生堂はり灸マッサージ各院にて鍼灸治療に従事していて、現在に至る。

【到達目標】

臨床において、多くの婦人科疾患に対応できる現代医学的な知識を身につける。また東洋医学的な分析や診断ができるようになり、それらに対して経絡治療を行う
ことができる。

■●liⅢ  Ⅲ■―‐■■■■■■■||■■―|■―■嶺業き歯lh蓉■■■||■ |■|=|||||||||■ ||■illlllll:||||||||||||■ |||■ ||||||||||:■ |■ ||||||||||― ―      ―    ― _  |‐  ‐

1回 目 東洋医学的なアプローチである経絡治療について説明する事ができる。

2回 目 実技を通して、経絡治療で行う脈診と治療を実践できる。

3回 目 女性の月経同期や生理痛について説明する事ができる。

4回 目 実技を通して、月経周期や生理痛の脈診や治療を実践できる。

5回 目 月経前症候群について説明する事ができる。

6回 目 実技を通して、月経前症候群の脈診や治療を実践する事ができる。

7回 目 更年期やそれに伴う冷えについて説明する事ができる。

8回 目 実技を通して、更年期障害や冷えの脈診や治療を実践する事ができる。

9回 目 子宮内膜症や子宮筋腫について説明する事ができる。

10回 目 実枝を通して、子宮内膜症や子宮筋腫の脈診や治療を実践する事ができる。

樹回目 不妊症について説明する事ができる。

12回 目 実枝を通して、不妊症の脈診や治療を実践する事ができる。

13回 目 産前と産後について説明する事ができる。

14回 目 実技を通して、産前と産後の脈診と治療を実践する事ができるっ

15回 目 実技試験

準備学習
時間外学習

授業時間外で、クラスメイトや顔族の協力のもと、練習を行う事が上選の早逼です。

評価方法

実技試験 (1000/o)に て評価

受講生への
メッセージ

女性を内面から美しくする目的として健康を維持するには、鍼灸治療は有効な方法の一つです。また、経絡治療は日本人に適した刺激の少ない全成灸
治療法です。

【使用教科書・教材・参考書】



2023年度 授業概要
学 科 :鍼灸科

科目名
(英 )

美容はり3

Acupuncture and Moxibustion Beauty Sk‖ Is

必修

選択
選択 年次 2

担当教員 鈴 木

O実務経験

授業

形 態
演習

総時間
(単位)

30

2

開講区分

曜日・時限

2セメ

ヨース 美容スポーツコース 美容専攻

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

外的な美容には内的な健康が不可欠である。そのためカウンセリング等も大事なものになる。本講義ではカウンセリングにて悩みを相手から聞き出し東洋的なアプ
ローチで全身の調節を行い、また筋肉、皮下組織にもアプローチできるような講義を行う。

※実務者経験 :「にしお鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 3月 )・「good鍼灸院」(2018年 5月 ～2020年 2月 )にて、東洋医学的理論に基づく会成灸治療を行つていた。

【到達目標】

美容医療の基礎知識をつけ、カウンセリングを実施し個人にあつたメニューを作成でき施術できるようになる。

1回 目 美容鍼をする上で知つておくべき主要な美容医療

2回 目 美容鍼をする上で知っておくべき主要な美容医療

3回 目 フエイシャル・モデリングパック、美容鍼をクラスメイトに実施する

4回 目 フェイシャル・モデリングパック、美容鍼をクラスメイHこ実施する

5回 目 表情筋、咀畷筋に対しての鍼通電治療

6回 目 表情筋、咀畷筋に対しての鍼通電治療

7回 目 全身の調節と美容鍼をクラスメイHこ実施する

8回 目 全身の調節と美容鍼をクラスメイHこ実施する

9回 目 全身の調節と美容鍼をクラスメイHこ実施する

10回 目 全身の調節と美容鍼をクラスメイHこ実施する

11回 目 全身の調節と美容鍼をクラスメイトに実施する

12回 目 目的に応じた遠隔部の経穴を取穴できる。クラスメイHこ実践できる。

目的に応じた遠隔部の経穴を取穴できる。クラスメイHこ実践できる。13回 目

14回 目 目的に応じた遠隔部の経穴を取穴できる。クラスメイHこ実践できる。

15回 目 テスト

準備学習
時間外学習

機会があるのであれは、顔面部への万伍術を思者として体験しておくと、と里解や上達も早いと思います。また、料系のLションも輌きや丁いで丁。

評価方法

実技試験による定期テスト(100%)

受講生への
メッセージ

美容鍼のスペシャリストとなれるように、基礎をしつかり学んでいきましょう。

特に査 t
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	⑦シラバス（鍼灸科⑦
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